
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    カクリヨの短い歌　３


    
      大桑八代

    


    
      イラスト　pomodorosa

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    序


    一、春咲花はるにさくはな


    二、花散雨はなちらしのあめ


    三、鎮花祭はなしずめのまつり


    四、花見後はなみのあと

  


  [image: ]


  
    序


    



    　桜は咲いて散るものだと信じていた。


    



    「良いお宝があるじゃないか」


    　小高い丘の上──


    　盃さかずきを片手に、帳とばりノの宮みや真ま晴はるはとある寺を見下ろしていた。春の訪れとともに緑色に輝き始めた芝生の上にごろりと寝ころび、いかにも楽しげな表情を浮かべている。


    「宝？　……どこが？」


    　傍かたわらで正座をしているのは柄がら井い夕ゆう暮ぐれ。双眼鏡を目元に当て、眉まゆ根ねを寄せた。


    「ふつうの地蔵……、いえ、お地蔵さまに見えるけれど」


    　二人が見下ろす寺は山すそにあった。敷地が広く、緑が豊かということもあって近隣の住民たちの憩いこいの場になっているようだが、それだけ。仏殿に置かれた木製の地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつも極端に立派というわけではない。


    「審美眼のないやつだな」


    　真晴は持っていた盃を、ほら、と夕暮に差し出した。


    「また？」と夕暮は呆あきれた顔を見せる。「あなた、さっきから一口飲んではこっちに回してきて……。ちゃんと飲み干してから次のに移りなさいよ」


    「いろいろな酒をちょっとずつ楽しみたいのだよ。ごくごく当たり前の欲望だと思うがな」


    　二人の周りには、幾つかの酒瓶のほかに小さな香炉があった。


    「それに、この匂におい。お酒を飲む雰囲気とはちょっと違うんじゃなくて？」


    「お前はわたしの母親か？　別に嫌いやな香りではあるまい。高級品だぞ、これでも」


    　その香炉は、先ほどから白びやく檀だんの香りをあたりに漂わせている。


    「帳ノ宮のお嬢さん、香道まで嗜たしなんでいるとは知らなかったわ」


    　結局、差し出された盃を渋々受け取って、夕暮は皮肉を利かせるように言った。


    「良い香りはたびたび良い着想インスピレーシヨンを生んでくれる。尾を引かずに消えるところも上品だ」


    　真顔で応じてから、あれを見ろ、と真晴は遠くの本堂のほうを指さした。休日ということもあって、境内にはそれなりの数の参拝客がいた。


    「わりと大きいお寺なのね」


    「いやに警備が厳重だと思わないか？　仏殿の入り口に二人、参拝客の中に紛れ込んでいるのが少なくとも三人、鐘しよう楼ろうにいる坊主もさりげなく目を光らせている」


    「……どういうこと？」と夕暮は首をかしげた。


    「本尊の奥に、実はもう一つ仏像があるのだ。普段は人の目に触れさせない秘仏だ」


    　小高い丘の上には彼女たち二人しかいない。眼下のどこかお祭りじみたざわめきも、ここまでは伝わってこない。


    「帳ノ宮真晴に狙ねらわれたのが運の尽きだ。その秘仏、わたしのものにするぞ」


    「……はいはい、お好きにどうぞ」


    　夕ゆう暮ぐれは、またか、というように溜ため息いきはついたものの、ことさらに反対はしなかった。いまさら諫いさめても無駄であることは充分わかっているといった諦あきらめ顔で、盃さかずきに軽く口をつける。


    「あら、これおいしい……。で、手に入れるのはいいけど、どうやって運ぶの？　手乗りサイズなの？」


    「大きさは……、本尊と同じくらいか」


    「じゃあ駄目じゃない」


    「まあ任せておけ。わたしに考えがある」


    「その言い方だと、決行は今日じゃないのね。とりあえず安心したわ」


    　ああ、と真ま晴はるは芝生の上から体を起こし、どっかりと胡座あぐらをかいた。ふしぎと乱雑な印象を受けない、尊大な態度に似合った姿勢だった。


    「物事には時機というものがあるよ。壊れものフラジヤイルならなおさらだ」


    「壊れもの？　仏像が？」


    「ああ！　わたしの桜と同じくらいにな」


    　困惑顔の夕暮をよそに、真晴は独り言のように続ける。


    「梅は咲いたか、桜はまだかいな……。梅は既に花開いた。わたしの花の見ごろも、もうすぐそこだ」


    　春風に漂う白びやく檀だんの香りを味わうように目を閉じ、真晴は笑った。


    　どこか血の臭においが似合うような、凄せい惨さんな笑えみだった。


    「待ちに待った季節。せいぜい艶あでやかに咲いて、気が向いたら散ってやるさ」


    



    　桜は咲いて散るものだと信じていた。


    　まさか──


    　ひと思いに散ることもできずに枯れ死ぬことがあるとは、思っていなかった。
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    一、春咲花はるにさくはな


    



    　廃病院の前に少年が一人佇たたずんでいた。


    　時刻は夕暮れ時。


    　高校の学生服をきちんと身につけ、おとなしそうな顔立ちをした彼の姿は、荒れ果てた建物の様子といかにも不釣り合いだった。


    　少年は廃病院の中に向かって声をかけようか迷った挙句、結局口を閉じて、ガラスの割れた玄関ドアから内部に入っていった。周囲は森ばかりで、目の前の道路を通る車の数さえ少ないというのに、どこかこそこそと人目を気にしながら。


    　廃病院の内部は異様だった。


    　まず、窓という窓に内側から板が打ちつけられ、わずかな光も外部から通さず、内部から漏もらさないようになっている。当然、視界は真っ暗で、少年は携帯電話の灯あかりを掲げながら廊下をぎこちない足取りで進んでいく。


    　歩いていくうちに、もう一つ異様な点が明らかになっていく。


    　廊下の壁のいたるところに花開いた梅の枝が貼はりつけられ、鮮烈な梅花の香りを放っていた。その色は深しん紅く、薄うす紅べに、白と様々。


    　むせ返るほど濃厚な香りが充満する廊下を、しかし少年は意外にも平静な顔つきで進んでいき、やがて行き当たった階段を上っていく。


    　その途中、上方から声が聞こえた。


    



    　　紅くれなゐの ふり出いでつつ泣く 涙には 袂たもとのみこそ 色まさりけれ


    　　　　　　　　　　──紅を振って色濃く染めるように、声をふりしぼるようにして泣く血の涙で、袂だけが色濃く染まっているのです──


    



    　少女の声が奏でる歌──三み十そ一ひと文も字じだった。


    　一瞬立ち止まった少年は、やがて意を決したように残りの階段を駆け上がり三階へ。近くの、数年前までは病室だったであろう部屋の扉を開ける。


    　その部屋の中では、一人の少女がソファに座って本を読んでいた。


    「椿つば市いちよかった、やっぱりいたんだ」


    　ほっと安あん[image: ]どの息をついて、少年は声をかけた。


    「そりゃいるよっと。呼んだのは私なんだから」


    　そう笑顔で応じて、椿市と呼ばれた少女は本をぱたりと閉じ、立ち上がった。


    　少年と同じくらいの背丈、同じくらいの年齢だった。紺というよりほとんど黒に近い、地味な色合いのセーラー服を着て、黒いストッキングを履いている。スカーフだけが鮮やかに赤い。


    　しかし、そんな服装よりもまず圧倒的に人目を引く点が彼女にはあった。


    　顔面──左目を囲うように、トライバル柄の刺いれ青ずみが施されているのである。


    　その刺いれ青ずみは、整った顔立ちをした椿つば市いちに、声をかけることをためらわせるような雰囲気を与えていた。占い師のような、妖あやしい雰囲気である。


    「ところで振ふる根ね、尾行されたりしてないよね？」


    「え、ああ、うん」


    　振根と呼ばれた少年は曖あい昧まいにうなずいた。だいじょうぶだと思うよ、と小声で付け足す。


    「ところで、いまの歌、なに？」


    「歌？」と椿市は首をかしげる。


    「詠んでたじゃないか、僕が階段上ってるとき。たしか、紅くれないの、で始まるやつ」


    「そうだったっけかなあっと」


    　椿市はにやにやしている。どうやらごまかしたいようなので、振根はそれ以上追求するのをやめた。


    　顔面に刺青を入れているからといって、椿市がわかりやすく陰を背負っているわけではない。彼女は基本的に声が大きく、明るく、表情豊かである──以前と同じように。


    　椿市は去年の秋ごろ、ある日突然、顔面に刺青を施して登校してきたのである。


    　その日、当然、椿市は職員室に呼ばれたが、「怖い人たちに囲まれて、むりやりこんなふうにさせられた」と弁明したそうである。「もちろん噓うそだけどねっ」と、職員室から帰ってきた後、ざわめくクラスメイトたちを前に椿市はいたずらっぽく言い放った。学校側も彼女の説明を信じたわけではないだろうが、入れてしまった刺青をどうすることもできない上に、普段の椿市は成績優秀な生徒ということもあり、ひとまず様子を見るという名目で不問に付した。


    　けれど、では本当の理由はなんなのかというと、だれもそれを知らない。


    　恋人に酷ひどいふられ方をしたからそのショックでやったのだ、という[image: ]うわさがあった。振根がその相手なのではないかという好奇の目も。しかし、残念ながらそれは事実ではない。ランドセルを背負っているころからの親しい友人である振根にすら、椿市の行動は理解の埒らち外がいだった。


    　前兆はなかった。振根が唯一断言できるのはそれだけだった。特別に悲しい出来事も嬉うれしい出来事も、椿市の周辺には見当たらなかった。


    　椿市の両親は離婚しているが、それはもう何年も前の話だ。高校生になってからずっと、椿市はどちらの親からも離れて一人暮らしをしている。


    　つまり、去年の秋ごろになにか突発的な出来事があり、その結果が彼女に刺青を入れさせることを決意させたのだ。そんな推論を立てるだけ立てて、振根はあえて椿市に尋ねることはしなかった。


    　尋ねることに対する気後れと、時機が来たら向こうから告げてくれるだろうという甘えに似た楽観があった。


    　なにしろ、二人には子どものころからの付き合いという以上のつながりがあるのだから。


    　お互い、一般に知られていない三み十そ一ひと文も字じを知り、禍か歌かを操る歌詠みであるというつながりが──


    「そうそう！　いいもん買ったんだけど、振ふる根ね気づかなかった？」


    　椿つば市いちがスカートを翻ひるがえしながら部屋の隅に向かった。


    　元はベッドが六つあった相部屋の病室だったのだが、そのうち五つを撤去した結果、いまはだいぶがらんとしている。家具といえば、リサイクルショップで安く手に入れたソファ、小型のテレビ、そして一つだけ残ったベッドぐらいのものだった。いかにも隠れ家然とした部屋の様子だが、ベッドのシーツは振根がこまめに取り替えている。椿市が家に帰るのを面倒がってここで寝てしまうことがあるからだ。


    　さらに、部屋の隅に転がっているのは無骨なガスマスク。


    　室内は薄暗く、古ぼけたラジオから天気予報がぼそぼそと流れていた。


    「別に気づかなかったけど……、なにかな」


    　振根も部屋の隅に寄った。


    「じゃあん！　へへっ」


    　椿市が両手で掲げたのは小さなモニターだった。部屋にあるテレビよりさらに一回り小さい。


    　そのモニターには、建物の玄関が映っている。少し眺めて、振根はそれがこの廃病院の玄関であることに気づいた。


    「これって」


    「そ、侵入者監視用のあれよ。安かったし、足つかなそうだったから買っちゃった。役に立ちそうでしょ？」


    「でも、これならそこの窓から見下ろせばいいような……」


    　振根が困惑した顔で言う。


    　一階からここまでの廊下と違い、この部屋の窓には板が打ちつけられていなかった。もちろん、理由があってそうしているのだ。


    　窓ガラス越しに見える外は、もうほとんど夕陽が沈みかけている。


    　夜が近づいていた。


    「はあ」


    　わかってないなあ、というように椿市は大げさに溜ため息いきをついた。


    「遠く離れたところから自分以外の目を通して観察、ってのがいいんじゃない。私が思うに、これは全能感の最も単純なかたちの一つだね！　知るはずがないことを知ってる。見えるはずがないものを見てる。その力に、人は昔から恐れを抱いてきたんじゃない？　私もそういうの好きだなあ」


    「ふうん……。あ、お金、僕も出そうか」


    「けっこうですー。その代わり、監視カメラの配置決定権は私のもんだからね、っと。そうそう、付け替えできるっていうのも今後役立つはずだよ」


    「今後？　なにに？」


    「来るべき対決のときに、だよ。わお！」


    「……対決？」


    　さっきから訊きき返してばかりだな、と思いつつ振ふる根ねは尋ねた。本当に、話の行く末がさっぱりわからなかった。


    「この前カツアゲしようとしてきた不良は椿つば市いちが叩たたきのめしたし……。ほかにだれかと揉もめてたっけ」


    「ううん。これから喧けん嘩かを売るの」


    　そして椿市は右手の親指を力強く立て、決定的な一言を口にした。


    「帳とばりノの宮みや真ま晴はるに、ね！」


    「……………………」


    　これから宇宙遊泳に行くよ、とでも言われた気分だった。言葉の意味はわかるが、あまりにも突飛で、現状から飛躍しすぎていて、戸惑うばかりである。


    　固まってしまった振根を見て、椿市はきょとんと首をかしげる。


    「あれ、振根知らない？　おっかしいな。有名だし、同姓同名もいないはずなのに」


    「いや……、知ってはいる、けど」


    　問題はそこではない。


    　なにからつっこめばいいものか、言うべきこと、指摘するべきことが多すぎて、振根の頭の中は混乱した。


    「倒すの？　きみが、帳ノ宮真晴を」


    「私たちが、だよ！　んで、殺すのかっていうと……、ううん、必ずしもそうとは限らないって感じ。とりあえず、あいつの桜を打ち倒したいの。英語でいえばbeatかな、っと」


    「桜……」


    　いまが春だということを振根は思い出した。


    　芽吹きの季節。花の季節。桜。そして──梅。


    「あれっ」


    　椿市の声が振根を現実に引き戻した。


    「だれか来た。侵入者だよ、侵入者！　すごいね、これ。音声認識機能つきかな？」


    　確かに、椿市が両手で胸の前に掲げるモニターの中に人影が映っていた。


    「そんな……、と、止めないと！」


    「待った」


    　窓のほうに行きかけた振根を呼び止め、椿市はモニターの中の人影を指さした。


    「こいつは自分でここに入ってきたの！　それも、きっと、私たちを傷つける意思を抱えて。だって、ほら、こいつナイフ持ってる」


    　いつもの大きな声、太陽のように人目を引く仕草、満面の笑顔。


    　ただ──左目の周りの刺いれ青ずみだけがどす黒く、妖あやしく輝いている。


    「そんなやつが酷ひどい目に遭っても……、それって自業自得よねっ」


    



    　侵入者は廃病院の玄関から様子を窺うかがっている。罠わながないか調べているようだった。監視カメラには気づいていないらしい。


    　その人物は、目の覚めるような赤色のパーカーを着ていた。フードで頭をすっかり覆っているので顔つきはわからないが、それほど年を食った印象はない。椿つば市いちや振ふる根ねたちと同年代だと思われた。


    　そして、確かに右手にナイフらしきものを持っていた。映像はそれほど鮮明ではないが、間違いない。


    　やがて下調べが済んだのか、赤いパーカーの人物は玄関ドアを押して、ずかずかと廃病院内に足を踏み入れた。同時に、監視カメラの映像から外れてその姿は見えなくなる。


    「むう。カメラ、もっとたくさん必要だね」


    　椿市がモニターを部屋の隅に置きながら言う。


    「振根、梅は？　どこまで飾った？」


    「えっと、二階まで」


    「よし。お客様を迎える準備は万端ってことね。ねえ、さっきの赤いの、なんだと思う？　ただのラリった変質者かな」


    「さあ……。わからないよ」


    　緊張で喉のどが渇いてきた振根に対して、椿市は期待に目を輝かせていた。面倒な授業が急に休みになったときのような、想定外の出来事に心を弾ませる顔である。それを見て、振根はますます不安になる。


    　なにしろ、廃病院には逃げ場がないのだ。二階までの窓にはすべて板が打ちつけてある上に、裏口の前には廃材などが積み重なって通れる状態ではない。あの不審人物が根気よく探索を続ける限り、どうあっても振根たちと鉢合わせしてしまう。


    「椿市、ほんとに戦うの？　いまからでも止めれば、まだ……」


    「さっきも言ったでしょ？　あいつは勝手に飛び込んできただけ。こっちに責任はナイナイ。それに、いい練習になるんじゃない？　帳とばりノの宮みや真ま晴はるとやりあうんだから、私たちどれぐらい戦えるのか知っておかなくちゃ。ポジティブに考えよう！」


    　椿市はベッドの下をごそごそと漁あさると、鉄パイプを二本取り出し、片方を振根に投げてきた。ところどころ[image: ]さびの浮いたそれを、振根はなんとか受け取る。


    「こんなのあったっけ？」


    「最近仕入れたの！　ただのナイフ相手なら、こんなもんでしょ」


    　二人は廃病院の廊下に出た。


    　振ふる根ねはごくりと喉のどを鳴らした。埃ほこりの溜たまった薄暗い廊下が、ひどく禍まが々まがしい場所に見えてくる。思わず、出てきたばかりのドアに視線を向けてしまう。


    「振根……、隠れててもいいよ」


    　椿つば市いちが前を──階段のほうを見ながら言う。迷いを見透かしたようなタイミングだった。隣に立っていて、なにか感じるものがあったのだろう。


    「ううん。いるよ、ここに」


    　振根は震えそうになる声を抑えながら答える。椿市もそれ以上なにも言わなかった。


    　二人の視線の先には防火扉。その向こう側は暗くら闇やみと梅の香の世界であり、そして階段がある。赤いパーカーの人物が姿を現すとしたら、そこ以外にはありえない。


    　やがて階段を上る足音が聞こえ──防火扉が耳障りな音を立てながら開いた。


    　鮮やかな梅の香りが鼻をくすぐる。


    　ふらり、と人影がナイフをもてあそびながら現れた。無骨な、サバイバル用途のナイフ。パーカーの色はどぎつい赤。監視カメラの角度ではわかりづらかったが、背丈は高くない。彼は、鉄パイプを構える椿市と振根を見ても特に驚くことなく、歩みを止めない。


    「ちょっと、あんた、なんなの？　ここは私たちが先に秘密基地にしたんだけど？」


    　椿市が言うも、男は意に介さない。すたすたと無言で二人に迫ってくる。


    　頭を覆うフードに隠れて、その目元は見えない。


    　ただ、口元に浮かんでいるのは、にたにたとした加か虐ぎやくの笑えみ。全身から滲にじみでているのは、明確な害意。


    「あいつ、なんかむかつく……！　振根、警告兼牽けん制せい兼時間稼ぎを始めるよっ」


    　叫んで、椿市は歌を詠んだ。


    



    　　よそに見て かへらむ人に 藤ふじの花 はひまつはれよ 枝は折るとも


    　　　　　　　　　　──よそよそしく見るだけで帰ろうとする人に、藤の花よ、蔓つるを絡みつかせて引きとどめておくれ、たとえ枝が折れても──


    



    　紡つむがれた三み十そ一ひと文も字じは、禍か歌かと呼ばれるもの。


    　幽現界カクリヨから異変を連れてくる、呪じゆ文もんにも似た禁断の歌。


    　先ほど振根が聞いた無害な歌と同じかたちでありながら、決定的に異なる。


    　どこからともなく、椿市たちと赤いパーカーの男の間を塞ふさぐように藤ふじの蔓つるが現れる。目の粗い金網のように、複雑に絡み合いながら壁となっていた。


    　その蔓の根本はどこにも繫つながっていない。あえて言うならば、虚空。そして幽現界。


    　初めて赤いパーカーの男の歩みが止まった。


    　戸惑いと警戒。


    　しかし、彼はそれを文字どおり乗り越えた。


    　ひひっ、と引きつったような声をこぼすと、膝ひざを曲げて姿勢を低くし、一気に二人のほうに突っ込んできた。


    　それは恐るべき速さで、両者を隔てる蔓つるの壁にナイフで穴を開けると、そこに体を滑り込ませる。切断された蔓の断面が驚いたように敵に追いすがろうとするが、間に合わない。そして赤いパーカーの男は一足で椿つば市いちの前に躍り出て──ナイフを振りかざした。


    　金属音。


    　薄暗い廊下に火花。椿市の鉄パイプが、襲おそいかかってきたナイフをなんとか受け止めていた。


    「椿市！」


    　とっさに振ふる根ねが鉄パイプを横よこ薙なぎに払う。赤いパーカーの男はそれをなんなく避け、今度は振根に狙ねらいを変えたかのように見えた。しかし、椿市の禍か歌かによる蔓がようやく敵の背後に近づく。今度は無理を通さず、赤いパーカーの男は二人から大きく間合いをとった。その距離、五メートルほど。


    　一瞬だけ見えた男の目は赤く血走っていて、振根の背筋をぞくりとさせた。


    　藤ふじの蔓は虚むなしく中空を摑つかんでから、役目を終えたように消えた。禍歌の効果時間が切れたのだ。もともと時間稼ぎだけを目的としたハッタリのような歌で、一度破られると極端に脆もろい。


    「椿市、だいじょうぶ？」


    「まずったな」


    　応じる椿市の表情は厳しかった。


    「あいつ、ひょっとしたら歌詠みかも。全然、驚かなかった」


    「とにかく、時間を稼がないと……」


    「うん。これぐらい乗り越えてやんないとね。あいつに挑む前の力試しだと思えば、まあ」


    「……椿市、どうしてそこまで？」


    「おかしいかな？　そりゃおかしいよね……」


    　椿市は泣き笑いのような顔をして、小刻みに震える手をもう一方の手で抑えようとしている。不安に襲われているというよりも、昂たかぶりが高じた武者震いに見えた。


    　その瞳ひとみに宿った強い意志が、光に反射してぎらぎらと輝いている。


    　なおも問いかけようとした振根だが、状況がそれを許さない。


    「また来るよ、振根っ」


    　今度はナイフを逆さか手てに構え直して、赤いパーカーの男が身をかがめる。再び突進の姿勢。


    　そこから先は会話の暇いとまもなかった。


    　振根たちは二人がかりで、禍歌まで発動させている。歌を知らない一般人ならば一〇人は楽に相手ができる態勢が整っていた。実際、それに近い立ち回りを演じたこともある。


    　しかし、今はたった一人を相手に防戦一方だった。


    　振るわれる二本の鉄パイプにも捕ほ捉そくされず、赤いパーカーの男は巧みに回避と後退を使い分けながら椿つば市いちに何度も肉薄する。


    　そのたびに、顔をしかめたくなるような金属音があたりに響く。


    　今度は完全に椿市に狙ねらいが絞られていた。振ふる根ねはこっちを向けとばかりに鉄パイプを振り回すが、牽けん制せいの役割を果たしているかも怪しいものだった。


    　椿市と振根が戦い慣れているわけではないことを差し引いても、相手の動きは異常だった。やはり禍か歌かによって反応速度が強化され、恐怖を覚えず、全能感に満たされているのだろう。動きに迷いと容赦がない。


    　つばぜり合いのたびに、二人はじりじりと廊下の奥──壁際に押し込まれる。


    （まだか……。このままじゃ）


    　振根が焦りに支配されつつあるころ、ついに椿市の鉄パイプが男のナイフによって弾はじき飛ばされた。幾度も、それも相当の力で放たれたであろう斬ざん撃げきが、椿市の腕に痺しびれを与えていたのかもしれない。


    　振根はとっさに椿市の前に出る。廊下に転がった鉄パイプを拾うべきか一瞬目線を落とすと、そのわずかな隙すきを見逃さずに赤いパーカーの男が振根に迫る。


    　ナイフが来る、と体を硬くする。


    　しかし、衝撃は振根の横から来た。短い哄こう笑しようとともに男が蹴けりを放ってきたのである。今まで見せなかった種類の攻撃。こめかみを蹴り抜かれた振根は、受け身もとれずに廊下の端に吹き飛ばされる。一瞬意識が失われるほどの強烈な一撃だった。


    「振根っ」


    　椿市が慌あわてて駆け寄ろうとするが、その足が止まる。


    　赤いパーカーの男が、うずくまっている振根の横を通りすぎ、椿市に向かって歩いてくるからだ。ようやく邪魔がなくなったというように。


    　硬い表情の椿市が後退する。


    　その分だけ男が距離を詰める。


    「あなた、歌詠みだよね？」


    　壁際に追いつめられながら椿市が問う。


    「あなたがここに来るタイミングはちょっと変だった。振根のあとをつけたにしては遅いの。そうだとしたら、振根が三階に上がる前にあなたは玄関から入っているはずでしょう？」


    　ついに椿市の背中が廊下のつきあたりについた。対抗手段を持たない彼女に、ナイフをもてあそびながら男が迫る。振根はそれを見ていることしかできない。ようやく立ち上がりつつあったが、まだ頭がふらつく。それに、たとえいまから走ったところで間に合うとも思えなかった。


    　男の足も止まった。椿つば市いちは堂々と正面から彼を見据える。両者の距離は一メートルもない。間違えることのないナイフの範囲だった。


    「ねえ、あなたはだれなの？」


    　最初の疑問に立ち返る椿市。


    　その顔に悲ひ愴そうの色はない。


    「最後に聞かせてよっ」


    　赤いパーカーの男は、いままでと同じように聞く耳を持たず、簡単な仕草でナイフを突き出そうとした。そうすることで椿市の命を終わらせようとした。


    「…………？」


    　しかし、その手が中途半端な位置で止まる。だれも、なにも邪魔をしたわけではない。男は空いた手で自身の胸を押さえる。そして、ふらふらと廊下にしゃがみこんだ。


    「……………………はあ」


    　それを見て、振ふる根ねは大きく安あん[image: ]どの息を吐く。間に合った、とつぶやく。見れば、椿市も同じように肩の力を抜いていた。彼女は振根に気づくと、両手の親指を立てて、やったね、と口を動かした。


    　そんな余裕が許されるほど、敵の異変は深刻だった。


    　赤いパーカーの男はいまやナイフを取り落とし、廊下にうずくまって呻うめき声を上げていた。全身がぶるぶると震え、首筋には脂汗が浮かんでいる。あまりにも急激な体調不良。椿市たちに危害を加えるどころか、息をするのも苦しげだった。


    「最初に喉のどや胸の痛み、認識能力の低下」


    　そんな男を見下ろしながら、判決を告げるように椿市が言う。


    「次にめまいや錯乱、嘔おう吐と」


    　その言葉が引き金となったように、男が激しく咳せき込んだ。


    　振根は男の悶もん絶ぜつの様を見ているのが辛つらくなってきたが、目を逸そらしてはいけないと必死に自分に言い聞かせる。


    「仕上げは痙けい攣れん、失神、昏こん睡すい、っと。じゃん！」


    　それまで廊下をのたうちまわっていた男の動きが徐々に鈍くなり、ときおり全身がぴくぴくと痙攣するだけになる。それも時間の経過とともに弱々しくなり、ついには止やみ、伏せたまま動かなくなった。


    　廃病院が静けさを取り戻した。


    「ふう。ほんと危ないところだったねー、振根」


    　つま先で男の体をつついて確認した後、椿市は振根のもとに駆け寄ってきた。彼の頭にそっと触れる。


    「だいじょぶ？」


    「あ、うん……。そっちは？」


    「私もだいじょぶ。元気なままだよ」


    　その場で一回転してみせる椿つば市いち。ふわりと広がったスカートが落ちつくのに応じるように、振ふる根ねの体からもこわばりがとれていく。ともかく、先ほどまでの緊急事態から脱することができたのだ。


    　安あん[image: ]どの次にやってくるのは疑念と不安。


    　振根はゆっくりと廊下のつきあたりに向かった。赤いパーカーの男は、埃ほこりの浮いた床に俯うつぶせになったまま、ぴくりともしない。死んではいないはずだが、そうなった原因から考えても、振根に責任があることは間違いなかった。


    　他人を傷つけてしまった。その認識が、振根の体と心を震わせる。


    　そのとき、背後に気配。そして柔らかな感触。


    「……わぁっ！」


    　椿市が背後から抱きついてきたのだ。振根は驚いて飛び上がりかけるが、椿市が思いのほか体重をかけてきているのでそれもままならない。


    「な、なに？」


    「ん……。梅の匂においがする。制服に染みついてるのかな」


    　振根の首筋に椿市の鼻が寄せられる。くすぐったさと恥ずかしさに襲おそわれて、振根は今度こそ強引に振根の密着から逃れる。振り返ると、椿市は悪びれずに笑っていた。


    「まったく……、緊張感ないなあ」


    　呆あきれて溜ため息いきをつきかけるが、そのとき振根は体の震えが治まっていることに気づいた。椿市の行動は、もしかすると彼の心境を慮おもんぱかってのものだったかもしれない。


    　しかし──


    「あいつ、起きたら拷問しなきゃだね。どうやってここを嗅かぎつけたのか、とか訊きかなきゃ」


    　廊下に伏せた男を見ながら椿市は言う。振根をからかい、気遣ったのと同じ顔で。


    　その二面性が、どうしても振根には理解できない。


    「椿市は」


    「ん？」


    「どうしてそんなに……、帳とばりノの宮みやを恨んでるの？」


    　椿市の刺いれ青ずみも含めて、原因はそこにあるとしか思えなかった。左目を覆っているトライバル柄の刺青は本当に呪のろいであって、いずれ顔全体に広がり、体を侵食し、彼女のすべてを乗っ取ってしまうのではないか。一瞬、振根はそんな恐怖に打ち抜かれた。


    「それはね……、私、桜より梅のほうが好きだから。えっと」


    　咳せき払ばらい。そして、なぜか丁寧語で話し始めた。


    「〝花〟といえば桜を指す。それはいつしか常識になっています。しかし、どのようにしてその常識がつくられたのでしょう？　集団の意思、この地に生きた人々の共通の美意識なんてものを私は信じません！　そこには戦いがあったはずです。春の花が一堂に会し、血で血を洗う争いを経て、〝花〟と呼ばれる栄冠を桜が手にすることになったのでしょう。そうやって、桜はあたかもずっと昔からそうであったように、この地に生きる人々に愛されるようになったのです。いわば歴史の改かい竄ざんです。そうに違いありません。証拠はありませんがそうに違いありません。しかして、その誉ほまれは恒久不変のものか？　すべての花を差し置いて〝花〟と呼ばれる特権は、一度手にすれば安泰なのかっ。否！　そうではありません。なぜなら、王者は常に挑戦者を受け入れる義務があるからです。確かに、元をたどれば梅は純粋の国産ではない。その昔、大陸から渡ってきたものです。しかし、そんなことを気にするのは、樹の下に死体が埋まっているなどという薄気味悪い話を真に受けるぐらい愚かなことです。それに……」


    　椿つば市いちはそこで架空の聴衆を相手にするのをやめ、振ふる根ねだけを見た。


    「私、振根の梅が好きだよ。だから、喧けん嘩かを売ってやろうよ、ねっ」


    　曇りも迷いも後ろめたさもない──笑顔。


    「梅の下克上だよ、振根。あなたの梅が、帳とばりノの宮みや真ま晴はるを──桜を打ち倒して、歴史を変えるの」


    　椿市が両手を広げる。こちらへ来い、と誘うように。


    　嗅いではいけないはずの梅の香りが、あたりに漂っている気がした。


    「でも、具体的にどうやって？　実際問題、僕があの人を倒したところで、梅が桜に成り代わるわけじゃないし……」


    「まずは想像してごらんよ。帳ノ宮真晴は文句なしに大物でしょ？　それを私と振根が倒す。私、いなかったことにする。周り、振根ってやつすげーじゃんってなる。梅すげーじゃんってなる。花見を計画してた連中、慌あわてて梅が終わる前に群がる。わお！　薔ば薇ら色の未来！　薔薇も梅もちょっと色似てるよね」


    「…………」


    「ようするにね、梅が桜の影に隠れてるのが納得いかないわけよ。そりゃ桜の牙が城じようは簡単に崩せないよ。振根が勝ったって全部が覆くつがえるわけじゃない。でも、一部でも梅が桜に勝ってることになれば……、いままでの価値観をひっくり返してやったら……、きっと楽しいよ。私の好きなものが勝ってくれたら、嬉うれしいよ」


    　好きなもの。


    　それは振根──の梅のことだ。


    「危ない目に、遭っても……？」


    「うんっ。それだけの価値はあるよ！」


    　椿市がかかとを上げて背伸びする。


    「あいつ、『一人戦国時代』とか呼ばれて調子乗っちゃってるけどさ、いまは歌か典てん寮りようのお偉いさんも軒並み死んじゃって、全国戦国時代じゃん。成り上がり、あるよっ」


    　握り拳こぶしをつくる椿つば市いち。


    　振ふる根ねは思わず笑ってしまった。


    　それに気づいた椿市がすねたように口を尖とがらせるが、違う違うと手を振る。振根は嬉うれしかったのだ。いつもの、振根に違う世界を見せてくれる椿市だ。先ほどから感じている不安が消えたわけではない。けれど、小学校からの帰り道、あっちがおもしろそうだから、と彼女が手を引いてくれたときも、自分は正規の帰り道を外れることが不安でたまらなかったじゃないか、と思い直す。そうすると、ふしぎと楽になった。


    　そこで、しかし拍手が聞こえた。


    　ぱちぱちぱち、といかにも気のない、退屈な講演の対価として捧ささげられるような拍手。


    「──────」


    　椿市と振根の視線が、音の発生源──一つの扉に突き刺さる。その部屋は、先ほど二人が出てきた、隠れ家代わりの病室だった。


    　扉が開き、ひょこりと人影が現れる。焦じらすつもりなどないというように、あっさりと。


    「やあやあ、なかなか熱のこもった場面だったぜ」


    　赤いパーカーを身にまとった少年、だった。


    「えっ」


    　既視感。振根は思わず廊下のつきあたりを振り返ってしまう。そこにある男の体は、もちろん消えてなどいなかった。動いてもいない。


    「ばーん」


    　フードで頭を覆っているところまで先ほどの男とそっくりの格好をした少年が、左手を銃のかたちにして振根に向ける。


    「ダメだって、メガネくん。オレっちが本物の銃を持ってたらいまのでアウト。正体不明の第三勢力が現れたら、戦闘中と同じくらい警戒しないと。ほら、そこの刺いれ青ずみちゃんみたいに」


    　確かに、椿市は目の前の少年にじっと視線を注いで身じろぎもしない。硬い声で問いかけた。


    「あなた、何者？　初対面だよね」


    「そりゃそうだ。その刺青、一回見たら忘れらんないって。シールじゃねえの？　ほんとに本物？　彫るとき痛くなかった？」


    「どこから来たの？」


    　少年の茶化すような問いかけを無視して、椿市は質問を重ねる。振根は二人の顔を見比べて成り行きを見守るほかない。


    「窓からだよ。なぁんか正面から入りたくなくってさ。二階まで窓塞ふさがってるから、しょうがなく梯はし子ごでするするっと」


    「そう。じゃあ、あそこのあれとはどういう関係？　たまたま格好が似てるだけ、ってのはなしね」


    　あれ、というのは先ほど気絶してしまった赤いパーカーの男のことだ。それを椿つば市いちは振り返りもせず言及してみせた。


    「おっと、その質問は予想外。『だれ』と『どこから』の次は『なぜ』かと思ったのに。……まあいいや、結局、刺いれ青ずみちゃんの質問に答えることは『なぜ』オレっちがここに来たかに繫つながるからね。答えは簡単──というか、そっちがなんとなく想像してるとおりだよ。あそこのあれは、オレが唆そそのかしておたくらにけしかけた」


    　あっさりと言い放って、少年は倒れた男に近づいていく。先ほど振ふる根ねに注意しておいて、自分は無防備に背中を向けながら。椿市と振根の二人は「どうする」というように顔を見合わせたが、結局黙ってそれを見送るしかない。


    「外傷はなさそうだね。あ、オレ遠くから双眼鏡で眺めてたんだよ。で、こいつがやられちゃったから慌あわてて駆けつけたってわけ。さすがは歌詠みのお二人だぜ」


    「きみも、詠み手なの……？」


    　振根が尋ねる。しかし、少年はそれを無視した。


    「禍か歌かってやつは改めてすげえよな。人間を拡張させてくれる。半端じゃない視力を得る歌も、五キロ先のチャイムを聞き分ける歌も、大岩を持ち上げる腕力を得る歌もある。いままで届かなかったものに、手が伸びるようになる」


    　禍歌について語る少年の口調は、平静を装っているものの、なぜか憎々しげだった。


    「なにが言いたいかっつーと、禍歌は手段なんだ。意思を体現するための道筋の一つってだけ。禍歌を手に入れて嬉うれしくなって人を殺しちゃうような奴やつは、禍歌を知らないままでもいつか人を殺してる。オレっちはそう思うわけよ」


    「私たちに説教してるつもりなの？」


    「まさか」


    「……最初の質問に答えてないよ。あなた、だれ？」


    　椿市の問いに、そう言われてもなあ、と少年はとぼけてみせる。


    「見たまんまだよ。オレはあんたらにナイフ持った奴をけしかけることができる。オレはそいつがやられても特に良心が痛まない。オレは禍歌を知ってる。オレはあんたたち二人の名前を知ってる。オレはそういう人間だ。クラス替えの後の自己紹介じゃねえんだから、これぐらいでいいんじゃねえの……、ってわけにもいかねえか」


    　少年は自らの頭を覆っているパーカーのフードを取り払った。やはり振根たちより二つ三つ幼い、けれども人に見られることに慣れすぎたような、妙な貫かん禄ろくを備えた顔が明らかになる。髪は短い。


    「顔だけでわかるほど名前売れてないだろうから自己紹介するけど……、甕みか星ほし明みよう瓦がだ」


    「甕星……？」


    　つぶやいた椿市の横顔に、知ってるの、と振根は尋ねる。


    「振ふる根ねだって知ってるはずだよ。ほら、元六ろつ歌か澪れいの」


    「ああ、うん」


    　言われてみればそうだったか、という程度の認識しか振根にはない。彼は歌か典てん寮りように深い関かかわりを持つような歌道家の出身ではない。数年前、たまたま祖父の家の古い蔵で歌を見つけただけの、いわば野良の詠み手だった。椿つば市いちもそうだと聞いている。家系の連なりを重視した歌典寮からの庇ひ護ごはない代わりに、禍か歌かを使って騒ぎを起こさなければ余計な干渉もない。無視されたような、ある意味気楽な立場だった。


    　しかし、そうはいっても歌詠み。歌典寮の話は人づてに耳に入ってくる。


    　昨年の十二月──冬、六歌澪のうち四人が禍歌によって殺されたことも。


    「甕みか星ほし……、は生き残った二人のうちの一人だっけ」と振根。


    「そうそう！　よかったー、わかってもらえて。だれ？　とか言われたら気まずいことになってたぜ」


    　明みよう瓦がが言う。


    「で、自己紹介と一緒に説明も済むわけよ。オレはやられちまったジジババどもの仇かたきをとらなきゃいけない。帳ノ宮真晴を倒さなきゃいけない。正直、別にあいつらに情なんてなかったけどさ、生き残っちまった代表選手だから仕方ない」


    「ちょっと待って。二つ訊ききたいことがあるよ。あの事件、犯人は不明のはずじゃなかったっけ」


    　椿市が声を上げる。


    「世間的には、ってやつよ。犯人は柄がら井い夕ゆう暮ぐれっていう女だ」


    　明瓦はあっさり名前を言った。振根の知らない名前だった。


    「いまは帳とばりノの宮みや真ま晴はると行動をともにしてる。証拠が欲しいってんなら歌典寮に聞いてみてもいいぜ。オレはほとんどご隠居の身だけど、過去の栄光を哀れんでくれる人もいるだろうから」


    「もう一つの疑問はそれだよ」


    　椿市の眼光は鋭い。左目の刺いれ青ずみのせいで、余計に迫力がある。先ほど振根と会話していたときとは明らかに雰囲気が変わっていた。


    「冬の事件がきっかけで甕星は六歌澪から退しりぞいたって聞いたけど？　いや、六歌澪そのものがなくなってしまったって」


    　そうだ、と振根も思う。六歌澪を失い、歌典寮は変わった。良くいえば平和的で健全な団体になり、悪くいえば衰えた。禍歌の不正使用者には厳しい態度をとり続けているものの、それ以外の荒事にはほとんど首を突っ込まなくなり、公権力への影響力も酷ひどく弱まった。無茶を通せなくなってきたのだ。風向きの変化は、振根たち野良の詠み手にも感じとれた。


    　現在、六歌澪で唯一残った朱あけみ鳥とりが歌典寮のトップということになっているものの、統率力を発揮する気はなく、実質的な運営は穏健派に丸投げしてしまったようだった。


    「わかった！　オレが戦う理由なんてないんじゃない、って言いたいんだろ？　けどまあ、根っこは同じなんだ。六ろつ歌か澪れいの爺じいさん婆ばあさんが殺されて、元部下たちの中には仇かたきがとりたくてしょうがない御恩と奉公的忠誠野郎がいる。そいつらがオレに泣きついてくる──ほら、一応六歌澪だったから。で、オレが宥なだめても全然聞いちゃくれない。いまにも帳とばりノの宮みや真ま晴はるのところに乗り込もうとする。ここでオレは発想の転換をせざるを得なかったわけだ。どうせなら派手にやらなきゃ。忠誠野郎どもは止めても放ほうっておいても戦い始める時限爆弾なんだから、ばらばらじゃなく、いっそのことみんな手を取り合って帳ノ宮真晴に対抗してみませんかってことになったわけだ。オレは、いわばそのプロデューサーよ」


    「多人数であいつに挑むのは愚かだよ」


    　椿つば市いちが静かに言った。


    （…………ん？）


    　その口調が確信に満ちたような、なんらかの裏付けがあるようなものだったので、振ふる根ねは疑問に思った。しかし、そのことを尋ねる前に明みよう瓦がが口を開いてしまう。


    「知ってるよ。雑魚を集めてもあっさり呑のみ込まれちまう。だから、実行部隊は忠誠野郎の中でも手て練だれだけ──三人に絞った」


    　明瓦は両手の人差し指でそれぞれ椿市と振根を指す。


    「あんたたちを含めりゃ五人か」


    「ぼ、僕たちも、やるの……？」


    　振根は呻うめくように尋ねる。


    「おうよ。ようやく話がまとまってきたな。さっきの話、聞かせてもらったぜ。お二人さんも帳ノ宮真晴を倒したいんだろ？　オレたちもそうだ。どーしても手柄を独り占めしたいってんじゃなけりゃ、協力したほうが得策じゃね？」


    「それで、私たちを試したんだね」


    　対する椿市は冷静。


    「話が早いな。そういうこと！　ナイフを持ったただの人間に苦戦するようなら、あの化け物に対抗できるわけないかんね。悪いけど、試させてもらった」


    「採点の結果は？」


    「合格だよ。ちょっとばかしピンチのようにも見えたけど、ま、これからに期待ってやつ？　で、どうする。一緒にやるっしょ？」


    「嫌いやだと言ったら？」


    　椿市が一歩前に出てほんの少し威圧的に問うと、明瓦はかかかと笑った。


    「自うぬ惚ぼれちゃいけないよ、刺いれ青ずみちゃん。さっきも言ったけど、オレたちは勝手にやるんだ。太陽は勝手に昇る。だれにも止められない」


    　そう言って、つかつかと廊下を歩いてくる。椿市と振根とすれ違うとき、トランプを一枚落とした。


    「そこに連絡先書いといたから、やる気になったら連絡して。じゃ、オレは帰るよ」


    　振ふる根ねはトランプを拾い上げた。クローバーのエース。確かに電話番号が書かれている。


    （──ちょっと待て）


    　廊下に響く足音を聞きながら、振根の思考が急速に冷えた。明みよう瓦がはどこから来た？　病室からだ。けれど、病室に入るつもりならとっくに止まっているはずの足音はまだ続いている。


    　防火扉を開けて階段から帰ろうとしているのだ。


    「待っ──！」


    　弾はじかれたように振り返った振根の耳に、防火扉が開く耳障りな音がした。続けて、扉の閉まる音。


    　恐る恐る、目を逸そらしたくなる気持ちを抑えながら振根はそれを見る。


    　甕みか星ほし明瓦はまだそこにいた。


    　先ほどの音は、防火扉をただ開け閉めしただけなのだろう。パーカーのポケットに両手をつっこんで、こちらを向いてにやにやと笑っている。


    「ここからは帰らねえよ──死にたくないからね」


    　そうして、目を閉じて鼻をすんすんと鳴らす。


    「ちょっと開けただけなのに、梅の匂においがすごいぜ。オレは風流とかそういうのわかんないけど、これだけ鮮やかに香るのに、それでいてくどくないってのはすげえと思う。きっと上等な梅なんだろうな」


    　でも、と明瓦は防火扉を拳こぶしで軽くノックした。


    「毒だろ、これ」


    「…………」


    　黙っている椿つば市いちに代わって、「うん、そうだよ」と振根は素直に認めた。これ以上、自分の禍か歌かで人間を害さずに済んだことに多少安あん[image: ]どもしていた。


    「いやー、オレって与えられたヒントは見逃そうと思っても見逃せないんだわ。一つはあんたらの戦い方。妙に時間稼ぎしてるっぽいっていう印象。もう一つは、オレが入ってきた部屋にあったガスマスク。ホントはオレもふつうに玄関から入ろうとしたんだよ。けど、なんとなくやめた。そのときは梅の匂いをそこまで怪しんだわけじゃあないけど、ガスマスクを見たらピンと来たよ。あれは実は有毒なんじゃないかってね」


    　べらべらとしゃべる明瓦の指摘は正しい。二人はこの廃病院を隠れ家にしている。振根の禍か歌かは一度設置してしまうと自分の意思で解除することができないので、椿市が行き帰りにガスマスクを使っているのだ。ちなみに、詠み手である振根に対しては毒にならない。


    「窓に板を打ちつけてるのも、灯あかりを漏もらさないというより香りを充満させるためか。要よう塞さいってわけだな。見かけからしていかにもなのが難点だけど、帳とばりノの宮みや真ま晴はるをうまく誘い込めりゃおいしいな。ってなわけで、期待してるぜ、お二人さん」


    「いいの？　いま、私たち、あなたをはめようとしたのに」


    　椿つば市いちの言葉は決して誇張ではない。振ふる根ねの詠む梅の香は一酸化炭素ガスに似た性質を持つ。もし明みよう瓦がが高濃度の香りが漂う二階、一階を歩いて帰っていたら、その末路は先ほど気絶した男に似たものになっていただろう。


    　しかし、明瓦は飄ひよう々ひようとした態度を崩さない。


    「だからこそ合格なんだよ。オレたちは馴なれ合う仲間が欲しいんじゃない。帳とばりノの宮みや真ま晴はるとかいう化け物を倒すって意志と覚悟を持った奴やつがほしいんだ」


    　そう言って、笑いをこらえるように口元に手を当てる。


    「ま、ともかく！　オレは帳ノ宮真晴との戦いを少しでもいいものにしたいだけだ。それさえ信じてくれたらさ、連絡、頼むよ」


    　じゃ、と軽く手を挙げて明瓦は廊下を戻り、病室に入っていった。


    　椿市と振根も後に続くと、病室から明瓦はいなくなっており、窓が開いている。侵入してきたのと同じようにそこから梯はし子ごで下りていったのだろう。


    　窓の外はもう暗くなっていた。かすかに輝く夜空の星々が街の灯と重なって見分けがつかない。


    　振根は大きく息をつきながら肩の力を抜いた。心臓に悪い出来事が怒ど濤とうのように続いたが、やっと安心できる──


    「おっと、忘れてた」


    　またしても不意打ち気味に、窓の外から明瓦の頭が出てきた。振根は思わず飛び退すさった。


    「そんなに驚くなよ。ちょっとしたお願いだ──あそこの倒れてる男、放ほうっといていいから。近いうちにだれか処理に向かわせるよ。それでは今度こそさようなら、っと」


    　ようやく静かになる。振根は恐る恐る窓に近づいて外を見下ろしてみるが、既に明瓦の姿は暗くら闇やみに溶けて判然としない。


    「生意気なガキんちょだったね」


    　ソファに腰かけて椿市が言った。軽い口調から、逆に強がっているのがうかがえた。


    「しかも怪しい……。ね、振根。どこが決定的に怪しかったか、わかる？」


    「えっと、雰囲気とか……？　あと、僕らの質問には律儀に答えて、こっちに対して質問してこないのも」


    「違う違う。あのね、順番が逆なの。だって、私が打倒帳ノ宮真晴を表明したのは今日が初めてなんだから。ずっと考えてはいたけど、だれにも言ってないし、日記にも書いてない」


    「え？　じゃあ、つまり……」


    「あのガキんちょ、帳ノ宮真晴を倒す同志を集めてるみたいなこと言ってたけど、噓うそかもしれない。いや、噓じゃなくても、少なくとも私たちには当てはまらない。ちょっかいをかけてみて、私の目的を盗み聞きして、それから試したようなフリをした」


    「……それ、ちょっと無理がない？　椿つば市いちの目的を知らなかったとすると、自分に似た人に僕らを襲おそわせる意味がわからないよ」


    　振ふる根ねが考えながら言うと、椿市は、ううん、と頭を両手で抱え込んだ。それから顔を上げてにっと笑う。


    「とにかく、信用できないのは間違いないよっ。なんていうか、全部語ってない感じ。大事なところをぼかしてるっていうか……」


    「でも、話には乗るんでしょ」


    　尋常ならざる詠み手を向こうに回して、二人ではいかにも心細い。先ほどの口ぶりだと、明みよう瓦がは帳とばりノの宮みや真ま晴はると面識が──ひょっとしたら戦った経験も──あるらしい。いれば助けになるのは間違いないだろう。


    「あいつの話の幾つかで裏が取れたら、ね。振根、お願いできる？」


    　振根は歌か典てん寮りようの職員の一人と顔見知りだった。数年前、祖父の家で歌を見つけたとき、その職員が調査に来たので知り合ったのだ。彼は振根が禍か歌かの詠み手であることも知っているが、どうやら危機感に欠ける性格らしく、「歌は悪用しちゃダメだよ」とおざなりな注意をするほかは、もっぱら振根を愚痴をこぼせる相手としか見ていない。それとなく探りを入れれば、六ろつ歌か澪れい亡き後の甕みか星ほし家の情報を手に入れるのは可能だと思われた。


    「わかった。電話してみるよ」


    　うなずきながらも、振根の脳裏にちらりと影が差す。


    　甕星明瓦は信用できないと椿市は言う。すべてを語っていないと言う。


    （それは、椿市も同じなんじゃ……？）


    　桜が梅を倒す。〝花〟の座を奪う。春の花の代表格として君臨する。そのために挑戦する。


    　一応の筋は通っている。


    　──けれど、果たしてそれだけが目的なのか。振根はそう思ってしまう。


    　言うまでもなく、帳ノ宮真晴に戦いを挑むのは危険である。実際の帳ノ宮真晴が[image: ]うわさどおりの猛も者さであるかは関係ない。慎重な人間なら、決して彼女に近づこうとはしないのである。その危険をあえて冒す理由として、梅の復権というのはやや説得力が欠けるようにも思えた。


    （なにか、別の理由が……）


    　伊だ達てや酔狂のために死ねる人間はそう多くはない。そして、振根から見た椿市はそれほど逸脱した価値観は持っていない。


    （──はず、だ）


    　断言できないのは、去年の秋の出来事があるから。


    「ん？　どしたの振根。お腹なかでも痛い？」


    　ガスマスクを手に隠し場所をうろうろ探していた椿市が、じっと立ち尽くしたままの振根に気づいて声をかけてくる。明るく、いつもどおりに。


    　その左目に、刺いれ青ずみ。


    　たった一つだけ振ふる根ねの理解を拒む鎧よろい。躊ちゆう躇ちよない歩みを鈍らせる刺とげ。埋められた毒。


    「…………」


    　なにか言わなくてはならない。なんでもないだいじょうぶだよとか、そういったことを。思考とは裏腹に言葉の出てこない振根に、椿市はガスマスクを放ほうり投げて近づいてくる。


    　他人同士よりも狭い距離。


    　振根の戸惑いを察したのか、母親のようにやさしい表情。


    　彼女の指が、振根の左目の周囲をなぞった。化粧を施すように、ゆっくりと。


    「振根にだけは教えてあげる。……ほんとはもっと早くに言えばよかったね。歌の世界にはお約束というものがあるよね。春に立つのは霞かすみ。夏に鳴くのは虫。紅葉を染めるのは霜。そして──花を散らすのは雨。花散らしの雨」


    　椿市は、今度は自分の左目を見せつけるように指した。


    　トライバル柄を、指先がつつと蠱こ惑わく的になぞる。


    「この刺青はね、雨あま乞ごいの印なの」


    　薄暗い部屋の中、つけっぱなしのラジオが来週以降の天気予報をノイズ混じりに伝えていた。


    



    　　○


    



    「鎮花はなしずめの祭まつりをご存じですか」


    　また別のある日。


    　祝はふり園ぞの完しし道みちは、とある屋敷の一室で座っていた。祝園の屋敷に勝るとも劣らないほどに大きな、しかしがらんとした屋敷。人の手が入って掃き清めた痕こん跡せきは確かにあるのに、温ぬくもりだけが唐突に消え去ったような、そんな印象を受ける。まるで航海途中に船員が失うせた幽霊船。


    　完道と向かい合って座っているのは、空虚な屋敷の主人。


    　朱あけみ鳥とり由ゆ良らという名前の女性だった。


    「すみません、愚直にも本題から入ってしまいましたわ。こういうとき、世間さまは他愛もない、実りもない、時間の無駄としか思えない話から始めるのですよね。本題の毒味をするみたいに」


    　そう言って、朱鳥は笑った──ようだった。


    　中途半端な言い方になるのは、完道からは彼女の表情がうかがえないからだ。


    　朱鳥由良は、ほっそりとした体型の若い女性である。そしてここが重要だが、黒い面ヴエ紗ールで顔を覆っていた。目元すら完全に隠して、見えるのは口元だけ。


    　着物も黒いせいか、彼女はまるで黒くろ子このようだった。ただし、目立ちすぎる。舞台裏を支える立場なのに自ら舞台に立って照明を浴びてしまったような、居場所を間違えた悪目立ち。


    　完しし道みち自身、あまり平凡な格好とはいえない。それは自覚している。髪の毛は若白髪というには徹底的に真っ白に染まっている上に、一見大学生のような小こ綺ぎ麗れいな服装の上に丁寧に仕立てられた鶯うぐいす色いろの羽織を重ねている。端的にいって、衆目を集める外見である。


    　しかし、それにしても目の前の女性にはとても敵かなわない。


    　変わり者を何人も知っている完道だったが、初対面からここまで鮮烈な印象を残す人間に会うのは初めてのことだった。


    



    　なぜ完道がこの日この場にいるかというと、数日前に朱あけみ鳥とり家から招待の手紙が届いたからだ。


    　完道と藍あい佳かは連れ立って訪ねることにした。


    　玄関口で朱鳥を一目見た藍佳は、完道の背中に隠れながらも「どうしてかおをかくしているのですか？」と切り込んだ質問を投げかけた。


    　それに対する朱鳥の返答は、「だって、わたくしの体の中で唯一雅みやびなのは舌だけですから」というものだった。意味がわからないがそれ以上突っ込んで訊きくのも不気味だ、という表情で藍佳はうなずいた。完道もまったく同じ気持ちだった。


    　その藍佳はいま、屋敷の庭でふらふらと蝶ちようを追いかけている。藍佳がその気になればとっくに捕まえているはずなので、ただ遊んでいるだけなのだろう。最初はちらちらと完道のほうに視線を送っていたのが、普段とは違う庭に楽しくなってきたのか、すっかり蝶にご執心である。


    「ごえいです！」とここに来るまでの道で息巻いていたのは忘れてしまっている様子だった。


    　文字どおり尻しつ尾ぽを出さないか完道は不安だったが、いまのところ藍佳は年のころ十三、四の少女にしか見えない。眉まゆの上で切り[image: ]そろえられたつやつやの黒髪が、凛りんとした紫し紺こんの袴はかまによく似合っている。


    「わたくしのこと、どのように聞いていらっしゃいますか？」


    「え？」


    　庭を眺めていた完道は、朱鳥に視線を戻す。朱に塗られた唇が、独立した生きもののように蠢うごめいていた。


    「朱鳥由ゆ良らのことです。全く情報がないということはなかったのでしょう？」


    「そうですね。あまり人と会うのは好きではなく、ほとんど屋敷で過ごして公の行事にも顔を出さないことが多い[image: ]なぞの人物、というぐらいでしょうか」


    「そして、六ろつ歌か澪れいの最後の一人なのに、衰退していく歌か典てん寮りようを黙って眺めて音頭を取ることもない、でしょう？」


    　朱鳥の被かぶる面紗ヴエールは目元を完全に覆っている。切れ目が入って視界を確保しているということもない。なのに、彼女は周囲の様子はきちんと目に入っているようだった。話しかけられるとき、完道は確かに自分を捉とらえる視線を感じるのである。


    「そういえば、同じく残った甕みか星ほしとは連絡をとりあったり……」


    「一生分のわがままが、この場で許されるなら」


    　朱あけみ鳥とりの声が割り込んだ。


    「もう少し愉快なお話がしとうございますわ。せっかくですもの」


    　完しし道みちは肩をすくめると大人しく引き下がった。事を荒立てたいわけではない。


    　屋敷に入ってから、主人である朱鳥以外の人間を見ていない。庭の草樹も日常的に手入れされているようだったが、まさか朱鳥本人がやっているわけではないだろう。屋敷の維持も一人では不可能だ。


    　完道がその点について尋ねると、朱鳥はよくぞ訊きいてくれたというふうにうなずいた。


    「それこそが、わたくしがこの屋敷に引きこもり……いいえ、やさしい言葉でごまかすには及びません……こんなに偏執的に顔を隠している理由なのです。決して気まぐれではないのです。まず、そこを信じてくださいまし」


    　念を押すように間を置いて朱鳥は話を続ける。


    「長い話にするつもりはありません。けれど、言葉足らずで伝えられないのも口くち惜おしいものがあります。一語でいえば、わたくしにとって生は濃すぎるのです。毒なのです。ほかの、いわゆるふつうの方々がスイスイ世の中をわたっていけるのがふしぎでなりません。人と会って会話していると、耐えられなくなってきます。だから一週間に一度しか人に会いませんし、会うときもこうやって顔を隠しています。外に出て不特定多数の視線に晒さらされるのは一月に一度が限界です。ではそれ以外のときはなにをしているのかというと、自分の部屋で咀そ嚼しやくしているのです──」


    　咀嚼。それを朱鳥は思い返して解釈することだと説明した。いままでに見た風景、会話の内容、嗅かぎとった匂におい、人工的なもの、自然、自分がそれらに触れて感じたことなどをいちいち追憶し、意味づけし、評価し、あるいは反省する。


    「ふつうの方々は、生活をしながらそれができるのでしょうね。体験をしながら解釈。午前中の出来事を、昼食をとりながら振り返ることができるのでしょう。あるいは、重要度の低いものは飛ばして解釈すらしないのかしら。けれど、わたくしにはそれができないのです。エチルアルコール分解酵素がない人間がお酒を飲めないように、わたくしは一日の刺激を咀嚼するのに一週間かかるのです。そして、そうしないとわたくしは生きていけないのです」


    「今日の僕との会話も咀嚼するのですか」


    「ええ。わたくし、なかなかミーハーなのです」


    　意味深な声色。口角がにいっと上がる。面紗ヴエールの支配から逃れて唯一晒された口元は、彼女の表情と等しかった。


    「あの祝はふり園ぞの完道さま。歌を蒐しゆう集しゆうし終えたと[image: ]うわさの一族の末まつ裔えい。……いえ、それを抜きにしてもあなたさまは大変魅力的です。こんなに雅みやびな方にお目にかかれるのもひさしぶりですから、片へん言げん隻せき語ご、細かな仕草まで、嬲なぶるように、いつもより時間をかけて、たっぷり楽しませていただきますわ」


    「そうですか。お手柔らかに」


    　完しし道みちが落ちついて応答すると、朱あけみ鳥とりは不満げに口を尖とがらせた。意外に幼い仕草で、完道はますます彼女の年齢が摑つかみづらくなる。


    「わたくし、いまなかなか勇気を振り絞りましたのに。つれないお方」


    「そこは諦あきらめてください。こういう、振れ幅が少ない性分なのです」


    「死にかけの方の心電図みたいに？」


    「ええ」


    　てっきり、話というのは歌か典てん寮りようのことかと完道は思っていた。先日、六ろつ歌か澪れいのうち四人が命を落とした出来事には完道も少なからず関かかわっていた。ならばと思い招待にも応じたのだが、こうして朱鳥由ゆ良らという人物と対面して言葉を交わしてみれば、彼女が亡くなった六歌澪の重鎮たちにも歌典寮の行く末にもいかなる興味を抱いていないことがはっきりと伝わってくる。


    　救いを求めるように庭を見ると、藍あい佳かと目が合った。しかし、藍佳は完道の視線をどう勘違いしたのか、嬉うれしそうに手を振るだけだった。


    「まあまあ、紅茶でもどうぞ」


    　朱鳥の手が、二人の間にある卓上のティーカップを示した。その紅茶は彼女自身が淹いれたものだった。聞けば、一週間に一度人と会う日は使用人をすべて休ませるらしい。どうりで人の気配がしないわけだった。


    「お察しのとおり、わたくしが六歌澪の末席に名を連ねていたのは、それが名誉だからですわ。この生活を手放したくないのです。こんなふうに生の濃さを忌避して生きているのも、言ってしまえばわたくしが豊かだからこそ可能なことですからね」


    「あの、先ほどからどうして僕に事情を曝さらけだすのですか？」


    「ご迷惑でしたか」


    　朱鳥は小首をかしげる。


    「いえ、そういうことは。ただ……」


    「わたくし、このような生活をしておりますもので、他人との適切な距離というものがわかりませんの。この面ヴエ紗ールのようになにもかも隠してしまうか、なにもかも曝けだしてしまうか、両極端です。あなたさまには腹の底まで割ってお話がしたいのです。……それに、これからわたくしは一つあなたさまに提言をするつもりですから、その下準備という意味合いもありますわ。戦国時代のお殿さまも、信用できない家来の提言を聞く気にはならなかったはずですから」


    「提言？」


    「ええ。あなたさまが王になるお話ですわ」


    



    　朱あけみ鳥とりは紅茶で唇を湿らせた。


    「ようやく話が戻りましたわ。完しし道みちさま、鎮花はなしずめの祭まつりをご存じですか？」


    「……ええ、一応は」


    　王という言葉に戸惑いながらも完道はうなずく。


    「実は、その鎮花祭が今月末に執り行われます。……こちらはご存じなかったようですね。場所は、ほら、ここから見えるあの山ですわ」


    　朱鳥が窓の外を手で示した。完道がそちらを見ると、春空の下、わずかに雲がかかった山の輪郭が見えた。ここから数キロは離れているだろうか。それほど大きな山ではない。二人の視線に気づいたのか、庭にいた藍あい佳かも蝶ちようを追いかけるのをやめて同じ方向を見上げていた。


    「あそこの麓ふもとに寺があるのですけれど、祭りの当日はそこから仏像を山中にえいやえいやと運ぶのですわ。仏の威光を遍あまねくしらしめす、というのでしょうか。祭りなんて、冷静に考えればどうしてそんなことを、と思うものばかりですからね」


    「仏像？　しかし、鎮花祭というのは」


    「ええ、本来は仏教とは無関係ですわ。もとのかたちを失って、ただの俗事と化したのです」


    　鎮花祭とは、そもそも花開く春の時期に流は行やる疫病を祓はらうための祭りといわれている。


    　乏とぼしい資料によれば、成立は少なくとも千年以上前。民衆の間に蔓まん延えんする疫病に悩んでいた当時の王は、ある日夢を見た。その夢には神が現れ、神の血を引く子孫に祀まつらせよと王に告げた。王がそのとおりにすると、疫病がぴたりと止やんだ。そんな話が鎮花祭の起源といわれている。もちろん仏像は登場しない。


    「いまの世の中、疫病なんてもちろん流行っていませんし、仏頂面の神職が神社に行って供物の隣で祝詞のりとをぶつぶつ唱えるだけの祭りなんて、だれも見にきませんわ。それならいっそ仏も巻き込んで、なにがなんだかわからないけどオメデタイような雰囲気を醸かもし出して人を集めたほうが良い。お金も落ちますし。現代風アレンジというやつですわ」


    「まるで、あなたが決めたような言い方ですね」


    　完道がそう言うと、朱鳥の口がにっと笑った。そのとおり、というように。


    「わたくし、麓の寺の後ろ盾ですの。わたくしの快適な暮らしを保証するお金を稼ぐためなら、無い知恵を絞りますわ」


    　あなたさまもあの女の子を連れてぜひいらしてください、今月末ですわ、と朱鳥は熱心に誘う。


    「山中に運ぶ仏像、なかなか貴重なものですの。鎮花祭の日しかお披露目しません」


    「へえ」


    　完道は自分の屋敷にある蔵を思い浮かべた。到底整理する気にならないそこには、幾つか小さな仏像も転がっているはずである。


    「坐ざ像ぞうですわ。普ふ賢げんだか地蔵だか、わたくしそのあたりはうろ覚えですが、この機会にぜひご覧になってください。見れば……、いえ、あなたさまといえども一見しただけでは気づかないかもしれません。とある秘密がある仏像なのです」


    「はあ。そうですね、いまのところ予定もありませんし」


    　藍あい佳かが興味を示すかどうかだな、と思いながら完しし道みちは答える。


    「しかし、花鎮めとはまた雅みやびな名称ですこと」


    　朱あけみ鳥とりが言った。彼女の話の切り出し方は常に唐突なのが特徴だった。


    「春の先遣隊として咲き始めた梅も、これから満開に至る桜も、疫病に見立てられて鎮められるとはさぞかし不本意なことでしょう。わたくし、同情いたしますわ」


    　言外になにかを匂におわせる口調だった。


    　完道はそれに気づかないふりをする。


    「そういえば、先ほどおっしゃった王というのは？　古いにしえの王のことではないようでしたが」


    「ええ、現代の王の──あなたさまのお話ですわ」


    　赤い舌を必要以上にちろちろと見せながら朱鳥の口が動く。さながら捕食前の仕草のように。


    「僕は王などではありませんよ」と顔色を変えずに完道は応じた。


    「けれど、その器ですわ。わたくしに器を見抜く目があると自慢したいわけではありません。むしろ、わたくしのような凡人の目にも明らかだから申し上げているのですわ。だれもがそう思いながら口をつぐんでいるから、代表して申し上げているのですわ。祝はふり園ぞの完道──あなたさまは王になるべきだと」


    「革命でも起こしますか」


    「ええ。血の流れない革命を、ことさら静かに行いましょう」


    　完道と同様、朱鳥も動じていなかった。蛇へびのようにするすると喰くらいついてくる。


    　静かな顔をした二人が卓を挟んで向かい合って座っている。ただ向かい合っているのではなく、対たい峙じという色合いが頭をもたげてきた。


    　ふと雲がかげり、春の日差しが遮さえぎられた。


    「望国くにみの歌を詠むのです。古来の王にとって、見ることは知ること。そして知ることは治めること。あなたさまは歌を知っています──だれよりも深く。異議を唱えるものなぞ、だれもおりませんわ」


    　──大和やまとには 群むら山やまあれど とりよろふ 天あめの香か具ぐ山やま 登り立ち 国見をすれば……


    「禍か歌かではありませんよ、それ」


    　完道は朱鳥の歌を遮った。


    「そうです。宣言ですわ。ついこのあいだ歌か典てん寮りようの権威ががらがらがっしゃんと崩れさり、だれもが不安に思っている中、歌のことは祝園完道に任せておけばいいのだという、ただの宣言ですわ。鎮花はなしずめの祭まつりは絶好の舞台です。朱鳥由ゆ良ら、及ばずながらお手伝いさせていただきましょう」


    「それで歌を僕に差し出す人間がいるとでも？」


    　完しし道みちにはとても信じられなかった。


    　彼がいままで見てきた人間の多くは、金のため、名誉のため、信念のため、それぞれ違いはあれど歌になにか大切なものを見み出いだし、自身の体の一部のように扱っていた。


    「そう多くはないでしょうね。けれど、確実にいます。たとえば……、目の前の人間とか」


    　黒くろ子このような装束をまとった彼女が、目立ってはいけないという規則を破るかのように自分の顔を指さした。


    「あなたさまはわかっていないのです。人間には、自分より尊いもの、雅みやびなものに隷属したいという欲望があるのです。奴隷の鎖を欲することも確かにあるのです。そのことに自覚的な人間なら、待ってましたとばかりにあなたに従いますわ」


    　雅な方にお仕えするのはこの上ない喜びですもの、と朱あけみ鳥とりは話を締めくくった。


    　沈黙が降りる。


    　迷っているのではなかった。完道はぶれない。良くも悪くも、なにかに心動かされることが酷ひどく少ない。朱鳥の提案を耳にした瞬間から、完道はそれをほとんど絵空事として捉とらえていた。歌か典てん寮りようの六ろつ歌か澪れいという権威が倒れた後に祝はふり園ぞのという権威を再び立たせようとしても、うまくいくとは思えなかった。


    　率直に、迷惑だとすら感じていた。


    　むしろ気になるのは、そんなことを言い出した朱鳥の真意。


    （いったいなにが目的なんだか……）


    　訝いぶかしげな完道の視線をどう受け止めたのか、朱鳥の口が笑った。


    「即答しないのは、わたくしの言葉に一分の理を見出だしてくれたからですね」


    　どうやら勘違いさせてしまったようだった。


    　余計な期待を抱かせるのは好きではない。完道は姿勢を正しながら「いえ」とはっきり否定しようとした。


    「ししみち！」


    　そこに、弾丸のような勢いで藍あい佳かが戻ってきた。縁側を摑つかんだ指先はなぜか土で汚れている。


    「あめがふってきました」


    　最初は藍佳の勘違いかと思ったが、よく見れば確かに雨粒がぽつりぽつりと落ち始めている。ほんのわずかの間にそれは数を増し、小雨となった。屋根を雨粒が叩たたく音が頭上から聞こえる。


    「でるとき、てんきよほうを見わすれました……」


    　天候の変化に責任を感じているような面持ちで藍佳がつぶやく。きみのせいじゃないよ、と完道は慰なぐさめておいた。


    「朱鳥さん、すみませんが傘を貸していただけますか？」


    「お帰りになるのですか？　もう？」


    「ええ」


    「いやですわ」


    　朱あけみ鳥とりはわざとらしくそっぽを向いた。


    「鎮花祭はなしずめのまつりに必ず出向いてくださるというなら、貸しますわ」


    「いいえ、出ません。僕はあなたの期待には応こたえられません」


    　完しし道みちはきっぱりと断った。この相手に曖あい昧まいな物言いは付け入る隙すきを与えるようなものだという危機感があった。


    　隣では、藍あい佳かが完道の袖そでをくいくいと引っ張っている。「はなしずめのまつりってなんですか」とその顔に書いてあった。


    「では、雨がやむまでここで立ち往生ですわ」


    　可お笑かしそうに言って、朱鳥は立ち上がった。


    「さて、お二人とも、お茶のおかわりはいかがですか？」
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    二、花散雨はなちらしのあめ


    



    　もう三日も雨が降り続いていた。


    　しとしとと、まるで梅雨の時期のように飽きもせず降っている。


    　帳とばりノの宮みや真ま晴はるは、窓辺で籐とう椅い子すに座りながら本を読んでいた。男物の黒いレザージャケットにジーンズという、いつもの中性的な格好。髪は一点の曇りもない金色に染められ、微細な粒子を周囲に振りまいているようだった。どことなく物もの憂うげな顔で、頁ページをめくる手は酷ひどくのろい。


    　階下──玄関扉の開く音がした。しかし彼女は反応せずに本に目を落としたままだ。階段をだれかが上る音がしても顔を上げない。


    「ただいま」


    　ぎい、と年代物じみた音を立てながら部屋の扉が開き、柄がら井い夕ゆう暮ぐれが姿を現した。寒色系のメッシュの入った特徴的な髪。今日は淡い水色の着物だった。手には買い物袋を提げており、妙に生活感のある姿だ。


    　昼下がりの部屋に籐椅子に座っている帳ノ宮真晴を見つけて、彼女は意外そうな顔をした。


    「静かだから寝ているのかと思ったわ」


    「とうとう恐れていたことが起きたか」


    　真晴は本をぱたんと閉じた。夕暮が持っている買い物袋に視線を注ぐ。


    「おお、げに恐ろしきは逃亡生活のストレスよ。台所の場所まで忘れてしまうとは……」


    「これのこと？　お生あい憎にくさま、食料じゃなくて日用品。だから二階に上がってきていいんですー」


    　子どもっぽく口を尖とがらせてそう言うと、彼女は扉を開けたまま部屋を出て、買ってきたものをせっせと戸棚にしまい始めた。


    　昨年の十二月、夕暮は逃亡生活に入った。歌か典てん寮りようの頂点に位置する六ろつ歌か澪れいのうち四人を殺害した重罪人とみなされたからである。夕暮の逃亡を手助けすることで、真晴は共犯に含められた。詠み手を殺して歌を奪うことはもちろん、歌を知らない一般人に被害が出ることになんの良心の呵か責しやくも覚えない帳ノ宮真晴には、もともと歌典寮に追いかけられるだけの理由が幾つかある。夕暮は申し訳なさそうな顔をしたが、真晴はよいよいと手を振り、「一度、影武者という奴やつが欲しかったのだ」と説明した。もちろんこれは聞き流され、夕暮が真晴の影武者に染まる様子は微み塵じんもない。


    　年が明けて少し経たつまでは居所を定めずホテルや旅館などを泊まり歩いていたが、そのうち真晴が飽きて、ある湖の近くの田舎町で家を借り上げた。以来、彼女たちはずっとそこで生活している。


    　最初のうちはいつ歌典寮の追っ手がやってくるのかとびくびくしていた夕暮も、神経の図太い同居人に感化されたのか、やがて気にしなくなった。実際、歌典寮は六歌澪を失った痛手から立ち直るのに手一杯で、その他のことに気を配る余裕はないように見えた。歌典寮の権力の中心が武闘派から穏健派に移行したことも影響しているだろう。


    「そういえば」


    　開いたままの扉からひょいと顔を出した。手に小さな白い箱を持っている。


    「これなあに？　そこのところに置いてあったけど」


    「甘味だ」


    「わ！　梅うめケが枝え[image: ]もちじゃない」


    「食べるがいい」と傲ごう然ぜんと言い放つ真ま晴はる。


    　夕ゆう暮ぐれは、いただきます、と嬉き々きとして梅ケ枝[image: ]を一つ口に入れた。その顔がほころぶ。


    「おいしい。甘い！　あなたが買ってきたの？」


    「さっき裏の婆ばあさんが置いていったのだ。罠ではなかったようでけっこうけっこう」


    　そう言って、真晴も梅ケ枝[image: ]をつまみ始めた。


    　毒見役をさせられた夕暮はひどく嫌いやそうな顔をしたが、菓子に罪はないと思い直したのか、口を動かし続けた。


    「よく考えたら、あなたが気を利かせて買ってくるわけがなかったわね……」


    　二人が暮らしている家は、昭和初期に建てられた二階建ての家である。近代和風建築というのであろうか、畳敷きの部屋の隣に板張りの部屋が自然にあるというような、ふしぎな雰囲気の邸宅だった。


    　いま二人がいるのは洋風の部屋で、どうやら以前は書斎として使われていたようだった。銀行の重役が座りそうな机と壁一面を覆う空からの本棚、籐とう椅い子すは借りたときにそのままついてきた。前の住人が残していったのだろう。


    「雨、よく降るわね」


    　窓辺に近づいて夕暮が言った。ガラス窓には水滴が幾つも筋になっている。


    　この地域では、もう三日ほど太陽が見えていない。雨脚が強まることはほとんどないもののしぶとく雨が降り続いていた。


    「花散らしの雨というやつだな」


    「これじゃあ入学式のころには桜も散ってしまいそう。かわいそうね」


    　また一つ梅ケ枝[image: ]に手を伸ばしながら夕暮が言った。[image: ]といいながら、外見も中身もほとんど饅まん頭じゆうである。


    「それより、あなた暇そうね。お地蔵さまを強奪するんじゃなかったの？」


    「時機タイミングを見定めているのだ」


    「そんなこと言っちゃって、警備が薄くなるのを待ってたりして」


    　覗のぞき込んできた夕暮の顔を、真晴は鬱うつ陶とうしげに払う。


    「挑発には乗らんよ。それどころか、警備が最大に厚い日を待っているのだ。奪うならいつでもできる。が、今月末まで待たねばならないよ」


    「今月末……？　なにかあったかしら」


    　夕ゆう暮ぐれがきょろきょろと壁のあたりに目を走らせる。しかし、この部屋にはカレンダーがなかった。


    「鎮花はなしずめの祭まつり」


    　真ま晴はるが短く言う。


    「鎮められてたまるか。花の生き死にを操作コントロールできると信じている愚か者どもに、わたしの桜が鉄てつ[image: ]ついを下してやろう。花は咲くか散るかだ。いや、咲き誇ってから散るものだ。鎮まるとか枯れるとか、そういったぬるい堕落はないのだと啓けい蒙もうしてやろう」


    「言い切るわね」


    　また血ち腥なまぐさいことになりそうだ、という呆あきれ顔をして夕暮が言う。「鉄[image: ]」や「啓蒙」といった不穏な言葉をその程度の軽さで受け流せるのは、自覚があるかどうかはともかく、彼女が帳とばりノの宮みや真晴という稀き代たいの存在に慣れつつある証だった。


    「じゃあ、あなたが散る場合もあるということ？」


    「もちろんそれもありだ。実のところ、それを少し期待もしている。しかし……、宝くじは外れるものだし、薬や缶かんの湯は見ている間は沸騰しないし、期待は裏切られるものだ。あまり高望みはしないようにしているよ」


    「ふうん……。ところで、お茶が欲しいわね」


    　指先をぺろりと舐なめて夕暮が言った。会話しながらも二人が手を伸ばし続けたため、梅うめケが枝え[image: ]もちが入っていた箱は空からになりつつある。


    「わたしの分も頼む」


    「どうしてこっちが淹いれる前提なのよ。不公平だわ。今日に限らず買い物だってこちらばっかりだし、家事だって……」


    　突如噴出した夕暮の小言に、真晴は耳を塞ふさいだ。


    　彼女の言うとおり、掃除、洗濯、買い出し等、生活に必要な家事のほとんどは夕暮が負担していた。唯一料理だけは夕暮の手料理を食べてから「わたしがやったほうが旨うまい」と真晴が手を挙げたが、気が向いたときにしか作らないため、担当の責務を果たしているとはいえなかった。


    　家事の分担はきちんと話し合って決めたわけではない。夕暮は腰に手を当てながら、自分はいままで貧乏くじを引かされてきた、割りを食ってきた、と声高に主張した。真晴も、その言い分には多少の理があることを渋々認めないわけにはいかなかった。


    「で、どうするんだ。公平に分担でもするか？　言っておくが、きっちり決めたところでわたしはやらないぞ」


    「偉そうに言わないでよ。……そうね、じゃあ今回だけでいいわ。いままでのお返しとして、お茶を淹れてちょうだい」


    「まあ……、仕方あるまい」


    　真ま晴はるは不承不承うなずいた。籐とう椅い子すから億おつ劫くうそうに立ち上がる。


    「わたしが淹いれたお茶を飲めるなど、完しし道みちも浴したことのない栄誉だ。感動しすぎて腰を抜かさぬようにな」


    「はいはい」


    　真晴と夕ゆう暮ぐれは黒光りする階段を下って一階に向かった。実は真晴は急きゆう須すと茶葉のある位置を正確に把握していなかったが、日常的に使うものがそれほど突飛なところにしまわれているはずもない。背後から注がれる夕暮の視線を気にしながら、真晴はまず台所でコンロに薬や缶かんをかけ、いかにも最初から知っていましたというように悠然と戸棚を開き、目的のものを見つけた。ちっ、と夕暮がわざとらしく舌打ちする。


    　だが──


    「おい、茶葉が切れているぞ」


    「あら、まあ」


    「あら、まあ、じゃない。貴様、はめたな。最初から知っていてお茶を淹れろなどと……」


    「ん」


    　夕暮は真晴の言葉を一いつ顧こだにせず、右の握り拳こぶしを体の前に差し出した。


    「なんだ、これは」


    「じゃんけんしましょう。負けたほうがお茶っ葉を買いに行くの」


    「この雨の中を？」


    「小雨よ。お茶屋さんの前の道はぬかるんでいるかもしれないけど」


    「わたしは道を知らん」


    「地図を書いてあげるわ。……負けるのが怖いの？」


    　夕暮が腰に手を当てる。身長は彼女のほうがわずかに高い。


    「わかったわかった。今度は挑発に乗ってやる。わたしは帰ってきたばかりのお前がまた出かけるのを見送るのが心苦しくて、茶を我慢してやろうと思ったのに。とかく親切心というのは伝わらないものだな」


    　溜ため息いきとともにひとしきり世間を憂うれえてから、真晴は余裕の表情で右の拳を握った。


    「ほら、じゃんけん──」


    



    　二〇分後、真晴は小雨の降りしきる中を仏頂面で歩いていた。その足取りは決して軽やかではない。


    「まったく……。使いなど子どもの時分以来だ」


    　片手に赤い番傘を持ち、もう片方の手にはビニール袋を提げている。


    　その表情はひどく冷めていた。


    「そろそろ潮時か」


    　夕ゆう暮ぐれとの会話をくだらないと感じることが増えてきた。変化を期待して付き合ってきたものの、無理が生じているのは明らかだった。


    　家に帰り着くと、真ま晴はるはビニール袋を玄関に放ほうり投げた。それから靴を脱ぎにかかる。ひさしぶりに履いたブーツは紐ひもがなかなかほどけなかった。


    　家の中はひっそり閑かんとしている。


    　上がり框がまちに腰かけたまま、真晴は紐と格闘する手をぴたりと止める。


    　人の気配がまったくしなかった。


    「かくれんぼではあるまいな」


    　真晴が帰ってきたとき、玄関に鍵かぎはかかっていなかった。


    「わたしが使いに行っている間に出かけたのでもない」


    　どうにかブーツを脱いだ真晴は、まず台所に向かった。無人。薬や缶かんを調べてみると温かい。火は止められていた。


    「おうい」と大きな声で呼びかける。しかし、なんの反応もない。真晴としても儀礼的に声をかけただけで、それは予想どおりだった。


    　二階も調べてみるかと居間を横切ったところで、神棚に紙が貼はりつけられているのに気づいた。


    　それは書道の半紙ぐらいの大きさの白い紙で、そのほとんど全面を覆うように「誅ちゆう」という一字が朱で書かれていた。


    　真晴は背を伸ばし、神棚に釘くぎ打うちされたそれを手にとった。


    　裏返してみると、手書きの地図と二〇：〇〇という時刻。地図の中央には○が付けられており、その地点に二〇時に来いという意味だと思われた。


    　むう、と真晴は唸うなる。


    「ここまでは予想どおりだ。わたしが玄関先で感じた予感となにもかも一致している」


    　夕暮がさらわれたらしい。だというのに、真晴は落ちつき払っていた。


    　むしろ心が躍っていた。


    「やはり私はこういう殺さつ伐ばつさの方がよいな」


    　居間の古い時計を見上げた。約束の時間まであと五時間以上ある。ここから地図に書かれた場所までは、電車と徒歩合わせて一時間もあれば充分のようだった。


    「まあとりあえず……、寝るか」


    　寝ると決めたらカフェインを摂とるわけにはいかない。そう判断して、真晴は買ってきた茶葉を台所に置いて、ガスの元栓を閉めた。


    　それから彼女はしばらく家の中をうろうろと歩きまわり、空き巣のように戸棚を開けたり押し入れの中を覗のぞいたりしていたが、やがて不満げにつぶやいた。


    「布ふ団とんのしまってある場所がわからんではないか。それぐらい告げてからさらわれてほしいものだな、まったく……」


    



    　　○


    



    　同日、四時間後。


    　廃病院には七人の人間が集まっていた。しかも、六人用の病室に。この施設が打ち捨てられてから、病室が往時より賑にぎわうのは初めてのことではないかと思われた。


    「これってどういうこと」


    　椿つば市いちが静かに押し殺したような口調で言った。いつも明るい彼女がそんな殺気立った言い方をするとは思っていなかったので、振ふる根ねは少し驚いた。その場の状況を考えれば、怒りよりもまず困惑が先立つのではないかと思われた。


    　なにしろ、病室のベッドの上には知らない人物が横たわっていた。淡い水色の着物を身につけた、若い女性だ。年は二十前後だろう。目を閉じて意識は失っているが、呼吸はしている。


    　彼女は誘拐されてきたのだ。


    「まま、刺いれ青ずみちゃんちょっと落ちついてよ。その顔で睨にらまれるとすげえ怖い」


    　明みよう瓦ががとりなすように言うが、椿市は口を尖とがらせる。


    「落ちつかせる気がないのはそっちだよ。急に呼ばれて来てみたら、秘密基地に変な人たちが勢せい[image: ]ぞろいしてるんだもの」


    　そのとおりなのだ。


    　振根と椿市は、明瓦から呼び出されてここまでやってきた。帰宅する前だったので、二人とも学生服のままだ。廃病院でナイフを持った人物から襲撃を受けてから数日しか経たっていない。振根たちは明瓦の協力要請に対する返事もまだしていなかった。


    　いま病室の中にいるのは七人。振根、椿市、明瓦、そして誘拐されてきた名前も知れない女性。


    　残りの三人も見知らぬ人間だった。


    　青年と紳士と少女。およそ共通点など見つかりそうもない、ばらばらの個人と個人と個人。


    　しかし。


    （ん……？）


    　振根は三人のうちの一人──青年がこちらを見ているのに気づいた。ただ見ているだけではない。その視線に明確な敵意が滲にじんでいるから不審に思ったのだ。


    　振根が気づいたことを認識すると、猫目の青年は顔をそむけた。[image: ]あめ玉だまを無言でフリルドレスを着た少女に差し出したが、彼女は眠たげに首を横に振った。その応対からは、二人が知り合いかどうかわからない。


    　そして、山高帽を被かぶった紳士はそんな二人を見て「困ったことだ」というように肩をすくめた後、振ふる根ねたちに話しかけてきた。


    「あなたたちが振根さんと椿つば市いちさんですか。甕みか星ほしさまから聞いています」


    　紳士然とした外見を裏切らない、低く抑制された声だった。


    　男は左ひだり間まと名乗った。年齢は五十前後。灰色のスーツを着ており、口くち髭ひげをたくわえている。山高帽さえ被かぶっていなければ大学教授と名乗られても納得してしまいそうな雰囲気があった。


    「その、あなたも歌詠み……、ですか？」


    　おずおずと振根が尋ねると、左間は「ええ」とうなずいた。それから自じ[image: ]ちようするように付け足した。


    「いまは、在りし日の六ろつ歌か澪れいに忠誠を貫き続ける、ただの残党ですけどね」


    　左間の物腰は落ちついているが、かといって無表情ではない。むしろ、目元と眉まゆの動きが連動して、豊かな表情をかたちづくっていた。


    「左間は乗のり濱はまの部下だったんだよな」


    　明みよう瓦がが横から口を出した。乗濱は死亡した六歌澪の一人で、最も大きな権力を持っていたといわれている。


    「はい。ですが、私は六歌澪の皆さまに平等に敬意を払っていたつもりですよ……、もちろん甕星さまにも。ついでに紹介しておきましょう。あちらが洞ほら沢さわくん。その隣の女の子が板いた花はなくんです」


    　板花はぼんやりした顔でうなずいてみせたが、洞沢は無反応だった。左間の声を意図的に無視している様子だった。


    「あなたがこの人を連れ去ってきたんだ」


    　突然、椿市が振根の隣をするすると抜けだし、洞沢の正面に立ちはだかった。


    　この人というのは、ベッドの上で意識を失っている着物の女性のことだ。


    「どういうつもりなの？　バカなの？　それとも、いつもこんなことする人なの？」


    「…………」


    　洞沢は、見たところ大学生ぐらいの年齢だった。スーツで固めた左間とは対照的に、上も下もだぼだぼした服を身につけた、猫目の男である。年長者の余裕か、単に鈍感なのか、椿市に刺いれ青ずみも加わった攻撃的な視線で見上げられてもへらへらと笑っている。


    　やがて、音高く[image: ]あめ玉だまを嚙かみ砕くと、椿市に対して右手の中指を立てた。


    「なっ」


    　動揺する椿市。慌あわてて割って入ったのは明瓦だった。


    「あー、実はこの洞沢、刺青ちゃんたちと初対面じゃねえんだわ。ほら、こないだ。オレに似た哀れな不審人物を梅の香りで倒しちゃったじゃん？」


    　そこまで説明されたところで、振根は思い出した。目の前の洞沢は、確かにあのときの男だ。赤いパーカーから覗のぞいた危険な目の色は忘れることができない。


    「言われてみれば、背格好も似てるかも……」


    　椿つば市いちもうなずく。


    「んなわけで、二人にはちょーっと含むところがあるわけだ。つっけんどんになっても許してくれよ、な？」


    　明みよう瓦がの説明によれば、今日、洞ほら沢さわは帳とばりノの宮みや真ま晴はると柄がら井い夕ゆう暮ぐれが潜伏している家を見張っていたらしい。そこでたまたま真晴が出かけ、夕暮が一人になったので、さらってきてしまったのだという。


    「チャンスだと思ったんだよ、洞沢はきっと。あるいは、刺いれ青ずみちゃんたちにやられたときのむしゃくしゃが残ってたのかも……」


    「ちょっと、私たちのせいってこと？」


    「そうじゃねえよ。ごめん、いまのは冗談！　オレが言いたいのは、やっちまったことを責めてもしょうがないってこと。大事なのはいま、帳ノ宮の仲間をさらってきちまったこの結果、だろ？」


    「だからって……！」


    「まあまあ」


    　低い声でその場を収めたのは左ひだり間まだった。


    「椿市さん、ここはどうか我慢してください。洞沢くんは歌に対する姿勢は非常に真しん摯しで私も頼りにしているのですが、どうも少々繊細なところがありまして……。ときどき、その、突飛なことをしでかしてしまうのです」


    　口くち髭ひげをゆったりと撫なでながらそう言って、意味ありげな視線を背後に向けた。洞沢は、左間に庇かばわれたことにも気づかない様子で、新たな[image: ]あめ玉だまを口に放ほうり込む。しばらく口の中で転がしてから、なにかが気に入らないのか、舌打ちをした。


    「でも……」


    「ただの誘拐なら、そこのお嬢さんを家に返せばいい。けれど、事態はもう少し深刻なのです」


    　そこで左間は、洞沢が夕暮をさらう際に置き手紙を残したこと、そこには午後八時という時刻とこの廃病院に来いという意味の地図を載せたことを説明した。


    「私も本人の口から聞いたときはびっくりしました。つまり、洞沢くんはそこの柄井夕暮を人質に帳ノ宮真晴を誘い込もうと考えたようなのです」


    「八時、ですか」


    　振ふる根ねは腕時計を見る。現在時刻は午後六時半。余裕があるような、ないような、なんとも判断しづらい時間だった。


    　病室の窓の外はもう暗い。降り続けている雨と雨雲のせいだと思われた。この廃病院がある一帯は民家も少なく、主要な幹線道路からも離れていて淋さびしい。それこそが振根と椿市がここを隠れ家に選んだ理由であり、ここが廃病院になった理由でもあるはずだった。


    「……それで、どうするんですか？」


    　椿つば市いちが今度はむっつりと黙り込んでしまったので、振ふる根ねが尋ねた。どうしても視線は話しかけやすい左ひだり間まに向かう。


    「ふむ。戦うしかないでしょうな」


    　意外に、というべきか、左間はあっさりと言い放った。


    「…………ねえ、[image: ]あめ玉だまちょうだい……」


    　それまで黙っていた板いた花はなが、くいくいと洞ほら沢さわのだぶついた袖そでを引っ張った。


    　年は明みよう瓦がと同じくらいだろう。フリルドレスで着飾った姿はおとぎ話の中から飛び出してきたように愛らしいが、目元──眠そうに垂れ下がった瞼まぶたと目の下のどす黒い隈くまが彼女を現実の存在に引き戻していた。


    　洞沢は口の中で[image: ]玉を転がすのをやめて訝いぶかしげに板花を眺めていたが、やがて気だるげな仕草で彼女の小さな手に[image: ]玉を一つ置いた。


    「…………もっと、ちょうだい」


    　さらに三つ追加。


    　板花は受け取った色とりどりの[image: ]玉をしばらく眺めていたが、ふとそれらを手のひらから病室の床に滑り落とし、可か憐れんな靴でそれらを踏み潰つぶした。


    「…………[image: ]玉が減れば、あなたの口が立てる不愉快な音も減るから……」


    　板花は眠いのか無感動なのか、とにかく虚うつろな表情で[image: ]玉を踏む足に力を込め続けている。そんな彼女に向けて洞沢は右手の中指を立てると、ぷいと横を向いてしまった。


    （……そうか。この人たち、慌あわててないんだ）


    　目の前の茶番を見ながら、振根は妙に納得してしまった。これから命の奪い合いをしようというのに、左間、洞沢、板花の三人とも、おや、今日は陽が落ちるのが妙に早いな、という程度の軽さしか持ち合わせていない。彼らにとって、帳とばりノの宮みや真ま晴はるとの衝突は、いつか必ず来る、回避不可能なものだったのだ。


    　それがたまたま今日になったというだけで、覚悟は既に終えていたのだろう。


    　考え込む振根のそばに、明瓦が笑いながら寄ってきた。


    「愉快な連中だろ？　こいつらが対帳ノ宮真晴用人型決戦兵器。なんと禍か歌かを詠む機能まである」


    　慌てていないのは明瓦も同じだった。


    　一瞬、振根は彼らを頼もしく思ってしまった。帳ノ宮真晴は恐ろしい存在だと信じていた。すべての[image: ]うわさがそれを肯定しており、否定する材料はどこにもなかった。しかし、振根は彼女を直接知らない。[image: ]は、やはり[image: ]以上のものではない。


    「私たちは戦わないよっ」


    　一歩前に出て、椿市が宣言した。


    　全員の視線が彼女に集まる。


    「なんか話が知らないうちに進んでて……、もう。ようするに、あなたたちにとって誘拐は大事の前の小事ってわけだね。呆あきれちゃうよ。勝手にやってて」


    「お二人が手に入れたこの隠れ家を戦場にしてしまうのは、申し訳なく思っています」


    　左ひだり間まが恭うやうやしく頭を下げながら言った。しかし、椿つば市いちの冷ややかな態度は変わらない。


    「協力の返事もしてないのになし崩しに巻き込むのがそっちの作法ってわけだ。行こっ、振ふる根ね」


    　言うなり、椿市は部屋を出ていってしまった。老朽化した扉が、怒ったような音を立てて閉まった。


    「いいのですか」


    　左間が横目で問うと、明みよう瓦がは肩をすくめた。


    「しょうがねえじゃん。無理強いはできねえよ」


    　左間は残った振根に向き直り、「では、お二人は近くの森にいるのがいいかもしれませんね」と提案してきた。特に気分を害した様子もない顔だったので、振根は安心してしまう。


    「我々が優勢になったら駆けつけられ、劣勢であれば無関係を装って逃げられるぐらいの位置に潜んでいてください」


    　ひとまず礼を言い、椿市に追いつくべく病室の扉に手をかけたところで、


    「あの、勝算はあるんですか……？」


    　振根は振り返って左間に尋ねた。彼らがあまりにも自然体なのが純粋に気になったからだ。


    「はい」


    　口くち髭ひげを撫なでる手をぴたりと止めて、左間は答えた。歴史上の戦いについて語るような、あまりにも淡々とした口調だった。


    「いいえ、勝算があるとかないとか、そういった種類の話ではないのです。決定事項です。いかなる犠牲を払っても、必ず倒します」


    



    「振根、あいつら頼りになるとか思ったでしょ」


    　椿市は廊下の窓側に腕を組んでもたれかかっていた。


    「あ、別に嫉しつ妬として言ってるわけじゃないからねっ。私のほうを頼りにしてほしいなーとか思ってるわけじゃなく、マジメな話だよ」


    「えっ……。う、うん」


    「どっちの肯定、それ」


    「両方……？」


    　恐る恐る振根が言うと、椿市は吹き出した。廊下を階段のほうに歩き始める。


    「ダメだよ。あいつらは脳内麻薬どばどばでハイになっちゃってるだけだから。……マトモじゃないよ」


    「ふつうにやっても勝てそうにないから、突き抜けてるんじゃないかな……？」


    　振ふる根ねが後を追いかけながら背中に問いかけると、違うよ、と椿つば市いちは静かに首を振る。


    「あの左ひだり間まって人たちは、なんていうか、帳とばりノの宮みや真ま晴はるを逃げ場所にしてる。もちろん倒したいって気持ちもあるんだろうけど……、あいつなら自分の恨みを受け止めてくれるはずだっていう甘えもあると思う……。そういうふうに見えるだけだけどね」


    　最後だけ、とってつけたように明るく言った。


    　どこか不安になって、振根は廊下を振り返る。


    　さっき出てきた病室の扉。もう一度ここに帰ってくることができるだろうか、と思う。大して愛着もない場所だと思っていたが、いざ他人に足を踏み入れられると、椿市と自分だけの秘密基地だったのに、と口くち惜おしさに似た気持ちがこみ上げてくるのを否定できない。


    「椿市、もしかしてまだ帳ノ宮真晴をやっつける気？」


    　振根が恐る恐る尋ねると、椿市は、あったりまえでしょ、と力強く答えて足を止め、窓の外を苛いら立だたしげに眺めた。


    「私だってやれるんだよ。でも、いまは足りない。もうちょっと雨が続けば……」


    



    　　○


    



    　椿市と振根が病室を去ると、洞ほら沢さわは完成度の低い口笛を吹いた。表情から察するに、出ていった二人に対する侮ぶ蔑べつが込められているようだった。


    「洞沢くんも、もう少し協調性を覚えなければいけませんよ。困ったものです」


    　左間は冗談とも本気ともつかない口調でそう言って、さて、と両手を打った。視線が彼に集まる。


    「思いのほか話し合いに時間を使ってしまいましたので、戦略は手早く決めてしまいましょう。当初の打ち合わせどおり、まずは板いた花はなくんを活かす方向でいいですね」


    　洞沢が[image: ]あめ玉だまを口に運ぶついでに無言で片手を挙げる。板花もこくりとうなずいた。


    「…………でも、ベッド埋まってる……」


    　それから、彼女は眠り続ける夕ゆう暮ぐれをとろりとした目つきで見た。


    「じゃ、どかそう」


    　洞沢が夕暮の体を乱暴に転がし、ベッドから落とした。受け身もとれない夕暮はけっこうな音と衝撃とともに床に放ほうり出されたが、それでも起きない。


    「…………ん」


    　礼も言わず、板花は靴を脱いでから空いたベッドに寝ころんだ。胸の前で両手を組み、睫まつ毛げを震わせながら重そうな瞼まぶたを閉じる。眠りに落ちるのを待ち遠しく思っているようにも、怖がっているようにも見えた。


    「お姫さま、寝ちゃうのかよ。こんな汚ねえところで」と明みよう瓦がが茶化す。


    「…………寝てしまえば……、どこだって一緒……」


    「ちげえねえ」


    　小さなあくびをして、板いた花はなは歌を詠んだ。


    　禍か歌かだった。


    



    　　[image: ]あふことも 今はなきねの 夢ならで いつかは君を または見るべき


    　　　　　　　　　　──うつつにお[image: ]いすることももはやないのですね。泣きながら寝入って見る夢でなくては、いつわが君にお目にかかれるのでしょうか──


    



    　最後はほとんど寝言のようにあやふやで、歌い終わると同時に板花は静かな寝息を立て始める。


    「おやすみなさい。起きたときには、きっとすべて終わっていますよ」


    　左ひだり間まはそっとベッドシーツの隅を整えた。


    「で、どうするの、こいつ」


    　明瓦が、不自然な体勢で床に投げ出されている夕ゆう暮ぐれを顎あごでしゃくった。


    「甕みか星ほしさまはなにか考えがあるのですか」


    「こいつをもう一段階人質にする。つまり、助けたけりゃここまで上がってこいパターンよ」


    　廃病院の一階と二階に設置された梅が振ふる根ねの禍歌によるものであること、その香りには毒が含まれていることは、明瓦が既に三人に伝えていた。だから、ここまで上がってくるとき、彼らは椿つば市いちを見習ってガスマスクを持ってきていた。明瓦はそれを利用しようというのだ。


    「…………ふむ」


    「どう？　ビーバーの寝床みたいに完かん璧ぺきっしょ」


    「それはつまり、ここに放置しておくだけということでは？」


    「そうともいうね」


    　朗らかに明瓦は笑う。


    「じゃ、オレはとりあえず屋上にいるよ。軍師と偉い奴やつは高いところにいるもんだし」


    　お追つい従しようで口元を緩めていた左間が、それを聞いて「甕星さま」と眉まゆをひそめた。


    「わかってるって。手は出さねえ。帳とばりノの宮みやはあんたの獲物だ。じゃ、洞ほら沢さわ、ほら。あんたも屋上配置だろ」


    　洞沢は無言でうなずいた。


    　眠り姫と化した板花と左間を残して、明瓦と洞沢は病室を出ていこうとする。


    「ああ、そうだ。洞沢くん」


    　扉が閉まる直前、左間は呼び止めた。職員室から出ていく生徒に釘くぎを刺すような口調だった。


    「あまり頻繁に着ぐるみを被かぶっていると、脱げなくなることもありますよ。気をつけなさい」


    



    　廃病院の屋上で、洞ほら沢さわは猫のように伸びをした。雨は蛇口をほんの少し締め損ねたように細々と降り続いているが、洞沢は全く意に介さず雨に打たれ続けている。空を見上げれば、雨雲の輪郭はほとんど暗くら闇やみに溶けかけていた。


    「ありゃバレてたな」


    　やや離れたところで明みよう瓦ががぽつりと言った。こちらはちゃんと傘を差している。


    「…………金」


    　ぼそりと洞沢が口を開いた。


    「わかってるよ。ほれ」


    　明瓦は赤いパーカーのポケットから中身の詰まったビニール袋を取り出し、遠心力で振り回してから洞沢に向かって投げた。


    「…………」


    　猫目を細めて、洞沢は心から嬉うれしそうな顔でそのビニール袋を開く。


    　中身は札束だった。


    　明瓦は、夕ゆう暮ぐれの誘拐を洞沢に依頼していたのである。その見返りをいま洞沢に払った。もちろんほかの二人には秘密にしていたが、先ほどの様子を見る限り左ひだり間まには感づかれたようだった。


    　大した額ではない。新品の軽自動車が買えるかどうかというぐらいだった。昨年の出来事で落ちぶれたとはいえ、甕みか星ほし家の主あるじである明瓦にはこれぐらい自由に使える。


    　洞沢を選んだのは、一番適任だったからだ。


    　洞沢は禍か歌かによる殺人を過去少なくとも二件起こしている。どちらの事件でも警察に疑いの目で見られながら、立件に至るまでの証拠は摑つかませずに逃げおおせている。禍歌が絡んでいるのだから、当然といえば当然だった。彼は当時の歌か典てん寮りようの権力者にもうまく媚こびへつらい、軽い罰金を払っただけで済ませた。


    　今回の帳とばりノの宮みや真ま晴はる討伐に参加したのは、やや状況が変わった歌典寮において点数を稼ぎたいという思惑からだろう。


    　洞沢というのは、どこまでも享楽的で打算的で、それを恥とも思わない男だった。


    　洞沢は数え上げた金をだぶついた服のポケットに収め、入れ違いに鏡を取り出した。手鏡ともいえないような、中途半端な大きさの鏡である。


    　洞沢は[image: ]あめ玉だまを口の中に放ほうり込む。


    　その顔が、お、と驚きに染まった。


    「アタリだ」


    　洞沢の頭が小刻みに震え、猫目に恍こう惚こつが宿る。


    　[image: ]あめ玉だまに含まれていたのは薬物。本人の弁によれば違法なものではないとのことだが、もちろん信用はできない。効果は、お定まりの集中力の増加と、攻撃性の増加。


    「…………ま、せいぜいがんばりな」


    　冷めた目でそれを見ていた明みよう瓦がは、傘を畳みながらその場をあとにした。


    



    　これで、ひとまず帳とばりノの宮みや真ま晴はるを迎える態勢は整ったことになる。


    　廃病院の階段を下りながら、明瓦は疲労を感じていた。軽けい蔑べつする歌詠みと会話をし、なおかつ相手の機嫌を損ねないようにするのは、なかなかの負荷だった。しかし、それも戦いが始まるまでだ。


    「ったく、ジジババが死んだら後を追って腹でも搔かっ捌さばけばいいのに」


    　恨み言は、六ろつ歌か澪れいを慕う残党に向けられていた。歌か典てん寮りようの権力は完全に移行したが、左ひだり間またちをはじめ、未いまだ亡き指導者たちに忠誠を誓うものも少ないながらいる。


    　明瓦は、彼らと帳ノ宮真晴を潰つぶし合いさせようと思っていた。


    　放ほうっておいても両者の戦いは始まっただろうが、洞ほら沢さわに金を払って柄がら井い夕ゆう暮ぐれを誘拐させたのは、万が一にも真晴が左間たちに手心を加えないようにという意図があったからだ。


    　明瓦にとって歌詠みが受けるべき罰は一つだけ。更生などはない。


    「死ね。歌詠みは全員死ね。口を開く前に死ね。この世に歌を生む前に死ね。もう詠んじまったならしょうがないからすぐに死ね。歌詠みの遺伝子をこの世に残すな」


    　ことさらに階段を下りる足音を反響させながら、明瓦は憎々しげにつぶやいた。


    「共倒れしちまえ、歌詠みども」


    　少年の意識は、冬の出来事を経てもなにも変わっていなかった。


    



    　　○


    



    　タクシーの車内から出てきた帳ノ宮真晴は、傘を持ってきていなかった。忘れたのではなく、最初から不要と断じたのだ。


    「職業人プロの運転はうまいものだな。さすがに差を感じずにはいられんよ」


    　うんうん、と一人うなずく。そうして、背後で走り去っていくタクシーの音を聞きながら、もはや用済みとなった地図をそのあたりに放り投げた。


    　目的地は淋さびしいところだった。


    　真晴がいま立っているのは、いわゆる山道にあたる。山を挟んである二つの都市を結ぶためだけに切り開かれ、その用途すら中途半端にしか果たせていないような道だった。その証拠に、まだ深夜ではないのに車の往来は絶えている。真晴に行き先を告げられたタクシーの運転手も、「そんなところになにをしに行くんだろう」というような好奇心と不審をその顔にちらりと見せた。


    「こんなところに病院を建てて、なにをしたかったのか……。医療の伝道師にでもなったつもりか。ぜひ聞かせてほしいものだ」


    　ぶつぶつつぶやきながら、真ま晴はるはガードレールを乗り越えて谷側に逸それていく。春の草が生い茂り始めた斜面は、降り続く雨に濡ぬれているせいもあって酷ひどく滑りやすそうだった。姿勢を低くし、真晴は焦らずに進んでいた。午後八時まで、まだ余裕がある。


    　やがて目が慣れてきたのか、雨雲と森林で塗り潰つぶされた薄暗い視界の中に、灰色の建物が判別できるようになった。


    　廃病院。


    　取り壊されないまま放置されているうちに周囲の森と一体化を始めているのか、はたまた病院設立当初から自然との調和を目指していたのか、その姿は巧妙に樹々に隠れており、いかにも廃はい墟きよといった様相を呈している。


    　真晴は、樹々の隙すき間まからときおり見える窓の数を歩きながら数え始めた。何階建ての建物か知ろうとしたのだ。


    （一つ、……二つ）


    　二階までの窓にはなぜか板が打ちつけられている。


    　廃病院の全体像はまだ見えない。裏手に回っているのか、正面玄関に近づいているのかも定かではない。


    （三つ）


    　立入禁止の立て看板の脇わきを無視して通りすぎた。


    （四つ）


    　薄汚れた壁面に蔦つたが[image: ]はっている。


    （五──）


    　そのとき、ちらりと光が見えた。数え上げた五階の窓、そのすぐ上あたりから。


    　直感に従って、真晴はとっさに近くの木陰に退避した。直後、地面がじゅっと焦げる音。


    　遠距離からの攻撃である。


    「これは弱ったな」


    　言葉とは裏腹に、真晴の顔には自身の力を存分に発揮できる場に恵まれた喜びが笑えみとなって表れていた。


    　先ほど見えた光は熱線のような効果をもたらすと思われた。


    　鏡に反射させているのだろう。光源は、懐中電灯などを持っていないとしたら、雲に阻はばまれたわずかばかりの月光しかない。


    「こんな薄曇りの日に月光をあてにするか。出撃させてから月の出ていない章ステージだと気づくような愚かさだな」


    　大した威力ではない上に、木陰に隠れた真ま晴はるに打つ手がないようだった。禍か歌かには歌詠みにだけ嗅かぎ取れる独特の空気があるが、それも言われてみればというぐらいのわずかなものだった。


    　当たったとしてもかすり傷程度の痛み。無視して廃病院に近づこう。そう決めて立ち上がったところで、すぐ近くから低く落ちついた声が聞こえた。


    



    　　やどりして 春の山辺に 寝たる夜は 夢のうちにも 花ぞ散りける


    　　　　　　　　　　──宿をとって春の山辺で寝た夜には、夢の中まで花が散っているのだった──


    



    　暗くら闇やみがかたちを得て蠢うごめいたような、不気味な禍歌の気配。


    　至近距離──樹の幹を挟んで背中合わせ。


    　真晴はとっさに距離をとり、振り返った。木陰から黒い人影が出てくる。廃病院を背にしたシルエットは、やがて山高帽を被かぶった姿だと知れる。


    　男は、洗練された物腰で腰を折って頭を下げた。


    「お初にお目にかかります。左ひだり間まと申します」


    　顔を上げ、口くち髭ひげを撫なでた。


    「あなたの敵です」


    「ふん。禍歌で不意を突いてからの自己紹介か。性格の悪さを競う会場はここじゃないぞ」


    　軽口で応じながら、真晴の目は男を鋭く観察している。


    （気配のなさがふつうではない。なにか禍歌を詠んでいるな……。そちらが本命に違いない）


    　先ほど男が詠んだ禍歌の対象は真晴。知らない歌だったが、意味からして効果は眠りの誘発だろう。早速、頭にぼんやりと霞かすみがかかったような違和感があった。


    「申し訳ありません。しかし、帳とばりノの宮みや真晴に対する卑ひ怯きようはことごとく創意工夫に転ずると聞き及んでいますので」


    　左間と名乗った男は悪びれずに答えた。


    「人質をとるのもそうか？　買いかぶられたものだな──わたしが戦う理由を探さねばならないほど平和主義だと思っているのか？」


    　真晴は黒いレザージャケットから取り出した扇せん子すを勢いよく広げた。


    「で、理由はなんだ」


    「……と、いいますと」


    「今こ宵よい、わたしを夜更かしさせる理由だ。心当たりが多すぎてな。六ろつ歌か澪れい関連か？」


    「はい」


    「なるほど。同居人をさらったのもお前たちか」


    「はい。まあ」


    　今度は不本意そうに左ひだり間まはうなずいた。真ま晴はると同じく小雨の中にいるというのに、スーツや帽子が全く濡ぬれたように見えないのがふしぎだった。


    「で、まだ生きてるか、あいつ」


    「あぁ……、これは参りました」


    　質問に答えず、左間は首を数度横に振った。眉み間けんに刻まれた深い皺しわは、どこか処置なしの患者への対応に苦慮する医師を思わせた。


    「少しは慌あわててもらいたいものです。そうでなければ、誘拐などという下劣な手段をとった我々が報われないでしょう？」


    「安心しろ。誘拐犯になる前から、六ろつ歌か澪れいなどに心酔している時点で、お前たちは下劣だよ」


    「崇拝のなにがいけないのでしょう。だれかにこの身すべてを捧ささげたい、豊かな土壌のために一片の肥料になりたいという思いは、最上とはいいませんが、人間が見せる輝きの中ではなかなか尊いものではありませんか？」


    「それは堕落と紙一重だよ」


    「いいえ、それは弱い人間の話です。正しい崇拝は、人を正しく高みへと導いてくれるのです」


    「…………眠い」


    　ふわあ、と真晴は大きな口を開けてあくびをした。


    「さてはつまらん問答で眠気を加速させようという魂胆だな」


    　瞼まぶたが重くなってきているのは事実だった。


    「寝る。ついてくるなよ。わたしだって寝顔を見せる男は選ぶ」


    「いまから名乗りを上げるわけにはいきませんか？」


    「くたばれ。その枠はもう埋まっているのだ。紳士声バリトンボイスなどお呼びでないよ」


    　真晴は扇せん子すを口元に当てた。


    　──開戦の合図を隠すつもりもない。


    



    　　のこりなく 散るぞめでたき 桜花 ありて世の中 果ての憂うければ


    　　　　　　　　　　──すっかり散ってしまうからこそけっこうなのだ、桜花は。なにごともこの世にあり続ければ、行き着くところは憂うれいなのだから──


    



    　彼女にとってこれは単なる武器である以上の、自身の生き様を示すための禍か歌かだった。


    　どこからともなく現れた桜の花びらが、真晴の周囲に展開する。それは呼吸するように淡く色づいている。


    　しかし、真晴が詠み始めると同時に左間は姿を消していた。近くに気配もない。木陰に隠れて再び不意打ちの隙すきをうかがっている……というわけでもなさそうだった。


    　念のため、真ま晴はるはその場を離れることにする。桜を体に取り込むことで身体能力を強化した彼女は、一歩二歩の跳躍でかなりの距離を移動することができた。


    　屋上からの射線が通らない樹の幹を選んで座り込み、気配を殺した。禍か歌かによる桜を、防護壁のように周囲に展開する。これで、たとえ真晴が眠っていても敵は容易に近づけない。それでも寝首を搔かこうとする者には、地面に目立たぬように幾つか潜ませている花びらが地雷の役割を果たすだろう。


    　自分はこれから眠りに落ちて無防備になる。真晴はそれを知っている。だが、彼女の頭にあるのは、これはこれで寄ってきた敵を始末する好機、という考えだった。不安や防御といった懸念は、その考えの影に押し潰つぶされて霧消している。


    　勝利とは自身の生存ではなく相手の打倒。徹頭徹尾、彼女は戦闘を志向していた。


    　敵は少なくとも二人。


    （どちらも大して強力な禍歌ではない上に、力を充分発揮できる環境でもない）


    　月明かりは乏とぼしく、眠りを誘う禍歌も不完全。


    （なのに、あいつらは詠んできた……。それなりの狙ねらいがあるということか）


    「なに……、狙いごと踏み潰すのが……、ふわぁ」


    　語尾が怪しいのが自分でもわかった。耐え難い眠気に、真晴は抗あらがわず目を閉じた。


    



    　　○


    



    　夢の中で起きたことはすぐに自覚できた。


    　眠りに落ちたと思ったら、冷たい水を浴びせられたような覚かく醒せいが待ち受けていた。それが強烈な違和感となって真晴に襲おそいかかる。階段を下りようと思って伸ばした足がそれまでと同じ高さの床を捕まえたような、そんな気持ち悪さだった。


    　白い空間だった。しかし眩まばゆいような明るさではない。のっぺりとした、なにかほかの色の上に白い絵の具を無理に重ねたような、奥行きのある白さだった。


    　そして、ひたすらに広い。


    「…………ようこそ……じゃなかった。お邪魔します……」


    　不意に目の前に小柄な少女が現れた。華やかなフリルドレスと目の下にあるどす黒い隈くまの取り合わせが印象的である。なぜか手を後ろで組んでいた。


    「お前はだれだ？」


    「…………板いた花はなは板花なの……」


    「ここはどこだ？」


    「…………あなたの夢の中なの……」


    　少女は暗い声で言う。伏し目がちで、ほとんど真晴と目を合わせない。


    　ふむ、と真ま晴はるは首をひねった。


    「ありきたりの質問をぶつけてみたものの、よくわからんな。いや、わかることはわかる。不意を突いてわたしを眠らせたのは、こうやってお前がわたしの夢に侵入してくるためだろう」


    「…………板いた花はなのお話、信じてくれるの……？」


    「ああ、信じてやるさ。昔の法則になぞらえれば、夢の逢あいはお前がわたしのことを好いている証拠ということになるが、まあそこは目を瞑つむってやる。気になるのは、ここでお前はなにができるのか、ということだ」


    「…………それはね……」


    　板花は背中に隠していた手を前に差し出した。その両手には、大仰な黒い鎌かまが握られていた。とても実用的な農具には見えない、殺し合いの道具としての鎌だった。


    「おいおい、おかしいだろう。その鎌、どう見てもお前の身幅より大きいぞ」


    「だって、夢だから……」


    　小柄な少女が初めて笑った。ただし、それは邪悪な笑えみだった。


    　そして板花は鎌を横よこ薙なぎに払った。不意打ち気味に放たれたそれを、真晴は鎌と踏み込みの大きさとを予測し、一歩後ろに引くことで避けようとした。なんなく回避できる──はずだった。


    「…………なんでもあり、なの……！」


    　鎌が通りすぎる音が、突如死の予感を伴って迫ってきた。真晴はとっさに体をひねるが、それを刃やいばが追いかける。


    　白いだけの空間に、血液の赤さが点々と生まれた。


    　切り裂かれたレザージャケットの左腕あたりをしげしげと眺めて、真晴は右手で自分の頰ほおをつねった。傷は浅い。


    「おやおや、おかしいぞ。お前に斬きられた腕は痛い。が、頰は痛くない。目も覚めない」


    　それどころか、右手が頰を摘つまむ感覚すらなかった。体を動かせているという実感はあるのに、その反応や反動はない。どこか空虚だった。


    　板花は薄く笑って、「夢、だから……」と簡潔に説明した。


    「その言葉、万能すぎるな」


    「……ここはあなたの夢だけど、干渉できるのは板花だけ……なの」


    「で、鎌の大きさも自由自在か。思った以上に伸ばしてくるのはやめろ。ボクサーの拳こぶしか」


    　真晴が完全に見切ったはずの鎌で傷を負った理由がそれだった。


    （今日は不意打ちをもらいすぎだな……）


    　自じ[image: ]ちようする余裕はあるが、板花の言葉が事実だとすると、極端に不利な状況だった。夢の世界の法則は自在に操られ、自分が現実世界に目覚めることも、死に神じみた少女を夢から追い出すこともできそうにない。


    （桜も出せない、か）


    　禍か歌かの気配すら感じられない。現実とはまるで違うというのはどうやら本当のようだった。


    「…………さっきの避けられたのは意外だったの……」


    　でも、と板いた花はなは鎌かまを両手で握り直す。華奢で白い指に、いかにも力が込もっていた。


    　それから、板花の攻撃を真ま晴はるは避け続けた。鎌の刃やいばは先ほどと同じように急に巨大化して迫ってきたが、そういうものだとわかってしまえば脅威ではなかった。


    　やがて板花は攻撃をやめた。肩で息をして、疲れ果てた様子を見せる。


    「なんだお前、体力がないな。夢の中ならもっと非現実的に暴れ回るがいい」


    「…………それ、お祖ば母あさまにも言われた……。やなお小言……」


    「お祖母さま？」


    「…………」


    　板花は消え入りそうな声で、自分は六ろつ歌か澪れいが一人、日ひ浅あさの孫なのだと言った。


    　肉親の名前を出して、板花の瞳ひとみに宿ったのは負の感情だった。


    「…………あなた、お祖母さまに少し似てる……。あなたみたいな人の肩代わりを、板花みたいな人がすることになるの。……許せない」


    「いい八つ当たりだ。で、鬼ごっこに勝てる見込みはあるのか」


    「お祖母さまはね、いつも板花の夢に出てくるの……。死んだはずなのに……」


    　板花は虚うつろな表情で独り言のように言う。だらりと垂れ下がった手から禍まが々まがしい鎌が落ちたが、白い空間は物音を立てない。


    「…………それはね、とても嫌いやで嫌でたまらないの。お祖母さま、お小言を言うの。冷たい目で見てくるの。だれかの夢の中に侵入しているときだけ、板花は自分の夢から逃れられるの……」


    　少女はどんよりした顔つきで言った。目の下の隈くまが痛々しく黒ずんでいる。


    　本当に板花の夢の中に日浅が現れるのか、真晴に判断する術すべはない。死してなお他人の頭の中で生き続けられる禍歌もあるのかもしれないが、板花の妄想であるとしたほうが妥当だろう。ただ、少なくとも板花が夢の中で苦痛を受けているのは事実らしかった。


    「…………だから、もっと遊びたいけど……、あなたの寿命が尽きるまでずっと逃げ場になってほしいくらいだけど、でも、あなたはもうすぐ目覚めてしまう……。弱い禍歌だから……」


    　なるほど、と真晴は納得した。二人がかりで不意を突いて真晴を不完全な眠りに誘った理由。それは、板花の禍歌──そして夢を最大限に活かすためだったのだ。


    　左ひだり間まが放った禍歌は、眠りに落とすのは副次的な作用で、主眼は夢と現実の境界を曖あい昧まいにすることに置かれていたのだろう。夢で死ねば、現実でも死ぬ。そして、板花は真晴の夢の中に刺客として侵入してきた。


    「なかなかの連携コンビネーシヨンじゃないか」


    　多人数での戦いはそういうものでなくてはな、と真ま晴はるは言おうとした。しかし、不意に口元に──正確には唇に冷たさを感じ、驚いて止めてしまった。


    「……なあに？」


    　板いた花はなはきょとんとした顔で首をかしげた。


    　真晴はさりげなく指先で自分の唇に触れる。先ほど感じたのは、水滴のようだった。だが、空を見上げても奥行きのない真っ白な面がどこまでも広がっているだけで、蛇口が設置されているわけでも、雨が降っているわけでもない。


    　雨。


    　まさか、と思う。


    「…………いけない、五分で仕留めろって言われたのに……。もう五分経たってる……かな？」


    「知るか」


    　そっけなく答えながら、真晴は自分の考えを夢中で進めていった。もしも、という仮定を積み重ねて、逃げ場のない夢を切り裂く出口をつくろうと集中していた。


    「時間がなければどうするというんだ、寝不足娘。へろへろの鎌かまなぞ当たらんぞ」


    （──悪夢から逃れる方法を教えてやる）


    　言葉で問いかけると同時に、真晴は頭の中で別のことを考えて板花にぶつける。


    「…………鎌はもういいの……」


    「では次は槍やりか。弓か。貧困な想像力を駆使してみるがいい」


    （──教えてほしくないのか？　性悪な祖母という桎しつ梏こくから解き放ってやろうというのに）


    「…………ううん、違うの……」


    　板花は真晴の言葉にだけ反応している。語りかける思考は聞こえていない。


    　その意味は明白だ。


    　板花が両手を頭上に伸ばした。すると、この空間の壁紙とでもいうべき白さがどこからともなく剝はがれ落ち、混こん沌とんとした色合いの模様が姿を現した。同時に足場がぐらぐらと揺れる。その様子は、建物の崩壊の前兆に似ていた。


    「…………夢ごと、あなたを壊す……」


    「そんなことができるのか」


    「…………試して、みる……？」


    　突如、足場が──足場だと信じていたものが崩れた。白が半ば剝はく落らくした床の下にはなにもなく、ただ底のない暗くら闇やみが広がっていた。真晴は抗あらがう暇いとまもなく、無尽蔵な黒さの中を頭から落ちていく。


    　ひたすらに不穏な空気がした。このまま落ち続ければ、苦痛があるかないかはともかく確実に死に至るという予感があった。


    　どうもはったりではないようだな、とつぶやきながら真晴は覚悟を決めた。


    「もう少し確かめたかったが、仕方ない。おい寝不足娘、悪夢から確実に逃れる方法を教えてやろう」


    　今度ははっきりと口に出した。


    　真ま晴はると同じように逆さまに落ちていく板いた花はなの目が、驚きと期待で大きく見開かれる。彼女がそれを知りたがっているのは明らかだった。


    　だから、真晴はやさしく教えてあげた。


    「それはな、ずっと昔から決まりきっているのだ──自殺だよ」


    　言うなり、彼女は口を大きく開き、自分の舌を思い切り嚙かんだ。


    　自殺を実践したのだ。前歯が弾力を備えた舌をざくりと切断する感触が、確かな痛みとともに伝わってきた。


    



    　　○


    



    　暗転と覚かく醒せいは、覚悟していたよりも急激に、ほとんど同時に訪れた。


    　眠りに落ちたときと同じ、夜の森の中。


    　夢から現実に帰ってきた真晴をまず襲おそったのは、口の中が温かい──血で[image: ]あふれている感触。そして頭から体の中心を切り刻むような激痛。この二つが相まって、血の海に沈んでいくような錯覚さえもたらされる。


    「がっ……、はっ！」


    　真晴は周囲に展開していた桜をとりこんで、口こう腔こうの傷の治癒に当てる。みるみるうちに傷口が塞ふさがるということはなく、自然治癒が速まるだけだが、とっさに命を繫つなぎとめるためには必要な措置である。なにしろ、舌をほとんど嚙み切ったのだ。放置すれば確実な死が待っている。


    　血が止まらない。口の中に溜たまった血を地面に吐き出し、あるいは飲み込み、真晴はどうにか呻うめき声ではない言葉を紡つむぎ出す。


    「あぁ……、痛い、な」


    　口の端からだらだらと血を流しながら、泣き笑いのような顔。発声にともなうわずかな振動すら痛みを呼び起こす。


    「しかし、生きている証拠、だ。認識を改める必要があるな──痛くて、嬉うれしいことも、ある」


    　夢の中でも口を動かすことはできた。


    　真晴がそれに気づいたのは偶然だった。水滴が唇に触れて、もしやこれは現実の夜露が木の葉を伝って眠っている彼女の上に落ちたのではないかと考えたのだ。さらに、夢の中で板花と意思疎通するには、頭の中で考えるだけでなく実際に口に出さなければいけなかったことも手がかりになった。


    　現実と夢で口の動きのみが連動しているとわかってしまえば、それを利用する方法は簡単に思いついた。問題は、自分が目を覚ますほど強く舌を嚙かめるか──言い換えればうまく自殺できるかどうかだった。板いた花はなに気取られて妨害を受けることなく、一息で済ませる必要があった。


    　真ま晴はるはそれをやり遂げた。


    　実のところ、夢から立ち返ってすぐに桜を治療に使うのも[image: ]かけだった。敵がすぐそばに待ちかまえていた場合、無防備な姿を晒さらすことになってしまう。しかし、敵は近くにいなかったようだ。眠りこけた真晴を見つけられなかったのか、最初から見つける気がなかったのか、とにかく幸運だった。


    　樹の幹に手をかけながら、ゆっくりと真晴は立ち上がった。各部を点検するように自分の体を見下ろし、動かす。夢の中で切り裂かれたはずのレザージャケットは傷一つない。「しかし」舌を切断しかけた痛みは断続的に続いており、血も流れ続けている。


    「これは……、しばらく辛からいものは無理だな。食事係を助け出したら、きちんと言い含めておかねば」


    　少なくない損害。未知数の敵。復路の保証のない往路。


    　それでも、退却する気などさらさらない。


    　ふらふらと、どこかおぼつかない足取りで真晴は廃病院に近づいていく。戦いの高揚が、その瞳ひとみを爛らん々らんと焦がしていた。


    「ここからが本番だ」


    　この状態死にかけの自分が一番強いことを、彼女は充分承知していた。


    



    　　○


    



    　まだ雨が降っていた。


    　空から落ちるその姿は闇やみに紛れて、雨音もそっと静寂に寄り添っている。この静けさを壊すつもりはないというように。


    「…………」


    　廃病院の屋上で、洞ほら沢さわは退屈していた。あくびをした拍子に雨が口の中に入ってしまい、[image: ]あめ玉だまとともに大げさに吐き出した。


    　先ほど摂取したアタリ──薬物の効果も、なにもしないうちに薄れていく。強化されていた集中力が元に戻り、そこにあるのはいつもの飽きっぽい洞沢という男だった。


    　屋上の柵にもたれながらぶつぶつ文句を垂れ流しているうちに、洞沢はポケットの重さを思い出した。その金を使いにいきたいという欲望が頭をもたげ、あっさりとそれに従うことにした。俺はもう充分稼いだし、と言い訳にもならない言い訳をして、与えられた役割の放棄を自分に許した。


    「…………お」


    　しかし、そこで洞ほら沢さわの猫目が眼下に人影を捉とらえた。


    　帳とばりノの宮みや真ま晴はるだった。あたりはすっかり夜の暗さに包まれていたが、洞沢は視力に自信がある。闇やみに紛れることを拒否するような誇りの高さがうかがえる金髪は、先ほど鏡の反射で洞沢が標的にしたもので間違いなかった。向こうも顔を上げ、こちらに気づいている。


    　また来たか。そう思い、臨戦態勢で鏡をかざしかけた手を、後ろから摑つかまれた。


    「洞沢くん、ここは私に」


    　左ひだり間まだった。雨の中にいたはずなのに、山高帽やスーツはなぜか濡ぬれていない。洞沢の前に出ると、彼は眼下の真晴に向かってよく通る声で語りかけた。


    「またお会いできましたね」


    「今こん生じようの別れにはまだ早い」


    　真晴は大声で応じた。が、どこかしゃべりづらそうな調子だった。舌がうまく回っていない。


    　状況が把握できず、洞沢が左間の肩をつつくと、「板いた花はなさんは、残念ながら失敗しました」と心底残念そうな返答がきた。


    　計画は次の段階に移行するということらしかった。すなわち、帳ノ宮真晴を廃病院の中に誘い込んで、振ふる根ねが残していった梅の毒で殺す。そのために夕ゆう暮ぐれを[image: ]えさにする。彼女を救うためには、敵は廃病院の中に足を踏み入れざるを得ない。


    　洞沢が振り返ると、手足を縛られ猿さる轡ぐつわをされた夕暮が屋上の床に転がっていた。意識は戻っているらしく、攻撃的な目つきでこちらを睨にらんでいる。


    　嘆息しつつ、左間は片手でひょいと夕暮の体を持ち上げて屋上の柵に押しつけた。そうすることで、真晴からもその姿は見えるようになった。


    「顔を見せれば相手の心変わりも望めるかもしれないと思いまして。泣いて懇願してもらうのもいいのですが、禍か歌かを詠まれるわけにもいきません。まったく、詠み手は人質に向きませんね」


    「そうか、わたしの薫陶を受け、料理の腕も徐々に改善されつつあるところだったのだがな……。いや惜おしい。が、仕方ない」


    　胸に片手を当てて、真晴が残念そうに言う。


    「わたしにはわかる。目と目で通じ合う。そいつは『気にせずやってしまえ』『わたしの屍しかばねを越えていけ』と叫んでいるのだ」


    　夕暮が猿轡の下で抗議の声らしきものを上げた。足かせがなければ確実に地団駄を踏んでいるであろう憤慨の表情だった。


    「彼女を見捨てるということですか？」


    　左間は夕暮を再び床に放ほうり投げた。やはり人質の効果はないと判断したのだろう。


    「ことさらに助けることを諦あきらめたのだ。間違えるな。残酷と無慈悲を取り違えるな」


    「どちらにしろ、やることは同じでしょう。助けるにしても我々を倒すにしても、結局あなたにはここまで来るしかない」


    「いいや、お前がこちらに来るかたちもありだ。というより──」


    　真ま晴はるは一いつ旦たん言葉を切って、手に持っていた扇せん子すを一息に広げる。


    「もう招待は始まっているよ」


    　そのとき、洞ほら沢さわは夜が明るくなるのを見た。


    　桜吹雪がどこからともなく、いつのまにか視界にあった。まるで、廃病院を囲む樹々がすべて桜に上書きされてしまったかのように。ほんのりと色づいた桜の花びらがあたり一帯を染め上げて、暗くら闇やみに慣れたはずの目をいやが上にも引きつける。


    　花びらの舞踏。


    　洞沢はごくりと喉のどを鳴らした。


    　──なんだ、この不自然な光景は。


    　帳とばりノの宮みや真晴が桜の歌の詠み手であることは知っていた。しかし、それは単なる文字の上の情報だったと痛感する。


    　──こんなことがあるとわかっていたら、自分は絶対に仕事を引き受けていなかった。


    　そんな後悔ともいえないような確信が喉元からせり上がって、洞沢は逃げ道を探すようにきょろきょろとあたりを見回す。三六〇度どこを見ても桜の花びらが目に入る。その行為は単に絶望を確かめるだけに終わってしまった。


    　左ひだり間まも口くち髭ひげを撫なでる手を止めて、桜吹雪に目を奪われている。


    「怖いか？　その恐怖が見物料だ。せいぜい元をとれるように気張るといい」


    　ぴしり、と音がした。


    　洞沢と左間は驚いて振り返る。屋上の床の上、いつのまにか舞い降りた一片の花びらがコンクリートに罅ひびを入れたのだ。その罅はほんの少しずつ大きくなっていく。まるで、花びらの質量が徐々に大きく、重くなっていくように。上から見えない力で押さえつけられているように。


    「わたしとお前たち、水平距離は近い。問題は垂直距離だけだ。ならば、それを零ゼロにする。簡単な話だ」


    　ついに桜の花びらは床を貫通し、建物の内部に潜って見えなくなってしまった。屋上には破壊の痕こん跡せきが穴として残るだけ。


    　もちろん、それで終わりではない。


    　洞沢は誘われるようにその穴に近づいた。中を覗のぞき込んでも、暗くてなにも見えはしない。けれど聞こえた。ぴしり、という破壊の音が。


    「洞沢くん！」


    　珍しく焦った左間の声。振り返らずとも、彼がなにを言いたいのか洞沢にはわかった。


    　桜吹雪が廃病院に近づいているのだ。


    　それは竜巻のようだった。荒れ狂うように舞う幾百、幾千の花弁が、あらゆる角度から迫ってくる。いつのまにか洞ほら沢さわたちは桜吹雪の渦中に取り残されていた。


    「この建物ごと……」


    　続きは言葉にならない。


    　足下がぐらりと揺れ、洞沢はたたらを踏んだ。桜による破壊が始まったのだ。このままここに留とどまっていれば、確実に廃病院の崩落に巻き込まれる。


    　左ひだり間まの決断は早かった。


    「ちっ」


    　音高く舌打ちする左間に、洞沢は腕を摑つかまれた。その勢いのまま、左間は屋上の端に向かって突進していく。バランスを失ったままの洞沢は叫び声を上げながら、左間に導かれるままに老朽化していた金網を破り──空中に投げ出される。


    　一気に視界が広がる。


    　洞沢は、左間の気が動転したのかと思った。


    　生殺しにされているような浮遊感。しかし、それは長く続かない。洞沢と左間は落下していく。二人が出てきた廃病院も破壊によって沈んでいく。底なしの穴に周囲がまるごと落ちていく。いま世界中で同じ事態が起きていて、この世が崩壊を始めたのだと錯覚してしまうような光景だった。


    　けれど、地面は確かに迫ってきている。恐怖から逃れようと、洞沢は喉のどが張り裂けるほど絶叫した。


    「だいじょうぶですよ」


    　隣で左間の落ちついた声がした。と同時に、二人の周囲を真っ黒な帯のようなものがするすると包む。一瞬で卵のような楕だ円えん形に閉じたその帯は、彼らの体を完全に塗り潰つぶすとやがて小さくなり、消えた。


    



    　目を固く瞑つむっていたせいで、洞沢は急に足先に生じた地面の感触に戸惑い、情けない声を上げた。体勢を崩して転がりながら目を開くと、水分をのせたアスファルト。結果的に、地面が存在することを全身で確認することになった。


    「だいじょうぶですか、洞沢くん」


    　こちらは落ちついて着地したらしい左間が手を差し伸べてくる。洞沢はその手を摑んで、どこか夢見心地のまま立ち上がった。


    　そこは山やま間あいの車道だった。廃病院までタクシーを利用して通っていたので、どことなく見覚えがある。今日の昼間のことなのに、それはずいぶんと昔のことに思えた。


    「禍か歌か……？」


    「はい。洞沢くんにわたしの歌を見せるのは、そういえば初めてでしたか」


    　洞沢は恐る恐るあたりを見回す。角度的に山すそに阻はばまれているのか、廃病院は視界にない。


    　否、正確には帳とばりノの宮みや真ま晴はるの桜によって廃病院は崩壊していることだろう。取り残された板いた花はなと夕ゆう暮ぐれは生きてはいまい。


    　警官が来たらどうするつもりだったのだろう、と洞ほら沢さわは思った。脳裏に、駆けつけてきた警察官を嬉き々きとして虐殺する桜の花びらという画えが浮かんだ。


    「さて、そろそろ滞留していた振ふる根ねさんの毒も流れたころでしょう」


    　特に汚れたようには見えないスーツを手で払うと、左ひだり間まはアスファルトを歩き始めた。彼は廃病院があった位置を正確に把握しているらしい。


    「…………」


    　洞沢がついてこないのに気づくと、左間は足を止めて振り向いた。


    「洞沢くん、不安なのはわかります。けれど、失ったのは我々の砦とりでではありません。板花さんさえ生きていれば、こちらの損害はないに等しいではありませんか」


    　そういうことじゃない、というように洞沢は頭を振る。相変わらず無言だが、衝動に駆られた激しい動作だった。


    「……違う」


    　洞沢は小さな声で言う。帳ノ宮真晴と自分たちは違う──あまりに違いすぎるという意味だった。


    　廃病院ごと崩壊させるという真晴の行動は決して効果的ではなかった。助けることもできた人質を失うだけで、意味はないに等しい。


    　しかし、だからこそ洞沢はそれを恐ろしいと思った。


    　禍か歌かは手足の延長だと思っていた。人生を楽にするための補助具としてしか使用してこなかった。仮に真晴と同じ力の禍歌を持っていたとしても、洞沢は決して同じことをしない──できないだろう。


    　あんなふうに意味もなく、まるで自分の禍歌を見せびらかすように邪悪を撒まき散らすとは。


    　驚嘆とは違う。畏い敬けいの念でもない。それは黒一色だと思っていた闇やみの中に醜悪なかたちを見つけてしまったような、自分の知らない世界を垣かい間ま見みたときの不安だった。


    　見てしまった以上、知らないふりはできない。


    　洞沢は吐き気すら感じていた。単純で機を見るに敏な性格であるが故に、帳ノ宮真晴という存在の危険性を直視することができていた。


    （嫌いやだ……）


    　立ち向かう気は到底起きない。戻っても負けるだけだ、という思いが足をすくませていた。


    　寡黙であることは洞沢の処世術だった。権力者の前では余計な口をきかないことで忠誠に見せかけ、目下の者に対しては無言を貫くことで威圧を与えていた。もちろん、単純に会話が面倒だという理由もあった。


    　しかし、いまは違う。許容以上の恐怖が、洞沢の口を閉ざしていた。


    　それは彼が選んだのではなく、初めて強要される沈黙だった。


    　わかりました、と左ひだり間まはうなずく。


    　洞ほら沢さわは一瞬期待する。しかし、それは洞沢の言い分に説得されたという意味ではなかった。


    「仮に、きみの危き惧ぐするとおり我々が帳とばりノの宮みや真ま晴はるに勝てないとしましょう。しかし……、それのなにが問題なのでしょう？」


    　淡々と、しかし端々に狂気が滲にじんだ言葉が紡つむがれる。


    　左間の顔は山高帽に隠れて見えない。


    「これは所しよ詮せんそういう戦いだと、弔い合戦が第一義だと、ただの自己満足だと、命を投げ捨てるだけの愚かな戦いだと、知っていたではないですか」


    （知らねえ。そんなの……、知らねえよっ！）


    　声にならない絶叫を心の内でして、洞沢は背を向けて逃げ出した。雨に濡ぬれたアスファルトを全力で走り、とにかく真晴から、左間から、この場から離れたいと願った。通りがかった車に助けを求めようという算段が頭の片隅にあった。


    　残念です、という言葉と溜ため息いきが背後から聞こえた。


    　成績不良の生徒に告げる教師のような口調だった。


    「洞沢くん──きみに力がないことは知っていました。けれども、受けた恩に報いようという気概は、せめてそれぐらいはあると、期待していたのですよ。それがないということは、生きる資格もないということです」


    　殺意の概念を覆くつがえされた。


    （知らない……！　こんな、にじり寄るような、気づいたら後ろにいるような殺意は……）


    　かすれた悲鳴を上げ、洞沢は一刻も早くその場から遠ざかろうとする。車のヘッドライトの明るさを探すが、行く手には薄うす闇やみが広がっているだけだった。ガードレールだけが白い。


    　焦げついた息を吐きながら走る洞沢の背中に、不意に、なんの前兆もなく追っ手の気配が現れた。


    　気がついたら後ろにいたのだ。


    　暗闇から伸びた左間の両腕がゆらりと洞沢の首筋に絡みつき、一瞬で固定する。


    「きみに志があるか、確かめてみましょう」


    　逡しゆん巡じゆんも焦じらしも準備もなかった。鈍い音がして、洞沢の首が可動域を超えて[image: ]ねじれる。


    「あることを、私は心から願っているのですよ……」


    　どこか愛いとおしげにそうつぶやくと、絶命した洞沢の体を抱えたまま、左間は歌を詠んだ。雨音に搔かき消されそうな小さな声だった。


    



    　　○


    



    「めちゃくちゃだ、あいつ……！」


    　双眼鏡を覗のぞいたまま、振ふる根ねは思わず呻うめいた。


    　廃病院が壊れていく様を、振根と椿つば市いちは少し離れた森の中から見ていた。冗談のような光景だった。薄うす闇やみの中にぼうっと明るい桜の花びらが束になって生まれたかと思うと、廃病院を取り込み、捕食するようにゆっくりと破壊していった。爆散という形容はふさわしくない。だるま落としのように下から一階層ずつ、地響きを鳴らしながら建物は低くなっていった。同時に、ねぐらで休んでいた鳥たちが夜の森を騒がしく飛び立った。


    　嵐のような桜花が去った後、残っているのは瓦が礫れきのみ。雨のおかげで砂すな埃ぼこりは広がらなかった。あっけなく、手品のように廃病院は消え去ってしまった。


    　静かな雨音が徐々に破壊の余韻を洗い流していく。


    　しかし、振根から動揺は去らない。帳とばりノの宮みや真ま晴はるが禍か歌かで廃病院を破壊した。その意味はなんだろう？　左ひだり間またちはどうなったのだろう？　人質である女性は？　単なる疑問と考えるべきこと、判断すべきことが混ざり、思考がなかなかまとまらなかった。


    　相談をするつもりで、言葉を交わしていないと不安で、振根は隣に立つ椿市を見やった。椿市も自分と同じだろう、となんの根拠もなく思っていた。


    「振根、あの毒ってどれぐらいで風に流れる？」


    　しかし違った。


    　椿市の様子がおかしい。否、おかしくはない。彼女は穏やかな水面のように静かな様子だった。黒を基調としたセーラー服に身を包んだ全身のどこにも隙すきは見当たらなかった。


    　振根は、それを精神的な衝撃によるものだと解釈した。驚きすぎて、感情が表情に伝わる回路が遮断されたのだと思った。一瞬、落ちつき払った椿市の横顔が左間たちと重なったように感じたが、それは振根の中で錯覚として処理された。


    「えっと……、待って、全部ぐちゃぐちゃに潰つぶされてるみたいだ。毒は消えてるよ」


    　梅の香は詠み手である振根の意思で止めることはできないが、花ごと潰された場合は別である。現実の梅とは違い、香りは留まらずに霧散する。


    　律儀に答えてから、振根ははっと思い直した。


    「そんなことより逃げよう、椿市」


    　思わず椿市の手をとり、それから離してしまう。しかし、彼女は無反応だった。ただ見えなくなった廃病院のほうに視線を向けていた。


    「いまなら歌えるよ。わかるの」


    「なにが……？　なんの歌が？」


    　──私の切り札。椿市の口がそう動いた。それから、ようやく振根に顔を向ける。


    「振根、逃げて」


    　懇願に近い口調だった。思わず振根はうなずいてしまいそうになるが、とてつもない違和感と不安によってそれを押しとどめることができた。


    「意味が、わからないよ、椿つば市いち。逃げるのはわかるけど、そうしたいけど、その言い方だと、まるで」


    　──椿市は逃げないみたいだ。


    「うんっ、私は逃げないんだ。帳とばりノの宮みや真ま晴はるを倒さなきゃ」


    　明るく宣言されて、振ふる根ねは押し黙るしかない。収まる気配のない混乱を抱えたまま、せめて譲る気はないと椿市と見つめ合うしかない。


    　時間が止まったような気がした。


    　やがて、しょうがないなあというように肩をすくめて、椿市は振根に近づいた。いつぞやの病室と同じような状況に、振根はやさしい言葉を期待してしまう。


    　それが甘えだと気づいたのは、唐突に視界がぼやけてからだった。


    「えっ」


    　椿市が振根の眼鏡を奪ったのだ。そっと、自然な仕草で。そして、それを放ほうり投げた。


    　振根はひたすら混乱するしかない。裸眼の視力は酷ひどく悪い上に、あたりは暗く、心細さが急激に募る。


    　椿市の姿がぼやけ、離れていく。


    　自分を置いていくつもりだということに振根が気づいたとき、既に彼女の気配は周囲の暗さに紛れて追えなくなっていた。


    「椿市、冗談だろ……」


    　視界が全く利かない中を振根はさまよい歩く。不安と焦燥が重りとなって胸に巣食っていた。まず眼鏡を捜すべきか、それとも構わず椿市を追うべきか──迷っているうちに樹の根に足をとられて、草の匂においのする地面に叩たたきつけられた。


    　ごめんね、という声がどこからか聞こえた気がした。


    



    　　○


    



    　板いた花はなはベッドの上で祈るように両手を胸の前で組み、目を閉じていた。しかし、少女が二度と目覚めないであろうことは腹部に深々と刺さった鉄骨を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。フリルドレスに鮮血が滲にじんでいる。


    　真晴は崩れさった廃病院──瓦が礫れきのちょうど中心でそれを見つけた。


    　少女の死体の隣には、気を失った夕ゆう暮ぐれが横になっている。


    　板花は眠ったまま廃病院の崩落に巻き込まれて死んだ。対して夕暮は生きた。


    　なぜかといえば、夕暮はずっと真晴と目を合わせていたからだ。あのとき、左ひだり間まと洞ほら沢さわが屋上から脱出し、夕暮は手足を縛られたまま崩壊する建物に取り残された。そんな絶望的な状況の中で夕ゆう暮ぐれが選んだのは、なにもしないことだった。


    　ただ彼女は真ま晴はるを見ていた。真晴も夕暮を視認していた。真晴の禍か歌かは、対象の位置さえ把握できればかなりの精度で操ることができる。だからこそ、廃病院を壊しながら、もう一方で夕暮の体を桜の花びらで包み、守ることができたのだ。もし夕暮が取り乱して死角に[image: ]はっていってしまっていたら、真晴は彼女を助けることができなかっただろう。


    「うつくしい信頼の勝利だな」


    　本人が起きていたら確実に反論が飛んでくるであろう妄言を吐きながら、真晴は夕暮の手足の縛いましめを解いた。特に怪け我がはないようだった。気絶しているのも、崩落に巻き込まれた際のショックによるものだろう。すぐに目を覚ますはずだった。


    　真晴は夕暮から離れ、大きく伸びをした。


    　舌はまだ痛むが、血は止まっている。


    「終わった、終わった。これで万々歳だ。わたし相手に人質をとっても無駄であることを満天下に知らしめすことができただろうな！」


    「無駄ではありませんよ」


    　暗くら闇やみから低い声が答えた。一拍遅れて、スーツに山高帽という独特のシルエットが浮かび上がる。左ひだり間まだった。


    　彼は真晴の傍かたわらの板いた花はなの死体を見て沈痛な表情を浮かべると、山高帽をとり、心から敬意を表すというように一礼した。


    　その気配のなさ、神出鬼没に慣れたのか、真晴はもはや驚かない。


    「一人か。さっきの目の細い男はどうした。また高いところに上ったのか」


    「彼は死んでしまいました」と、山高帽を被かぶり直しながら興味がなさそうに左間は答えた。


    「六ろつ歌か澪れいの偉大さが理解できなかったのです」


    「わたしにも理解できない」


    　茶化す真晴に対して、左間は穏やかな表情を崩さない。博物館における学芸員のように根気強く語り始める。


    「戦後の混乱期、歌が一般人に広がりかねない状況だったのです。確かに六歌澪はその理想をすべて実現させることはできませんでした。いささか権力の座に長く居座り続けましたし、私腹を肥やすことに腐心しすぎるきらいもありました。しかし、彼らの功は罪を軽く上回っているのです」


    「黴かびの生えた昔の話をされても、昔は昔、いまはいまだ。こう言うほかないな──知ったことか。六歌澪の評価も、お前の忠誠の意義も、知ったことか。わたしはいつもと同じように売られた喧けん嘩かを買うだけだ」


    　そう啖たん呵かを切る真晴を、左間は一瞬眩まぶしそうな目つきで見た。


    「その単純さ、少しだけ羨うらやましいと思います。しかし訂正していただきましょう。私だけの忠誠ではありません。私たちの、です」


    「どう違う？」


    　問いかけに答えず、左ひだり間まは距離を詰めてきた。その足取りは、散歩に出かけるときのように軽い。


    　真ま晴はるは無言で迎え撃った。どこからともなく、彼女の命を源に現れた桜の花びらの集まりが面となって左間に襲おそいかかり、避けようともしない彼の体に突き刺さった。左間のスーツが一瞬で血に染まり、衝撃でぎこちないステップを踏んだ後、瓦が礫れきの上に倒れ伏した。


    　しかし、すぐにむくりと起き上がった。左間はにやりと笑い、山高帽を直した。


    （確かに死んだ──殺したはずなのに）


    　再び接近してくる左間の、今度は足を桜で狙ねらった。足を止めなければという意識だった。またもや命中。左間の右足が膝ひざ上うえから切断された。体勢を崩し、左間が前のめりに倒れる。今度はなかなか起き上がらない。


    　ふと、真晴は違和感に襲われた。


    　切り離された左間の右足が忽こつ然ぜんと消えていた。ぞくりと殺気。突如、真晴の足元の瓦礫が跳ね、右足が矢のような速度で迫ってきた。直撃は避けたものの、かすった。鋭い痛みが右肩に走った。


    　左間の右足──下か[image: ]たいが、左間の体に戻っていく。まるで主人を慕う忠犬のように。その[image: ]ももの部分、スーツの布地を割いて人間の口があった。


    　その口に生えた歯が、真晴の肩を裂いたのだ。


    　ゆっくりと左間が立ち上がった。右足も攻撃を受ける前の完全なかたちを保っている。だが、それは表面上だけの話だった。左間の全身には明確な変化が生じていた。


    　右足の下[image: ]と同じような口が、足の甲、脛すね、腹部、手のひら、胸部、肩口、顔面、その他ありとあらゆる場所に現れていた。


    　ほんの少し目を離した間に、それは人間から遠く離れたおぞましい存在になっていた。


    『生きているうちに』『帳とばりノの宮みや真晴は倒せない』『死んでも戦わなければ』『倒せない』


    　それら複数の口が、同時に蠢うごめいた。


    



    　　よそなれど おなじ心ぞ 通ふべき 誰たれも思ひの ひとつならねば


    　　　　　　　　　──お身内ではありませんが、同じ嘆なげきをしているので心は通うことでしょう。だれもが同じように大切な人を亡くした思いをしているわけではないのですから──


    



    『この禍か歌かを詠んで』『同じ志を胸に秘めた者を手にかければ』『その者の命が詠み手に』『つまり私に与えられるのです』


    「下手な無伴奏合唱アカペラでも見ているようだな」


    　複数の口が一糸乱れず不気味に動く様を、真ま晴はるはそう形容した。


    「それに、既に発動している禍か歌かをわざわざ詠み上げたのも気に入らない」


    『サービスですよ』『自分がどんな歌に殺されるか』『知っておきたいでしょう？』


    　左ひだり間まの全身にある口が、左間が六ろつ歌か澪れいの死後も忠誠を誓う同輩や部下三六人を同意の上で殺害し、今日のために力を蓄えたことを説明した。


    『洞ほら沢さわくん』『さっき私と屋上にいた青年ですが』『彼には志がなかったので』『無駄死にでした』


    「ああ、そう」


    　真晴は理解した。壮絶な過程を経て、左間は六歌澪の崇拝者を「私たち」と言い表したのだ。それは正しく「左間たち」だった。


    「まったく、今日はなんて日だ」


    『三七』『さっき二度殺されたので』『三五の命が』『あなたを狙ねらいます』『幾つ費やしてもいい』『零ゼロになる前に』『あなたを殺すことができれば！』


    「なるほど、群体レギオンに成り下がったか。一人のときのほうがまだ良い男だったのに」


    『私だってこの姿が醜みにくく』『許されざるものであると知っています』


    　左間は自身の体を見下ろした。自じ[image: ]ちようするようにすくめた肩さえ、鋭利な歯を有した口に覆われている。


    『ですが』『やりたいことではなく』『成すべきことを成すのが』『紳士なのですよ』


    　そして突進。口々に発せられる殺意の言葉がその勢いを後押ししているかのようだった。


    　真晴の迎撃。機銃掃射のような勢いで放たれる桜の花びらを正面から浴びて、左間は確かに死んだ。しかし、次の瞬間には蘇よみがえり、新しい命で一歩踏み出している。にやり、と上品さを捨てて彼の口が幾つか笑った。真晴は舌打ちをして距離を取ろうとする。瓦が礫れきを目隠しにしようとするが、左間は障害となるコンクリートを全身の口で食い荒らしながら最短距離を突き進んでくる。


    　一つの命が一歩に換算されればいい、というように。


    　しかし、そこに罠わながあった。


    　死角に潜ませていた花弁が、瓦礫を食らって口を閉じた瞬間を狙い、左間の四肢ごとコンクリートの壁に縫いつけた。その壁は、不出来な十字架のようなかたちをしていた。


    　異形の全身にある口が、口くち惜おしそうに唸うなる。桜による束縛を力任せに千切ろうと暴れるが、緩んだそばから増援に現れる花びらを上回るほどの成果は上げられなかった。


    「悪いが、競技を変えさせてもらった」


    　ふう、と真晴は大きな息をつく。まともに相手はできない、というのが正直なところだった。


    「お前の残り三十幾つかの命が尽きるのが早いか、わたしの桜が尽きるのが早いか。そういう耐久戦にした」


    　その言葉と同時に、左ひだり間まの体が発火した。


    　苦く悶もんの絶叫が──恐らく体中に存在するすべての口から上がった。


    　肉の焼け爛ただれる暴力的なにおいが夜の廃はい墟きよに漂う。


    　真ま晴はるも左間の束縛と彼の命の焼却、両方に桜を費やさなくてはいけない。板いた花はなとの戦いでの出血、廃病院を倒壊させるために費やした桜──今夜ここに至るまでに失った力が、真晴に重くのしかかっていた。気を抜けば、自由になった左間の体が一瞬で彼女を食い尽くすだろう。


    「多人数で遊ぶ、一人称視点フアーストパーソンのゲームを思い出したよ。敵にやられると復活リスポーンするのだが、運が悪いとトイレの通風口が選ばれる。そうなると悲惨だ。意地悪くトイレに爆弾を仕掛けられると、そこを通らざるを得ないから、生き返ったばかりなのに死が約束される」


    　それはまさに左間が置かれた状況そのものだった。


    「惜おしいな。復活リスポーン時の無敵時間さえあれば──ほんの数秒だけでもあれば、確実にお前の勝ちだったというのに」


    　揺らめく炎に包まれる左間を真晴は眺める。彼女の横顔を、原始的な明るさが照らしていた。


    「……さっきお前が言ったとおりだよ。心酔も崇拝も滅私も、それなりにうつくしい。けれど、それは個人の関係で済ませておくべきだ。多くの人間が一人にかしずくときは必ず噓うそが交じる。それは衆愚だよ」


    　死ぬときはどうせ一人だ。そんな冷徹な認識が彼女の言葉には込められていた。


    「身を尽くすという決意があっても、相手がいないというのは、悲しいな」


    　──ひょっとしたら、わたしも……。


    　そんな続きの言葉は、炎の爆はぜる音に紛れて搔かき消された。


    　桜の炎に果てしなく焼かれながら、左間の全身が意味を持たない声を上げる。壁に縫いつけられた指先が、まだあがいている。


    　それを見て、真晴はいつもの傲ごう岸がん不ふ[image: ]そんな顔を取り戻す。


    　一瞬見せた儚はかなさは、幻のように消えた。


    「なに、心配するな。わたしが行くのもそちら側だ。大将が来るまで、尖せん兵ぺいの任務を果たすがいい」


    



    　　○


    



    　どれほどの時間が経たったのか。


    　夜を照らす炎が、薪まき代わりの桜の力を失って弱まるのとほぼ同時、左間の命の残弾は尽きた。残り火が、惰性で左間の体を焼き尽くしていく。


    　もう声は聞こえない。彼の口は獲物を嚙かみ砕くことなく閉じられたのだ。


    　真晴のほうも正真正銘の限界だった。くすぶった煙を上げる即席の十字架からおぼつかない足取りで離れた。そのうち、弱まった火勢を雨が消してくれるだろう。


    　ぐらり、と体が揺らぐ。真ま晴はるは慌あわてて瓦が礫れきに手をつき、すぐには立ち上がる気力も湧わかず、そのまま腰を下ろしてしまう。桜の禍か歌かはほとんど途絶えかかっているものの、彼女の疲れ果てた意識と同じように、どうにか首の皮一枚残っていた。


    　そして、まだ臨戦態勢を解くつもりはない。そうすることはできない。


    　新たな人影が見えたからだ。


    　刺激的な夜だ、と真晴はひとりごちる。


    「硬貨コインを連投しているわけでもないのに、次から次に挑戦者が現れる。王者の務めとはいえ、辛つらいものだな」


    「──はじめまして」


    　あたりに漂う異臭と煙を一息で打ち払うような、凛りんとした声。


    　尋常ならざる異形を見た直後であっても、その人物の外見は瞠どう目もくに値した。なにしろ、左目の周囲に伝統的な部族が用いるような柄の刺いれ青ずみが施されている。黒い色合いのセーラー服を着ているが、初対面の人間は彼女を「女子高生」というより「刺青の人」として認識するだろう。それほど大きな印象があった。


    　きれいな顔立ちをした少女だった。刺青がなければもっと、という声を上げる者もいるかもしれない。が、真晴の意見では、むしろ刺青によって神秘的な雰囲気が加えられて、より彼女を魅力的に見せていた。


    　顔をまじまじと見られることに慣れているのだろう。真晴の視線にも物もの怖おじしていない。


    「要件はなんだ？　とはいえ、占いの館でもないから、聞くまでもないか」


    「赤あか袂たもと」


    　一瞬、少女が自分の名前を名乗ったのかと思った。しかし違う。


    「覚えてる？　人殺しって、手にかけた人間のことを覚えてるものなのかな」


    「どうだかな……。いまのわたしは見てのとおり満まん身しん創そう痍いでな。頭の回転が普段の三分の一だと思ってもらおう」


    「去年の秋だよ」


    　少女の指先が目の周りの刺青をなぞった。


    「あんたがお兄ちゃんを殺したのは」


    　赤袂は印象深い名だった。


    　忘れるはずもない。


    「新あら栄さか島じまか」


    「変なの……。懐かしそうな顔して」と少女が困惑したように指摘した。「殺した相手なのに」


    「わたしはあいつを憎くて殺したわけではない。あいつが憎くてわたしを襲おそったわけではないのと同じようにな」


    　少女の言うとおり、真ま晴はるは昨年の秋に赤あか袂たもとという歌詠みと戦い、殺あやめた。小さいとはいえ島の住人全員を巻き込んだ、彼女の闘争の履歴において特に印象に残る勝負だった。


    「それにしても……、なるほど、そうかそうか。お前は仇かたき討うちにやってきたというわけだな。血を分けたきょうだいを思う気持ちか。泣かせるな」


    「ううん。違うの」


    　少女は意外にも首を振って否定した。髪に付着していた水滴が軽く飛び散る。一つ一つの動作に自然な愛あい嬌きようがある少女だった。普段は、いまのように浮かない顔よりも笑顔が似合うだろうと思われた。


    「逆だよ。私は、兄が死んでもなにも思えないから、心の冷たい人間だから、せめて仇ぐらいはとらなくちゃって……、そういう動機。そのために近くの人も利用したの」


    「ひねくれてるな。せめて、とか、ついでに、で獲とれるほどこの首は安くないぞ」


    「うん、わかってる」


    　椿つば市いちの足は震えていた。真晴はそれを弱さの現れだとは思わなかった。むしろ、恐怖を克己する意志がうつくしいとさえ思った。


    「お前に一つ訊ききたい」と真晴は少女を見上げた。「そこで焦げた男は、成したいことではなく成すべきことを選んだと言った。さて、お前はどっちだ？」


    「私は……、そんなに偉い志もないの。成すべきでもないけど、正直いまはそんなに成したくもないけど、いましかないから……、ここを逃せば一生ないから、やるよ」


    　少女は目を閉じた。左目の刺いれ青ずみが、また別のかたちを見せる。


    　ここを逃せば一生ないというのは、機会のことか、覚悟のことか。それとも両方か。それを訊くには、既に空気はあまりにも張り詰めていた。


    　わずかに残った桜の残弾が、いつの間にか彼女の周囲に集って攻撃の命令を待っている。危険を感じたら、一片の遠慮も容赦もなく目の前の少女に突き刺すつもりだった。


    （……ん）


    　集中力を高めた副産物として、真晴はもう一人別の人間の気配を察知した。


    　少女の背中側、少し離れたところに学生服を着た少年がいる。


    　極端に疲弊した状態でなければ、もっと早く気づいていたに違いない。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす少年の様子に真晴がほんの少し気にとられた瞬間、少女が高らかに歌を詠みあげた。


    



    　　花の色は うつりにけりな いたづらに わが身世にふる ながめせしまに


    　　　　　　　　　　──花の色は褪あせてしまった。むなしく、長雨の間に。そして私もこの世の中に生き長らえて物思いをしている間に、むなしく年老いてしまった──


    



    　その三み十そ一ひと文も字じが完成した途端、致命的という言葉を真ま晴はるは思い浮かべずにはいられなかった。


    　命に替えても詠まれてはいけない禍か歌かというものがもしあるとしたら、少女がいま口にした歌こそがそれだと思われた。


    　第三者に気をとられて反応が遅れたのが致命的。そしてそれ以上に──この歌を詠まれてしまったのが致命的だと本能が告げた。それほどまでに巨大な、これまで幾百もの禍歌の発動を目まの当たりにしてきた真晴が圧倒されるほどの力を有した禍歌だった。


    　危険を感じて、真晴は桜の花びらを一斉に放つ。


    　遅きに失していることは彼女自身がよくわかっていたが、それでもそうせずにはいられなかった。


    　果たして、少女に向かっていく桜は徐々にその速度を落とした。まるで時間の歩みが真晴と少女の間で異なっているかのようだった。


    　やがて、一枚一枚が人間を殺す力を持つ花びらは力なくぽとりと地面に落ちる。それだけではない。ほんのりと色づいていたそれが、いまは鈍く黒ずんでいる。大きさすら一回り小さくなったように見える。


    　つまり──


    「枯れた……？」


    　思わずつぶやいた真晴の目の前で、少女が力を使い果たしたように倒れた。


    　すべては刹せつ那なの出来事だった。


    　なにかが終わってしまった。そんな気がしてならなかった。


    　桜が枯れた。


    　散るのではなく、枯れた。


    　その事実が意味するところを、真晴はまだうまく把握できないでいる。


    　あたりはどこまでも暗かった。あまりの静けさを訝いぶかしんで夜空を見上げれば、ここ数日降り続いていた雨がいつの間にかやんでいた。

  


  [image: ]


  
    



    三、鎮花祭はなしずめのまつり


    



    　やはり本物の病室は違う。


    　ベッドの傍そばの椅い子すに座りながら振ふる根ねは思った。妙な感心の仕方だが、本心だった。


    　白くて明るい。


    　壁は灰色にくすんでおらず、埃ほこりも溜たまっていない。あの廃病院も、廊下やほかの部屋はともかく、振根たちが隠れ家にしていた病室はそれなりに清潔にしていたつもりだったが、本物とは比較にならない。


    　振根はベッドの上に視線を移した。


    　そこには病衣に包まれた椿つば市いちが横になっている。目を閉じたその顔は眠っているように静かで、この部屋によく似合っている。


    　その目がもう一度開くことがあるのだろうか。悲観的になっているわけでも冷めているわけでもなく、振根は純粋に疑問に思った。


    　椿市は、まるで遠いところへ行ってしまったようだった。起きあがったとき、死後の世界の様子を克明に語り出しても驚かない。


    



    　昨夜、椿市があの歌を詠んだ後、帳とばりノの宮みや真ま晴はるは姿を消した。残ったのは、色褪あせた桜の花びらと、気を失った椿市だけ。そして椿市の右腕は老人のそれになっていた。


    　結果だけ見れば、椿市は勝ったのかもしれない。だれも並び立つ者のいない歌詠みの渾こん身しんの歌を潰つぶし、追い払った。


    　歌詠みの中には、詠む歌と自分自身を一体化させているような人間がいる。帳ノ宮真晴も恐らくそちら側だ。彼女の歌を無力化するということは、彼女の命を奪ったのとほとんど同じ意味に思われた。


    　しかし、一晩経たっても振根はその偉業を称たたえる気になれない。


    「椿市は、それで満足だったの……？」


    　救急車を呼んだのは振根だ。搬送先は近くの総合病院。


    　最初、椿市は戸惑いをもって迎えられたが、途中から医師と看護師が代わり、扱いも変化した。恐らく、歌か典てん寮りようの息がかかった医療関係者なのだろう。考えてみれば、禍か歌かで怪け我がをする人間もいるわけで、彼らを秘密裏に治療する人間も必要である。


    　その医師は振根を質問責めにした。


    　振根は答える気にならず、そのほとんどを下を向いたまま黙殺したが、相手はおかまいなしにしゃべり続けた。好奇心にあふれ、どことなく興奮した様子だった。


    「彼女、椿市さんの容態はふしぎだ。私が見てきた禍歌の中でも抜群に珍しい！」


    　禍歌の代償として、椿市の右腕は衰えている。


    　右手の指先から肘ひじあたりまで、老婆のように皺しわだらけで[image: ]やせ細ったかたちをしている。医師によれば、しかもその老いは少しずつ進行しているとのことだった。いずれ右肩にたどりつき、やがては体全体が老いると予測できる。


    「そうなれば彼女の命が危ない。まったく、どうすればあんな事態になるんだか……」


    　医師は先ほどと同じように好奇心を目に宿したが、振ふる根ねが黙っていると根負けしたように溜ため息いきをついた。


    「そうだ、きみに言付けを頼まれたんだ。ちょっとロビーで待っていてくれ」


    　一方的にそう告げて、医師は白衣をはためかせながら早足に去っていった。


    　仕方がないので、振根は病室を出た。眠りを万が一にも妨げることのないように、静かに。意識のない椿つば市いちを残していく不安がないこともないが、一晩ずっと付き添っていたので別の場所の空気が吸いたいのも事実だった。


    　廊下を歩きながら考える。こんな事態に連絡するような相手に心当たりはなかった。なにしろ、まだ一夜が明けたばかりなのだ。振根はこれから家族向けの無断外泊の言い訳を考えなければいけない。椿市は親元から離れて一人暮らしをしており、家族の連絡先は振根も知らない。


    　ロビーは静かだった。


    　早朝だから、まだ診察時間が始まっていないのかもしれない。看護師たちが何人か忙しそうに動いている。


    　振根がなにげなく座ったソファの近くで、音量を絞られたテレビが無機質な報道番組を映していた。


    　今年の花見は淋さびしいものになりそうです。テレビに映るローカル局のニュースキャスターのそんな発言に、振根の注意は引きつけられる。


    　桜のことを話題にしていた。


    　この州の一部地域の桜に異変が起きている。


    　本来ならつぼみが膨ふくらみ、もう咲いていてもおかしくない桜が、逆に枯れてしまっているという。


    　さらに、その一部地域というのはほぼこの近辺──振根たちが住む都市と、山を挟んだもう一つの都市のことらしい。異変は昨夜から確認された。その他の地域には影響はなく、桜は入学シーズンに合わせて最盛期を迎えようとしている。だから、いまのところローカル局でしか報道されない。


    　振根はもちろん桜の枯死と昨夜の出来事を関連づけて考えてしまう。


    　椿市があの歌を詠んだ廃病院のあたりが異変の爆心地となっているのである。


    「花の色は」から始まるあの禍か歌かは、自身の老化を代償に花を枯らす歌だったのだ。


    　衰退の歌。


    　刺いれ青ずみを「雨あま乞ごいの印」と言っていた椿市。


    　脳裏に蘇よみがえった断片が、すべて繫つながる。


    　椿市は、恐らく帳とばりノの宮みや真ま晴はるの桜を枯らすためにあの歌を詠んだのだ。


    　刺いれ青ずみにどこまで呪じゆ術じゆつ的な効果があったかは不明だが、花散らしの雨が幾日も降り続くのをずっと待っていたのだ。


    　禍か歌かで雨を降らせることはできる。体系的な教育を受けていない野良の歌詠みである振ふる根ねもそのくらいは知っている。しかし、一時の雨ではいけないのだ。


    　ながめせしまに。


    　ここには「眺め」と「長雨」がかかっている。


    　雨が長く降り続いていること。それがあの禍歌の発動条件の一つだったのだろう。


    　そして椿つば市いちの歌は暴走し、周囲に飛び火し、帳とばりノの宮みや真ま晴はるの禍歌だけではなくふつうの桜まで衰えさせてしまった。


    　それが一連の出来事の真実らしかった。


    　ニュースは、桜の異変は新種の病気かと推定し、これから専門家に調査が依頼されるとして終わった。速報のような扱いだったが、昨日今日の出来事なのでそれも当然だろう。


    　廃病院の倒壊はまだニュースになっていない。禍歌が絡んでいると気づいた歌か典てん寮りようが手を打ったのかもしれないし、これから報道されるのかもしれない。


    



    　なにかが変わってしまった。


    　椿市があの歌を詠んでから──否、その前からだ。


    　急に帳ノ宮真晴を倒すと言い始めた。そのためにあの歌を詠んだ。詠むためには、花の色を奪う長雨が必要だった。椿市は目元の刺青を「雨乞いの印」と言った。ということは──すべては椿市が刺青を入れたところまで[image: ]さかのぼる。


    　それに、彼女自身が言っていたではないか。


    　遅れてあの場に駆けつけた振根も、椿市が真晴に言ったことを聞いている。兄の、赤あか袂たもとの仇かたき討うちだ、と。


    　それが昨年の秋。


    　そこから今年の春まで、椿市はひとりで機会をうかがい、準備してきた。


    　その半年の間に割り込めなかったことを、振根は残念に思う。


    　椿市に[image: ]だまされ利用された──とは思わなかった。


    　なぜなら、そう思わせることが椿市の策略だからだ。


    　いまならすべてが繫がる。真晴と対たい峙じしたときに「利用している」と言ったのは、振根に聞かせるため。自分に失望してもらうため。間違っても、振根が真晴に挑まないように。


    　数日前、廃病院の階段を上る振根に椿市が聞かせた歌は保険だったのだ。「兄の仇を討つために利用していた」という直裁な言葉を振根に聞かせられなかった場合、去年の秋の出来事にたどりついてもらうための手がかり。


    　椿市の以前の宣言によれば、帳ノ宮真晴の桜を打ち倒すのは振根の梅だったはずだ。しかし、彼女は実際には振ふる根ねの助けを必要としなかった。椿つば市いちの言葉と実際の行動にはずれがあり、それは端的にいって噓うそをついていたということになる。


    　昨夜耳にした言葉──新あら栄さか島じまについては、携帯電話で検索すればすぐにわかった。


    　それは日本海に浮かぶある小島で、帳とばりノの宮みや真ま晴はるは島民全員、二〇〇人を皆殺しにしたらしい。その中に椿市の兄、赤あか袂たもとも含まれていた。


    　一体どのようなことをすれば島民全員を敵に回す事態に陥おちいるのだろう、と振根は首をひねった。想像もつかない。


    　しかし、これで理由はわかった。


    　椿市は兄の仇かたき討うちがしたかったのだ。


    　それが帳ノ宮真晴にこだわった理由。


    　顔面に刺いれ青ずみを入れたのもそうだ。雨あま乞ごいの印以上に、覚悟を刻みたかったのだろう。


    　あの歌を詠むためだけに、去年の秋から椿市は生きてきたのだ。


    　椿市の頭の中には、復ふく讐しゆうしかなかったのだろう。梅と桜の争いなどどうでもよかったのだ。振根を主役にするつもりなどなかったのだ。


    「──って、僕に思わせたいんだろ」


    　そう。「椿市が自分を利用していた」と振根に気づかせるまでが椿市の策略。そうでなくてはおかしい。


    　たとえば数日前、明みよう瓦がと出会った日。振根は廃病院の階段を上っている途中、赤袂に関する椿市の歌を聞いた。彼女は監視カメラで振根が来たことを知ることができた。椿市はわざと聞かせたのだ。自分が消えた後、振根に「そういえばあんなこともあった」と怪しんでもらうために。


    　振根は椿市の策略にたどりついた。一度もレールを逸それることなく完走した。


    「だから、ここから先は僕の好きにしていいよね……」


    　椿市を恨む気持ちはない。


    　なぜなら、彼女の根底にあったのは振根を巻き込まないようにという気遣いだったからだ。梅の毒で帳ノ宮真晴を仕留められればいいと思っていたのは本当だろう。しかし、廃病院そのものが破壊され、それが無理となると、振根を巻き込まないようにした。帳ノ宮真晴に振根の顔を見せて関かかわりをつくりたくなかったのだろう。


    　しかし、その気遣いが嬉うれしいかといえば、そうではない。


    　やはり置いていかれたという淋さびしさが募る。


    　自分がもっと頼りになれば、という後悔も強く胸に残る。


    　だから、いま自分がすべきは──


    「帳ノ宮真晴を倒すことだ……」


    　自分に言い聞かせるように振根はつぶやく。それは独り言であり、小さな声だったが、彼の内側に確かな芯しんを与えてくれた。椿つば市いちを失ったことに耐えるための補強だ。


    　前向きにやろう、と思った。


    　帳とばりノの宮みや真ま晴はるはいま桜を失い、酷ひどく弱っている。椿市の決死の歌のおかげだ。


    　振ふる根ねが帳ノ宮真晴にとどめをさす。


    　そうしなければいけない。


    　そうしなければ追いつけない。


    　そうすれば、無限に近いほど空いたこの距離を詰められる……かもしれない。


    「……よし」


    　目的意識が定まった。集中しよう、と振根は思った。ほかのことがなにも見えなくなるほど、考える暇もないほど。


    　走り続けなければ。もう二度と置いていかれないように。


    　まずは帳ノ宮真晴の居場所を知る必要がある。いつまで彼女が桜を失ったままなのかわからないが、早いほうがいいのは間違いないだろう。


    　しかし、ここではたと困った。


    　居場所を知る手段が思いつかないのだ。


    　明みよう瓦がなら知っているかもしれない。しかし、彼も昨夜以来姿を消している。例のトランプに記された電話番号にかけてみたが、繫つながらなかった。


    「いや、待たせてすまない」


    　静寂をかき乱すような乱雑な足音を立てながら、ようやく医師が現れた。手には二つ折りにした白い紙。


    　振根はそれを黙って受け取り、中を見た。


    「鎮花はなしずめの祭まつりの日、お披露目される仏像を帳ノ宮真晴が狙ねらっているような動きがある」という内容が、どこか慌あわてたような筆跡で書かれてあった。


    　どうしてそんな情報を振根に伝えてくるのかと思ったが、続けて「会場がきみの家に近いので、念のため連絡した。万全の警備体制を敷くが、万が一ということがあるから、絶対に近づかないように」と書かれてあった。末尾には、「傷ついたお友達のためにできる限りのことはする。心配無用」とも。


    　相手は椿市の状況も知っているらしい。だからこそ、この病院に振根宛あての伝言を送ってきたのだろう。禍か歌かに通じた医療関係者を手配したのもこの相手かもしれない。


    「今日は何日でしたっけ」


    　振根は医師を見上げた。


    「三月二十九日だ」


    　鎮花祭が開催されるのは三月が終わる日──急なことに明後日らしかった。


    　帳ノ宮真晴の居所の問題もこれで解決した。明後日、鎮花祭の会場に赴おもむけば確実に彼女に会うことができる。


    「これ、中身を読みましたか」


    　振ふる根ねは立ち上がり、紙を再び折った。もちろん、内容が見えないように中折りで。


    「いいや。私はこれでも古参でね。どうして六ろつ歌か澪れいがいたときも、いなくなったいまも立場が変わらずにいると思う？　余計なことに首を突っ込まないからだ」


    　医師は肩をすくめた。


    「これから仇あだ討うちかね？」


    「そんな格好のいいものじゃないです」


    「ふうむ。……ところで、きみと彼女はどういう関係なのかな？」


    　振根はとっさに答えられなかった。相手が深い考えで発した質問でないことはわかっている。しかし、胸の特に柔らかい部分を刺されたような息苦しさがあった。


    　友人、しかなかった。それなりに濃密な時間を長く過ごしてきたつもりだったが、家族と呼べるほどではないし、もちろん恋人でもない。


    　けれど、その友人という響きさえぐらついている。


    　椿つば市いちは徹頭徹尾、振根を案じていた。振根はそれを確信している。けれど、それが誤っていたところで──つまり、椿市が振根を策略の駒こまとして使っていたところで、なんの問題もない。


    　結果は変わらないからだ。


    　たとえば、椿市が最初から正直に事情を振根に話していたら、振根は協力していた。


    　また、椿市が事情を隠し、途中でぼろを出していたら、振根は気づかないふりをして協力していた。


    　どちらにしても、今回と同じだ。


    　だから、振根の思考は「これからなにをすべきか」という方向に注がれていた。


    　迷いはある。帳とばりノの宮みや真ま晴はるも椿市も、自らの命を懸かけて歌を詠んでいた。振根はそれが理解できない。自分には真剣味が足りないのかもしれないと思う。


    　しかし──


    　全力でなければいけないのか。


    　命懸けで詠まなければいけないのか。


    　正面から向かい合って歌を愛さなければいけないのか。


    　振根は、じっとこちらを観察している医師を正面から見据えた。


    「その答えを見つけにいきます」


    



    　　○


    



    　長く降り続いた雨がやんでから、春らしい陽気となった。


    　草木も頸くび木きから解き放たれたように伸長し、日光を受けて青々しく輝いている。充分な水分を含んだ土壌が、それを支えていた。


    　変化と成長に満ちた、春を体現したような庭。


    　その夕方の庭を、帳とばりノの宮みや真ま晴はるは縁側でぼんやりと眺めている。


    　傍かたわらには二匹の猫。ブチ猫とトラ猫だ。護衛のように真晴の両側に控えて丸まっている。


    「…………」


    　抜き足差し足、これ以上ないほど静かで自然な所作を意識しながら、柄がら井い夕ゆう暮ぐれは一人と二匹に近づいていく。両手に小ぶりな盆を抱えている。緊張していた。こんなに硬くなったことは以前の職場でもないかもしれない。


    　対象の一メートル以内まで接近できた。よし、と心の内で腕まくり。


    　夕暮はひとまず膝ひざを折って盆を置こうとしたが、わずかな物音に反応した猫二匹は体を起こすと、示し合わせたように縁側から庭へ飛び込んでいってしまった。


    「あぁ……」


    　悲嘆の溜ため息いきを漏もらす夕暮。予想以上に情けない声が出てしまったが、残念な気持ちは本物だった。


    　彼女は猫を撫なでたかったのだ。


    「……あの猫、いつもいるわね」


    「そうだな」


    　ひと月ほど前から住み始めたこの家は、猫の溜たまり場になっていた。


    　前の住人が猫好きだったのか、空き家だった時期に住み着かれたのかはわからない。よく見かける顔が少なくとも三匹。ほかにも、ひさしぶりに寄ってみた、というようにふらりと顔を出す猫もいる。雨の時期は軒下でおとなしくしていたのだが、春の陽気に誘い出されたらしい。


    　二匹の猫は庭の木陰で体を伸ばしていた。真晴には黙っていても寄ってくるのだが、夕暮はなぜか怖がられているらしく、物理的な接触はまだ一度もなかった。


    「なにかにゃんこ──いえ、猫に怖がられないコツがあるの？」


    「さあ」


    　隣の人物からは腑ふ抜ぬけた答えしか返ってこない。


    　夕暮は盆を脇わきに置き、ちらりとその横顔をうかがった。


    　帳ノ宮真晴は危険な人物。本人と出会う前、夕暮はそう聞いていた。


    　[image: ]うわさだけで判断するほど短絡な人間ではないつもりだったが、皆が口を[image: ]そろえて言うことを疑うほど天あまの邪鬼じやくでもない。だから、帳ノ宮真晴はやはり近づいてはいけない種類の人間なのだろうと思っていた。


    　こうやって当人と暮らしていて、その認識は改められるどころか、ますます補強された。


    　帳ノ宮真晴は血を恐れない。


    　自分の血も他人の血も等しく軽んじている。


    　倫理観が破は綻たんしているように見受けられることもある。


    　上から目線で傲ごう慢まんに他人を見下しているかと思えば、妙に挑発に乗りやすいところもある。


    「帳とばりノの宮みや真ま晴はるは危険な人物」


    　ここ数か月の報告書を提出しろと言われたら、夕ゆう暮ぐれは結論部分にそう書くだろう。


    　ただし、「それだけである」と付け足す。


    　うまく表現できないが、帳ノ宮真晴はその生き様でなにか大きなかたちを描こうとしているような気がしていた。彼女の生命が終わったとき、初めて完成するようななにかだ。


    　しかし、桜が枯らされて以来、真晴はその危うい雰囲気を喪失してしまった。


    　染めたとは思えないほど自然で鮮やかな金髪。夜は闇やみに溶け込み、昼間は異質さを際立たせる黒いレザージャケット。うつくしく鋭利な横顔。


    　いつもどおりの格好をしていても、なにか違う。


    　その原因は珍しく怪け我がを負っている点には求められない。


    　張り詰めていた弓の弦つるが緩んでしまったような頼りなさを、その横顔から感じた。


    　不意に、夕暮は真晴に礼を言いたくなった。


    　とらわれた自分を助けてもらった謝意をまだ伝えていない。昨夜、廃病院が倒壊したときのことは記憶に残っているが、それから夕暮は気を失い、目を覚ましたのは今日の朝のことだ。


    　夕暮をこの家まで運んでくれたのはもちろん真晴だろう。ほかにはだれもいない。


    （自分だって怪我してたのに……）


    　夕暮の意識が戻ってからは、真晴の枯れてしまった桜に話題が移り、なかなか言い出す機会がなかった。


    　不自然であろうと、伝えておかなければいけないことがある。これ以上ないほど刹せつ那な的に生きる真晴とのこれまでの共同生活で、夕暮はそう感じることが多かった。ここは、それに準ずるべきだろう。


    「あの、ね」


    「ん？　なんだ」


    　夕暮は深呼吸をした。


    　しかし、いざ伝えようと思うと妙な羞しゆう恥ち心しんが邪魔をして、出てきたのはまったく別の話題だった。


    「ねえ！　そういえば、お地蔵さまを略奪するんじゃなかったの？」


    「やらない」


    「どうして」


    「だって、犯罪じゃないですか」


    「口調まで変なことになってるわよ、あなた」


    　違和感が目に余るほどになってきた。こうなると、謝意を伝えるどころの話ではない。


    「そんなことありませんよ」


    「ほら。そんなに桜が枯れたことが悲しい？　ちょっと情けないんじゃない！」


    「そうではない」


    　やっと真ま晴はるが夕ゆう暮ぐれに顔を向けた。口の端が笑っている。どうやら、いまのは夕暮をからかっていたらしい。


    「反省していたのだ」


    　それは帳とばりノの宮みや真晴から最も遠いところにある言葉のように思えた。


    「なにを……？」と夕暮は恐る恐る横顔を覗のぞきながら訊きく。


    「わたしの油断を。そして慢心を。命を[image: ]として歌を詠む人間など、わたし以外にいるはずがないと、驕おごっていたのだよ」


    　それまで縁側の縁に足をぶらぶらさせていた真晴は、手を使ってあぐらをかいた。


    「あの刺いれ青ずみ娘は、詠んだ時点で自分の命は捨てていいと思っていたのだ」


    　真晴の視線を追って、夕暮も庭を見る。


    　枯れた花びらが飛んでくる。それがあたりから流れてきたものなのか、真晴の死んでしまった歌によるものなのかはわからない。


    「わたしとは少し……、だいぶ違う」


    　帳ノ宮真晴が詠む桜の禍か歌かは二つの顔を持っている。本人から教えられたわけではないが、幾度か見ているうちに夕暮はその特性に気づいた。


    　一つ目は、ふつうに詠む場合。桜の花びらが彼女の周りに現れ、意のままに操ることができる。


    　二つ目は、条件を設定して詠む場合。たとえば「敵を倒せなければ死んでもいい」など念じながら詠むと、一つ目とは比較にならないほど強力な桜花を操ることができる。


    　その代わり、目標が達成できないとき、あるいはその桜花がすべて尽きたときは詠み手が死に至る。捨て身の大技のようなものだが、真晴が好んで詠むのがこちら側であることはいうまでもない。


    「個人的には、あの子のほうがエライとは思えないけど」


    　夕暮も、真晴が桜を失っただいたいの経緯は聞いていた。顔面に刺青を入れたふしぎな少女が、兄の仇かたきをとるために命を[image: ]したのだ。


    　半切断された舌、右肩の裂傷などの傷は順調に回復しつつあったが、依然として真晴の桜は封じられたままだ。


    「だってそうでしょう？　あなたたちのような命知らずの価値観はよくわからないけど……、チキンレースで海に全力で突っ込むやつを褒ほめてるようなものよ、それ」


    「お前、もしかしてわたしを元気づけてくれているのか？」


    「んなっ……、わけないでしょうが。あなたのほうが質たちが悪いねって責めてるの！」


    「やっぱり褒ほめている」


    　真ま晴はるは目を細めた。


    「わたしの狂気はお前のお墨付きか。愉たのしからずや」


    「だから違うって……」


    　真晴は、照れるな照れるな、とからから笑った後、レザージャケットのポケットを探り始めた。


    「戯たわむれに落ち込んだふりをしてみたが、やはり性に合わんな。わたしをわたしたらしめるのは、行動しかない。というわけで、これを出してきてくれ」


    　差し出されたのは糊のりづけされていない封筒。いつもの癖くせで、夕ゆう暮ぐれはついそれを受け取ってしまう。


    「なにこれ」


    「なにを驚いている。わたしが犯行予告好きであることはそろそろ把握してもいいころだと思うがな」


    「これは呆あきれてるの」


    　夕暮が中を確認してみると、その内容は確かに犯行予告としか表現できないものだった。鎮花はなしずめの祭まつりで公開される秘仏──以前、夕暮とともに下見した仏像を奪うという、この上なく自分勝手な欲望が書かれている。


    「桜が咲いても枯れても、わたしはこういうことしかできない。それが確認できたよ。あとは完しし道みち次第だな……」


    　真晴が独り言のように付け足すと、夕暮は首をかしげた。


    「祝はふり園ぞのは、別にあなたの状態を知らないでしょ」


    　昨年の事件の際、夕暮も完道と関かかわりがあった。


    「ふん。お前は運命に選ばれた男女の結びつきの強さを知らんのだよ。完道なら、いまこの瞬間わたしの窮地を知って駆けつけてきてもふしぎではない」


    　真晴は人差し指を口に当て、まあ待てというような仕草。


    　一秒、二秒……。当然、だれも駆けつけてこない。


    「あ、夕刊、今日はちょっと遅いわね」


    　夕暮が戸口のほうを気にした。


    　まあいい、と憮ぶ然ぜんとした表情で真晴は腕を組んだ。


    「わたしの命運はすべてあいつに託す。……ところで、さっきから気になっていたがそれはなんだ？」


    　真晴に言われて、夕暮は盆を二人の間に置き直した。


    「別に隠してたわけじゃないわよ」


    　前回の梅うめケが枝え[image: ]もちと違い、外見でわかる。それは桜[image: ]だった。


    「ふむ。先日の毒味の意趣返しか」


    「違います」


    　夕ゆう暮ぐれは食べ物に釣られて猫がやって来ないかと期待して庭を眺めてみたものの、木陰で休む二匹はいつのまにか寝入っていた。それはそれで微笑ほほえましい。


    　その間に真ま晴はるは桜[image: ]をつまみ、怪け我がをした舌に染みるだろうに、涙目になりながら飲み込んでみせた。どうだ、と言わんばかりに夕暮を見上げる。


    「さて……、そろそろ手紙を出してきてほしいのだがな？　なにせ明後日だ。速達で頼むぞ。自信のなさゆえの奇襲だと誤解されでもしたら、桜が枯れるより辛つらい」


    



    　　○


    



    　夕暮が渋々ながら封筒を手に家を出ていってから──


    「意外に紳士的だな」


    　一転して静かになった、夕陽が柔らかく差し込む空間で、真晴は語りかけた。もちろん独り言ではない。


    「まあね」


    　応じたのは少年の声。


    「こないだ紳士が一人あんたに殺されたから、オレがその穴を埋めないと」


    　庭ではない。家の敷地の角、真晴からは死角になっているところから、音もなく甕みか星ほし明みよう瓦がが姿を現した。


    「いつもどおりの姿だな」


    　真晴が明瓦の赤いパーカーを認めて言った。今日はフードまでは被かぶっていなかった。


    「そういうあんたは、いつもどおりじゃないみたいだけど？」


    「桜のことを言っているのか」


    　当然、と明瓦はうなずいてみせた。


    「昨日の、実は全部オレが仕組んだことだったんだよ」


    「そんなことだろうと思った……。で、今日はお命頂戴に来たというわけか。かしましい会話ガールズトークに割り込まなかった配慮は褒ほめてやろう」


    　明瓦はいましがたやってきたわけではない。真晴が夕暮と会話していたとき、既に家の角に潜んでいたのだ。


    　真晴は当然それに気づいていたが、夕暮にはあえて知らせなかった。明瓦が安易に出てこない以上、用件があるのは自分に対してだろうと思ったからだ。


    　そして、どうやらそれは正しかった。


    「じゃあ、褒美にその桜さくら[image: ]もちくれよ」


    「断る。甘味不足の昨今、正式な客人ならともかく、門から入ってこないような不法侵入者に渡す桜[image: ]はない。全部わたしのものだ」


    　ちぇっ、と大して惜おしくもないように舌打ちして、明みよう瓦がは縁側から数メートル離れたところで足を止めた。桜の歌の使えない真ま晴はるに脅威があるかないか確かめているような、無造作な接近だった。


    　その拍子に、足音か気配に感づいたのか、木陰で寝ていた猫二匹が目を覚ますと庭の隅にすばやく消えてしまった。


    「しかも全部かよ。ちっとは同居人に残してやれよ」


    「ふん。与えられるだけでは強くなれまい」


    「いやいや、その桜[image: ]、そもそも柄がら井いが持ってきたのだろ」


    　どうやら明瓦はその場面から見ていたらしい。


    「あいつのものは大抵わたしのものだ」


    「命も？」


    　明瓦の問いに、真晴は破顔して何度もうなずいてみせた。


    「核心を突くじゃないか！　昨日のことを言ってるのだろう？　あいつが人質にとられ、わたしは助け出した」


    「結果論だけどな」


    　明瓦が雑まぜっ返す。廃病院を破壊し、あわや縛られた夕暮まで巻き込むところだったことを言っているのだろう。


    「もっと根本的なこと訊きくけどさ、なんで柄井を傍そばに置いてるわけ？　帳とばりノの宮みや真晴ともあろうお方が共依存にずぶずぶ溺おぼれてるわけじゃねえだろ？　はっきりいって足手まといのあいつとあんたが一緒にいるメリットはねえだろ」


    「影武者が欲しかったのだ」


    「はあ？」


    「本人にも言ったぞ。信じてはもらえなかったがな。まあ、実は影武者云うん々ぬんは方便だ。本当の理由は別にある。聞きたいか？」


    　返答を待たず、真晴は一方的に言う。


    「わたし自身の変化を観察したかったのだ。数年前に家を出て以来、ずっと一人だったものでな。他人と──お前の言葉を借りれば足手まといという、守るべき存在を持ったら帳ノ宮真晴はどうなるか、見てみたかったのだ」


    「…………」


    「なに、ごく簡単にいえば嗜たしなみだよ。王者には影武者も必要だが、慈悲の心も必要だ」


    　明瓦は真晴から目を逸そらし、鼻で笑った。理解できないという動作のようだった。正直な心境を吐露してやったのに、と真ま晴はるはやや不満に思った。


    「煙にまかれてやるかよ……。あんたが強がってる以上に満まん身しん創そう痍いなのはわかってんだから」


    　満身創痍。それは確かに明みよう瓦がの言うとおりだった。


    　昨夜受けた傷を、真晴は禍か歌かの桜で治療していた。連続する戦いと並行して、である。


    　しかし、刺いれ青ずみが特徴的なあの少女に禍歌を詠まれた瞬間から治療は止まった。既に底が見え始めていた真晴の桜は例外なく色褪あせ、幽現界カクリヨの力を失くしたからだ。攻撃に使うことはもちろん、身体能力や治癒力の強化に使うこともできない。


    　つまり、真晴の傷は癒いえていない。


    「お前はわがままだな」


    　唐突に真晴が言った。


    　あぐらをかき直し、いかにもつまらなさそうに吐き捨てた。


    「歌詠みは絶滅させたい。でもその手段に歌は使いたくない。理想と現実の間に聳そびえる禍歌という山をどうやって乗り越えるつもりだ？」


    「なにが言いたいんだよ」


    「お前──本気で歌を滅ぼす気なんてないんじゃないか？」


    　さくり、という音がした。


    　真晴の手のすぐ近く、縁側に小ぶりなナイフが刺さっている。明瓦が抜く手も見せずに投げたものだ。


    　少年の顔には、舐なめるなという憤いきどおりが滲にじんでいる。


    「ふむ。外しても脅し、手元が狂って当たってしまったら怒りに任せた攻撃ということにすればいい。なかなか考えられた手法だ」


    「ほんっと口が減らないのな……」


    　呆あきれたように息を吐いて、明瓦は座り込んだ。土の上にもかかわらず真晴を真ま似ねたようにあぐらをかき、膝ひざの上で頰ほお杖づえをつく。


    「あんたを殺せば変わるはずなんだ」


    　自分に言い聞かせているような口調だった。


    「なにが？」


    「なにかだよ。わかるだろ……」


    　明瓦は表現に困ったようで、空中でむやみに両手を動かす。


    「あんたは大物だし、死んだところが正直想像できない。殺しても死なねえんじゃないかって気が、オレだってしてる。だから……、そうだ！　最強の歌詠みが力を奪われて失意のうちに死ねば、ほかの歌詠みだって、おや、オレもやばいかもって思うじゃんか。そうだよ、それが変化だ」


    「その後は」


    「あー……、みんな怖がって歌を手放す」


    「おやおや、ずいぶん飛躍したな。それはお前の願望だろう」


    　対する真ま晴はるは明らかにおもしろがっていた。


    「この国に生きる大多数の人間は歌を知らない。けれど、歌は滅びずに千数百年の時を刻んできた。権力に目をつけられ、風流な人間に奪われ、野暮な人間に奪い返され、自分以外の者に詠まれるならいっそのことと燃やされ、自己顕示欲の足場になり、独占欲の[image: ]え食じきになり──それでもまだその血脈を保っている。なぜだかわかるか？」


    「…………」


    「愛されているからだ。歌を知らずとも、滅ぼしたくないという集団の意思が確かに存するのだ。だから、わたしを殺しても歌は滅びない。完しし道みちを殺しても歌は滅びない。歌はだれのものでもないからだ」


    　最後まで黙って聞いてから、言葉の意味を嚙かみ砕き、判断するような間を置いて、明みよう瓦がは無言で立ち上がった。


    　押し殺したように言うのは、


    「そっちはあんたの願望だ」


    「そうだな」


    「結局、[image: ]かける側の違いってことだな」


    　良い眼めだ、と真晴は思った。


    「殺意を通り越した透明だ。その眼になら、一度くらい殺されてみるのも悪くない」


    　明瓦が静かにナイフを構える。


    　死が、これまでの生涯におけるどの瞬間よりも目前に迫っていた。


    　しかし、恐れはない。いつか散るのだと──常に死を意識しながら生きてきた。それは宿命のようなものかもしれない。今日、たまたまその境界を一歩踏み越えるというだけのことだった。


    「話し合いは決裂か」


    「あれで話し合ってたつもりかよ」


    　信じられねえ、というように明瓦は顔をしかめる。


    「しかし、弱り目を的確に突いてくるものだな」


    「いいだろ、別に。最初からこれが目的だったんだから。漁夫の利ってやつ？　歌詠み同士潰つぶし合ってもらって、弱ったほうをオレがいただく」


    「褒ほめている。ほんとうだ。ところで、頼み事があるのだが」


    「冥めい土どの土産みやげ？　帳とばりノの宮みや真晴ともあろう人間が、ありきたりだな」


    「お前の妹が死に際に遺のこした歌を教えてくれ」


    「……覚えてたのかよ」


    　彼の妹は、六ろつ歌か澪れいの跡継ぎとしての人生を強要され数年前に死んでいた。それが彼が歌詠みと歌を憎む理由だった。


    　昨年の冬も真ま晴はるはその辞世の詳細を尋ねたが、断られていた。


    「ほらほら、教えてもらえないとなると、化けて出てやるぞ」


    　どんな逡しゆん巡じゆんがあったのか、やがて明みよう瓦がは舌打ちしながら携帯電話を取り出し、なにごとか打ち込んだ後、真晴に向けた。意地でも歌を詠みたくないらしかった。


    　夕陽を受けてかすれたように見づらい画面には、こう書かれていた。


    



    　　生くべくも 思ほえぬかな 別れにし 人の心ぞ 命なりける


    　　　　　　　　　　──もう生きていられそうに思えない。別れてしまった人の心が私の命であったのだ──


    



    「なるほど」


    　思わず微笑ほほえんだ真晴を、明瓦が見み咎とがめる。


    「おもしろいか？」


    「気分を害したなら謝るよ。お前の妹を[image: ]あざける意図はない。微み塵じんもない。わたしが笑ったのはお前だ」


    　大きく息を吐きながら真晴が言う。


    「甕みか星ほし明瓦。お前はその歌について重大な勘違いをしているよ」


    「……どんな」


    　一応聞いてやる、という口調で明瓦が問い返す。


    「自分で気づくべきだ」


    「おいおい、ここまできてお預けは酷ひどいだろ。オレ、我慢強くないんだよ」


    「知っている」


    「……言え」


    　これみよがしに夕陽を反射させたナイフに、真晴はもちろん表情を変えない。


    「お前、なにか勘違いしていないか。これは命いのち乞ごいでも交渉でもない。ただの人生の延長、余計な会話だ。さあ、そのナイフを適切に使え。本来の用途で使え」


    「…………」


    　明瓦は明らかに動揺していた。目が泳ぎ、恐らく無意識に拳こぶしを握りしめ、もっと真晴を脅すべきか、忠告を素直に受け入れるべきか判断に困っていた。


    　やがて、少年の肩からふっと力が抜けた。深い息をついてから、改めていまから命を奪うべき標的を──真晴を見据える。


    　しかし、その表情からは先ほどの澄んだ殺意が消えていた。迷いで濁ってしまったのだ。


    「危うく[image: ]だまされるところだったぜ……。どんな言葉を弄ろうしたって、あんたがいま無防備なことに変わりはない」


    「そのとおりだ」


    　いいぞ、その調子だ、というように真ま晴はるがうなずく。


    「桜は枯れた」


    「そのとおりだ」


    「潔く散ることもできず、あんたは少なからず戸惑ってる」


    「そのとおりだ。力及ばず散ることは覚悟していても、こんなふうに枯れたまま生き延びる自分を想定したことはただの一度もなかった」


    　けれど、それでも、だがしかし。


    　彼女はこれでもかと逆接を重ねる。幾ら否定しても足りないというように。


    　否定の果て、最後に残ったものこそが無二の事実だというように。


    「わたしはまだ帳とばりノの宮みや真晴だ。ありがたいことにな」


    　真晴はすくりと立ち上がった。多くの傷を負い、禍か歌かさえ失ったがゆえの誇りに満ちた表情で縁側の上から明みよう瓦がを見下ろす。


    「さあ、ナイフを投げろ。始めの合図を出せ。それでようやく──わたしは帳ノ宮真晴ではなくなる。ただし、一撃で仕留めろ。いいな？」


    　空気が張り詰める。


    　それに改めて気づいたというように、明瓦がごくりと喉のどを鳴らす。


    　ここだ、と真晴は指先で自身の頭をさした。


    「でないと──わたしが必ずお前の喉笛を嚙かみちぎる。お前、もしかして勘違いしていたのか？　確かに、いまのわたしはこの世に生を享うけてこの方、最もか弱い。だがしかし、座して死を待つ存在でないということだけは一貫しているのだよ。狩人の側にも命を懸かけさせるぐらいはやるさ」


    　場の緊張がこの上なく高まっていく。夕陽が落ちていく音さえ聞こえそうなほど静かだった。


    （ここで死ぬわけにはいかない──完しし道みちの知らない歌をまだ見つけていないからな）


    　噓うそをついたつもりはないが、本音は最後まで隠しとおした。


    　これ以上尽くす言葉を持たない二人が睨にらみ合う。


    　手負いの側がふてぶてしい笑えみを浮かべ、致命傷を与えられる武器を持った側が額に汗を滲にじませて──あべこべの体勢で。


    　そのとき、一触即発の空気を猫の鳴き声が裂いた。


    　間延びした声ではない。猫同士の喧けん嘩かで発せられるような、切羽詰まった声だった。それも二匹分。続いて声の主──ブチ猫とトラ猫が家の門のほうから現れ、真晴と明瓦の間を無造作に通りすぎると、その勢いのまま跳躍力を駆使して縁側に上り、和洋折衷の家の中に突入していった。


    　なにかに追われているような様子だった。


    　二匹の連続した足音が徐々に遠ざかり、余韻となる。


    「…………はあ」


    　と、気の抜けた溜ため息いきをついたのは明みよう瓦がだった。投げナイフをしまいつつ、真ま晴はるの目を見ず、「帰るわ」と告げた。


    「あっちからにしろ。門の反対側だ」


    　真晴が示した方向に、明瓦は不承不承向かっていく。なにを言っても蛇足にしかならないとわかっているようで、未練も見せずに無言で去っていった。


    　手持ち無ぶ沙さ汰たになった真晴が仕方なく桜さくら[image: ]もちをつまんでいると、夕ゆう暮ぐれが戻ってきた。玄関に上がる前に、とぼとぼとした足取りで庭に回ってきたのである。配慮の甲か斐いあってか、明瓦とは鉢合わせしなかったらしい。


    「逃げられちゃった……。にゃんこ……、いえ猫がね、塀の上にいたの。それで、いまなら触れるかなって思ったんだけど」


    　説明の途中で、夕暮の視線が縁側に釘くぎ付づけになる。


    「この足あと……、ひょっとして」


    「ああ、猫だ。いまごろ家の中は大荒れだろうが、お前に責任がある。ちゃんと捕まえて、つまみ出せ。二匹ともだぞ」


    「それって、捕まえるってつまり、触っていいってことよね！　やたっ」


    　成人している娘とは思えない無邪気な笑顔を見せると、夕暮は履き物を脱ぎ、喜びを体現化したような軽やかさで廊下を進んでいった。


    「不慮の事態だ……。認識を改める必要があるな」


    　残された真晴は桜[image: ]をひとつ手にとり、そこに重大な哲学が記されているかのようにじっと眺める。彼女にしては珍しい表情──微苦笑が浮かんでいた。


    



    　　○


    



    　三月三十日の昼下がり──郊外に建つ祝はふり園ぞのの屋敷。


    　台所で包丁を扱っていた完しし道みちのところへ、藍あい佳かがやってきた。


    「あれ、小こ糸いとと遊んでたんじゃないの」


    　藍佳はバドミントンのラケットを持っていた。庭で小糸と遊んでいるのである。よく見れば、白い胴着と紫し紺こんの袴はかまに少しだけ土つち埃ぼこりがついている。


    　単純な身体能力では勝ち目がないため、小糸は藍佳と遊ぶ際、慣れの比重が大きい競技を選んでいる。ただし、慣れてくると途端に藍佳が勝ち続ける。バドミントンは今日で三回目のため、そろそろまた別の遊びを考えなければいけない時期だった。


    「ゆうびんやさんが来て、おてがみとどけてくれました」


    　藍あい佳かが封筒を差し出してきた。


    「どうも。速達か……、珍しい」


    「あと、こいとがおなかすいたから、なにかうばってこいって」


    「こらこら」


    「おてつだいすること、ありませんか？」


    　藍佳が台所をきょろきょろと見回す。


    　小こ糸いとの希望で、夕食は鍋なべにするつもりだった。完しし道みちは食材の下ごしらえをしているところだった。


    「そうだね……」


    　藍佳に包丁を使わせるのはいかにも危ない。なので、完道はそら豆のサヤから中身を取り出す仕事を頼むことにした。鍋の具材にするのではなく、終わったら塩しお茹ゆでして小糸に持っていかせるつもりだった。


    　藍佳は喜び勇んで手を洗うと、椅い子すに座ってそら豆と格闘し始めた。


    　完道はその間に手紙を読むことにした。


    　文面を目で追っていくうちに、その表情が困ったような、呆あきれたようなものに変わっていく。


    「もしかして、しょうたいじょうですか？」


    　完道の様子に気づいて、藍佳が顔を上げた。


    「ええと、はな……、はなしず……、おまつりの！」


    「うん。断ったはずなのにな……」


    　一週間ほど前、完道は藍佳とともに六ろつ歌か澪れい最後の一人・朱あけみ鳥とりの家に招かれ、そこで朱鳥から鎮花はなしずめの祭まつりへの出席を頼まれたが、きっぱりと断っていた。


    　しかし、手紙に書かれていたのは単なる招待の繰り返しだけではなかった。


    　帳とばりノの宮みや真ま晴はるが鎮花祭の日に仏像を奪うと予告したことも書かれていた。彼女は普段、歌を狙ねらうことが多い。本当だろうか、と疑ったものの、手紙の差し出し人は歌か典てん寮りようの六歌澪である朱鳥、となっていた。それは「噓うそではないよ」という朱鳥なりの念押しに見えないこともない。


    　完道は一応確かめてみることにした。


    　台所に藍佳を残して、玄関近くの黒電話のところまで行く。電話をかける相手は、歌典寮に勤める黄き川かわ田だである。


    　多忙なので繫つながらないかもしれないと思ったが、意外にも数コールで出た。


    「もしもし、御当主ですか？」


    「はい。お忙しいところすみません」


    「いえいえ。御当主からの電話は別枠で最優先に繫がるようにしていますから」


    　肩書も大仰なものになり、部下も増え、それどころか秘書だっているだろうに、黄き川かわ田だの腰の低さは相変わらずだった。だからこそ、完しし道みちにとって彼が信頼できる人物であることに変わりはないのだが。


    「鎮花はなしずめの祭まつりの件ですが」と切り出すと、「ああ……」と溜ため息いきに似た返答が返ってきた。


    　それだけで困った事態になっているのだと伝わってくる。


    「御当主の耳にも入っていますか」


    　さすがです、と黄川田は妙な感心の仕方をした。朱あけみ鳥とりと性質は違うが、彼もやや完道を過大評価する傾向があった。


    「正直、弱っています。あの帳とばりノの宮みや真ま晴はるの犯行予告がある以上、歌か典てん寮りようとしては祭りのとりやめをお願いしたいところなのですが、昨年以来、ご承知のとおり、六ろつ歌か澪れいとの関係は少し拗こじれていまして……。なかなか話が通しづらいのです」


    「確認ですが、鎮花祭は朱鳥が仕切っているのですね？」


    「ええ、そのとおりです。普段、歌典寮には見向きもしないのに、この件では逆に我々を締め出しています」


    　黄川田の話では、「危険だから」と朱鳥に祭りの中止をお願いしても、さっぱり相手にしてくれないらしい。彼は、朱鳥が自信過剰で危機管理能力に欠ける人間だと思っているようだ。


    　けれど、実際に朱鳥由ゆ良らという人間を見た完道の意見は違う。


    　帳ノ宮真晴の脅威を軽んじて、祭りの成功を確信しているわけではない。


    　彼女はなにか企たくらんでいる。


    （その証拠に──）


    　完道が片手に受話器を持ちながら、もう片方の手にある封筒に目を落としたのと、その封筒が背後から抜き取られるのは同時だった。


    「すごいよう、これ！　関係者席だって」


    　小こ糸いとだった。眼鏡の奥の目を輝かせている。


    　高校のジャージ上下を着ているのは、今日バドミントンで遊んでいるからではなく、いつものことだった。彼女は完道と同い年の幼なじみであり、大切な友人だった。


    　受話器から黄川田の訝いぶかしげな声がしている。相手も忙しい。完道は丁重に礼を言って、電話を切った。


    　それから小糸に向き直る。


    「花火じゃあるまいし、祭りの特等席になんの意味があるんだか……」


    「仏像が触れるくらい近くで見られるらしいよ。一般客はかなり遠巻きにしなきゃいけないから、特別だって！」


    　小糸はにへらと笑いながら言う。もう行くことに決めている顔だった。


    　とりあえず完道は封筒を返してもらった。封筒の中身は有害なものと無害なものの二つがあり、小こ糸いとに見られたのは無害なほうだった。


    「はーい。うちも行くよう。関係者席に侵入できるチャンスなんて滅多にないし」


    「やめておきなよ。また危ない目に遭いたいの？」


    　完しし道みちの言葉に、小糸は応こたえた様子もない。軽やかなウインクを返してきた。


    「そしたら助けてくれるでしょ？　カンドーと……、藍あい佳かちゃんが」


    



    　夕食が終わった後、完道は屋敷の庭先に出てきた。あたりはもうすっかり夜で、隣家がひどく遠く、もちろん街灯あかりも届かない祝はふり園ぞのの屋敷は、貴重な光源である月とともに周囲から隔離されてしまったようだった。


    「藍佳？」


    「はい」


    　完道より身長が低い藍佳に声をかけたのに、返事の声はずいぶん上から聞こえた。


    　藍佳は樹の上にいた。庭の中でも特に太い幹を持つ樹の枝に腰かけ、月を背に足をぶらぶらさせている。


    　完道は藍佳の人間離れした身体能力に全幅の信頼を置いているが、それでも少しひやりとする光景だった。


    　どうしてそんなところに、と問いかければ、「まんぷくだからです」とよくわからない答えが返ってきた。


    「こいとは？」


    「空き部屋を使って仕事をしてるよ」


    「そうですか」


    　藍佳は枝の上に立ち上がると、垂直に伸びた幹を危なげなく駆け下りてきた。勢いあまって完道に激突する。


    「ししみちは、アタシになにかおはなしですか？」


    「勘が鋭いね」


    　それだけ長い時間を過ごしてきたということか、と腹部をさすりながら完道は誇らしさに似た気持ちを味わう。


    　それから、昼間届いた封筒に入っていた中身について、二つあるうちの有害なほうを藍佳に一から説明した。


    　無害なほう──鎮花はなしずめの祭まつりの特等席については夕食のときに小糸が話題に出し、三人で出向くことが決定していた。


    「姉様が──力を失ったらしいんだ」


    　完道は、帳とばりノの宮みや真ま晴はるのことを愛着と尊敬を込めて「姉様」と呼んでいた。


    「だれかに桜を散らすような禍か歌かを詠まれたらしい。ちょっと信じられない話だけどね」


    　それだけなら、完しし道みちは迷わず真ま晴はるを助けに行っている。


    　祝はふり園ぞのは数え切れないほど昔から歌を集め詠んできた家系。その末まつ裔えいたる彼ならば、桜を復活させる歌を詠むことも可能だった。


    　しかし、朱あけみ鳥とりからの手紙には続きがあった。完道の行動を見越したように。


    　──ただし、そうすれば帳とばりノの宮みや真晴は鎮花祭はなしずめのまつりで大いに暴れ、あるいは多くの命が失われるだろう。


    　妄言だとは思わない。彼女の突飛のなさ、容赦のなさを考えれば、充分あり得る話だった。完道は二者択一を迫られていた。


    



    「まはるがよわっているなら、ぶちのめすちゃんすです」


    　ふんふんと黙って話を聞いていた藍あい佳かが握り拳こぶしをつくって言う。彼女は真晴にからかわれることが多いので、見返す機会をうかがっているようだった。


    「ししみちは、それでなやんでいるのですか」


    「どうなんだろう」


    　完道には破滅的な衝動はない。しかしここで真晴を見捨てれば、二度と彼女と同じ高みに立ち、同じものを眺めることはできないだろうという予感があった。


    　それは手を差し伸べないことで真晴に嫌われるという意味ではない。どちらかといえば、完道自身の問題だった。


    「迷ってるのとは違う、かな」


    　選択は既に──遠い昔、ひょっとしたら生まれる前に終えているような気がした。


    　自分は惰性で生き続けているような気がした。二者択一のうち、どちらも正しい気がした。どちらも間違っている気がした。


    「責任、というものがね、自分で勝手に感じているだけかもしれないけど、僕を縛っているような気がするんだ」


    「せきにん？」


    　しばらく考えこんでから、藍佳は


    「アタシがししみちを守るのも、せきにんです！　……あってますか？」


    　完道は笑えみを浮かべて、「そうだね」と答えた。


    「どっちにするのですか？」


    　思いのほか真剣な表情で藍佳が見上げてくる。饅まん頭じゆうか最も中なかのどちらを食べるか選ぶときのようで、尻しつ尾ぽがあれば確実にぴんと立っているはずだった。


    　完道は微笑を返した。


    「どっちにも決めないことを決めたんだ」


    「むう。ごまかされたきがします」


    「本気なんだけどな……。実は、もう手を打ってある」


    　え、と藍あい佳かはまばたきを何度も繰り返して驚きを表明した。そんなにも驚いてもらえて面めん目もく躍やく如じよという反面、実は電話を一本入れただけなので、どこか悪いような気もした。


    「どんな！　どんなてですか？」


    　そのとき、小こ糸いとが藍佳を呼ぶ声がした。仕事が一区切りついたか飽きたかして、猫ねこ可愛かわいがりしている妹分を必要としているのだろう。


    「呼んでるよ」


    「うう……」


    　迷った挙句、藍佳は小糸のほうが緊急性が高いと判断したらしかった。暗い庭から明るい縁側のほうへ向かいながら、「あとでおはなししてください」と釘くぎを刺してきた。


    「小糸が眠る前にきみを解放してくれたらね」


    　完しし道みちは静かに返答した。


    



    　　○


    



    　鎮花はなしずめの祭まつりの当日──三十一日は好天に恵まれた。それも、絶好の、と言ってもいいほどの。空は晴れ渡り、日差しはまどろむように暖かい。


    　祭りの会場である小さな山の麓ふもとは大おお賑にぎわいだった。


    　寺の周囲には出店が立ち並び、活気がある。


    　ピクニック代わりに来た親子連れなどはここで満足するのだろうが、鎮花祭の中心的な行事は麓から少し上ったところで行われる予定である。


    　普段は厨ず子しにしまわれている仏像が、この日だけ寺の外に持ち出され、人目に晒さらされるのである。それを心待ちにしている趣味人も意外に多いように見受けられた。


    



    　振ふる根ねは寺の境内にあるベンチに座っていた。このあたりは祭りの喧けん噪そうも届かず、風に揺れて葉がこすれ合う音が聞こえるほど静かだった。


    　傍かたわらには、人一人が入れそうなほど大きなボストンバッグ。


    　今日の朝、振根はずいぶん早くに家を出て、準備のためにある場所に寄り道してからこの山の麓ふもとにやってきた。


    　すべては帳とばりノの宮みや真ま晴はるを──倒すため。


    　自分が梅の代弁者になったようで、振根は少し可お笑かしかった。


    　ただ祖父の家で見つけた歌集の中に梅の歌が多く、たまたまそれがうまく詠めただけだというのに。あるいは、それもなにかの縁と認めていいのかもしれない。


    　休日ということもあり多くの人が集まっているが、だからといって祭りが既に大成功かというと、そうとも言い切れない。


    　本来は山一面を覆うように咲き誇る桜に元気がないのだ。


    　根から完全に枯れ切っているもの、そうでないもの、それぞれ個体差はあるものの、開花していないという点では同じだった。


    　なぜ──事情を知らない大多数の人間は首をひねるほかないだろう。


    「これで桜があればなあ」「気象変動の影響かね」「よくないことの前触れみたいだし、淋さびしい」


    　そんな落胆の含まれた声を道中何度も聞いた。


    　祭りの主催者にも、だれにも責任はないのだが、それでも不満は残るだろう。なぜなら、多くの人は一足早い花見も兼ねてここに来ているからだ。


    　テレビ局も来ていた。レポーターの真剣な面おも持もちからして、原因不明の桜の枯死に関する特集でも組んでいるのかもしれない。


    　鎮花はなしずめの祭まつりといいながら、どこかで桜の復活を期待しているような人々。


    　なにかが起きることを期待しているような空気。


    　自分はいまからその願いに反することをするのだ、と振ふる根ねは思った。それは窮屈ではなく、逆に意外にも新鮮な希望を彼の体に吹き込んでくれた。


    　だれも梅の勝ちを願っていない。


    「上等だ……」


    　その事実は振根を打ちのめしはしなかった。


    　隣に椿つば市いちはいない。その上、みんな桜のほうが見たい。梅は、春を告げるものであっても、春の主役ではないとみなされている。桜が蘇よみがえるのなら、梅が犠牲になってもいいと……、さすがにそれは自じ虐ぎやくが過ぎるかもしれないが、仮にそんな考えが人々の中にあっても驚かない。


    　それでも──だからこそ、戦う意味がある。人知れず、ひっそりと、勝ったとしても報われない勝負に命を懸かける意味がある。


    　胸の内に火がついた。


    　椿市がいたころの、ほんの一週間ほど前の自分を思い出し、いまはずいぶん遠いところに来てしまったな、と振根は自じ[image: ]ちようした。


    　あのころは、と思いかけてその先を考えるのをやめる。


    　昨日は授業があったが、振根は学校に行かなかった。行けば椿市の不在を改めて思い知らされるし、そんな余裕はないと判断したからだ。


    　けれど、いまは行っておけばよかったと思う。


    　日常に別れを告げておくべきだった。


    　一つの儀式として、ある種卒業式の代わりとして、それは必要な行動だったはずだ。つまり、今日、振根が命を落としてしまったときのために。数日前に帳とばりノの宮みや真ま晴はるたちが繰り広げた凄せい惨さんな戦いを思い返すまでもなく、その可能性は充分あり得る。


    「……武器が欲しいかな」


    　小刻みに体を震わせながら、振ふる根ねはつぶやいた。


    　点火したはずの決意がもう心もとない。たとえばいま手元に短刀や拳けん銃じゆうがあれば、振根はそれに触れ、重みを確認することで勇気づけられただろう。


    　武器というものは、対象を傷つけるだけではなく、所有者の不安を取り除く機能もあるのだと初めて知った。


    「僕にもあるはずなんだけど。持ってるはずなんだけど」


    　歌詠みの武器といえば、禍か歌か。


    　しかし、実態がないという性質がこれほど頼りなく思えることもなかった。


    　ほかの歌詠みはどうなのだろうか、と考える。たとえば先日の戦いにおける左ひだり間ま、洞ほら沢さわ、板いた花はな──そして真ま晴はる。椿つば市いちは置いておくとしても、彼らは戦端を開く際、歌を心の底から信頼することができていたのだろうか。


    「できてたんだろうな……」


    　彼らは本物の歌詠みだった。良し悪しは別として、歌とともに生き、死んでいく存在だった。


    　しかし、振根は違う。そのことを充分自覚していた。


    　振根はベンチから立ち上がり、ボストンバッグを抱えて歩き出した。


    



    　祭り囃ばや子しの代わりの、太鼓の音が鳴り響いていた。その音に誘われるように、喧けん噪そうの中に紛れ込んでいく。山門や駐車場から着実に人々が押し寄せていた。


    　こんなにも人が集まるのか、と振根は驚いた。桜がなく、例年より集客は少ないはずなのに。近場といえば近場であるものの、振根はこれまで鎮花はなしずめの祭まつりに参加したことはなかった。


    　出店の賑にぎやかな地帯を抜けて、人ひと気けのないほうへ。


    　帳とばりノの宮みや真晴がどこに潜んで、どの時点で行動に出るかはわからないが、少なくとも人目につかない場所にいるだろう。


    　できれば、彼女が仏像を盗む前にかたをつけたかった。盗んだ後になれば、真晴が振根を相手にする確率が下がるような気がしていた。


    　境内からほんの少し外にロープウエー乗り場があった。


    　祭りの日なので休業かと思ったが、意外にも盛況である。係員による拡声器での告知や周囲の人々の様子から、仏像が運ばれる山の中腹までロープウエーで行けることがわかった。


    　しかし、ロープウエーから見えるのは桜が不健康そうに枯れかけている景色であり、余計がっかりすることになるのではないかと振根は思った。


    　どこかにあるはずだが、と振根はきょろきょろしながら歩き回る。


    　フェンスに囲まれた電気設備の脇わきに、やっと目的のもの──関係者以外立入禁止の看板を見つけた。樹と樹の間にロープが張られ、その先は山道になっている。


    　今日、鎮花はなしずめの祭まつりの日は秘仏が公開される。


    　しかも、寺内ではなくわざわざ山の中腹まで運んで。


    　寺の関係者が協力して人力で運ぶらしい。運ぶためには道が必要である。この立て看板の先が仏像を運ぶ道筋かどうかはともかく、山の中腹まで人知れず進める道であることは間違いない。


    　振ふる根ねにとって最悪の事態は、犯行予告どおり帳とばりノの宮みや真ま晴はるが現れ、接触できないまま祭りが終わってしまうことである。


    　今日が特別なのだ。


    　彼女の居所を知らない振根は、時機を選んで攻撃することはできない。


    　なんとしても今日中に会わなくてはならない。その手段を考えたとき、狙ねらわれる対象である仏像の近くにいるというのは悪くない手段のように思われた。


    　振根はだれにも見られていないことを確認して、樹の幹にくくりつけられたロープを乗り越えた。


    　一応、山登りに適していると思われる格好をしてきた。薄手の長なが袖そでと、軽いスニーカー。しかし、ボストンバッグがすべてを帳消しにするほど重い。片手ではとても持てない。両手で、角度のある斜面を引きずるようにして運ばなければならなかった。


    　振根は体力に自信はない。中学校までは椿つば市いちのほうが明らかに体力測定の結果が良かったほどだ。


    　思わず不満げな視線をボストンバッグに落としたとき、不意に目の前に人影が現れた。


    「うわっ、……びっくりした」


    　目を丸くしているのは警備員の制服を着た小太りの男だった。祭りの警護をしているのだろう。


    「ダメだよ、きみ。迷子？　って年じゃなさそうだけど、ここ入っちゃ……」


    「は、はい。すいません」


    　振根はすばやく頭を下げ、来た道を引き返そうとしたところで木の根に足をとられて転んだ──ふりをした。


    「ちょっと！　だいじょうぶ？」


    　後ろから警備員が駆け寄ってきた。振根の体は斜面を少し滑ったところで止まった。いかにも痛そうに立ち上がりながら、「バッグ……」と呻うめくように言う。


    「バッグって、これのこと？」


    　警備員は、振根が転んだ拍子に落としたボストンバッグの傍そばにしゃがみこんだ。


    「すごいでかいな。これカメラ？　困るんだよねえ……、ちょっと中見せてもらうよ」


    　職業意識が高いのか、それとも単に無神経なのか、警備員は返事も聞かずにボストンバッグを開けようとした。振根に背を向けたかたちになる。


    　囮おとりにした甲か斐いがあるな、と振ふる根ねは思った。


    　その手には、いつのまにか鮮やかに咲いた梅の枝が握られている。


    



    　気絶した警備員を目立たないように木陰に隠すのも一仕事だった。ボストンバッグと同じくらいの重さの上、取っ手がない分運びづらい。どうにか作業を終えたとき、振根の息は上がっていた。


    　帳とばりノの宮みや真ま晴はるを見つけ、倒す。その目的は変わっていない。そうしなければ、振根の中の大事なものが噓うそになってしまう気がした。


    　しかし、そこで手段が問題となる。


    　どうやって帳ノ宮真晴と会えばいいだろう。


    　たとえば、振根が梅の毒を利用して人質を捕らえ、寺に立てこもったとする。そして「帳ノ宮真晴との立ち会いが望みだ」と歌か典てん寮りようを通じて要求したとする。帳ノ宮真晴は恐らく取引に応じないだろう。一度見ただけの印象だが、まず間違いない。彼女は興味のないものにはどこまでも冷たくなれる種類の人間だと思われた。


    　もちろん、振根も無関係の人間を巻き込むのは夢見が悪い。


    　気持ちは強く持っておかなければいけないと思うものの、椿つば市いちが悲しむようなことをするつもりはなかった。


    　顔の汗を拭ぬぐいながら、今度は見つからないように足音を忍ばせながら山道を進んでいく。


    　急に前方の樹々が姿を消し、視界が開けた。


    　一瞬、地面がへこんでいるように見えたが、そうではない。そこは山の中腹にあって平らな広場のような場所なのだ。　


    　広場の一画はロープで仕切られている。そこに仏像を置くのだろう。主役である仏像はまだ来ていない。その周囲で作業したり談笑に興じたりしている人たちがいた。袈け裟さを着た僧の姿も見える。


    　ざっと見回すが、帳ノ宮真晴の姿はない。


    　広場の向こう側にロープウエーの乗降口が見えた。体力の限界を迎える前に目的の場所にたどりつけて、振根はほっとした。


    　振り返れば、街が一望できた。


    　なんの変哲もないが、ずっと過ごしてきた街だ。見え方のせいか、いまの特殊な心境のせいか、ずいぶん懐かしく思えた。


    　下見を終えると、振根はその場を離れた。


    　ここは少し開けすぎている。自分の戦いはもっと目立たない場所で行われるべきだ、という意識があった。


    　ちょうどいいと思ったのは、そこから一〇〇メートルほど離れた場所。こちらも広場ほどではないがわずかに開けていて、遠足に来た小学生がお弁当を広げる場所のような雰囲気だった。地面には草が生い茂り、あたりを樹々が囲っている。


    　ここでももちろん桜は咲いていない。


    「悪いけど、もう少しおとなしくしててもらうからね……」


    　ボストンバッグを春の日差しに輝く草の上に下ろして、ファスナーを開けた。


    　それは振ふる根ねの唯一の武器。


    　祖父宅にある蔵から持ってきた、歌が記された紙の束──歌集だった。


    　自らも地面にどっかりと座り、振根は片っ端から歌集をめくっていく。ところどころ風化した頁ページがぼろぼろと崩れても構いもしないで、乱雑に。


    　そして詠み始めた。


    　どんな歌でもよいというわけではない。それは歌集から選別された──梅の歌だった。


    



    　　色よりも 香こそあはれと 思ほゆれ 誰たが袖そでふれし 宿の梅ぞも


    



    　　よそにのみ あはれとぞ見し 梅の花 あかぬ色香は 折りてなりけり


    



    　梅の禍か歌かを矢継ぎ早に、意味も把握できないままに詠む。


    　効果はないと知りつつ、それでも。


    　なにかと競うように。


    　見つけた歌を抜き出してどこかに書き留めるようなことはしない。頁をめくり、梅という字が入っていたら詠む。禍歌、そうでない無害な歌の区別なく、ただただ消費するためだけに詠み続ける。


    



    　　梅が香を 袖にうつして とどめてば 春は過ぐとも 形見ならまし


    



    　やがて、じっと座っていられなくなった。


    　振根は立ち上がると、歌集を片手に持ち、もう片手で残りの歌集を引っ摑つかむ。うろうろと歩きまわりながら詠む。視界に入っているはずの景色と記された文字が混ざり合って、酩めい酊ていしたような──ただし酷ひどく不快な感覚が襲おそってくる。


    　あてどなく、台詞せりふを忘れた舞台上の役者のように足を動かす振根の足元から梅の樹が生え、枝が伸び、花が開き、地面を埋めていく。


    　この山は標高八〇〇メートル弱。その山すべてを覆い尽くすように。自分はここにいると大声で叫ぶように。


    　……帳とばりノの宮みや真ま晴はるに見つけてもらうために。


    　いわば、これは狼煙のろしだ。


    



    　　散ると見て あるべきものを 梅の花 うたてにほひの 袖そでにとまれる


    



    　これ以外に方法はないのだろうか、と振ふる根ねは疑問に思う。しかし、この手段について頭に靄もやがかかったように深く考えることを拒否する自分がいた。


    　理解の浅い詠み手から生まれる禍か歌かは充分な効果を発揮しない。が、振根はそれでよかった。うまく詠みたいわけではない。


    　一瞬だけその姿を見せてくれればよかった。


    　詠ずるとともに生まれ、次の歌にとりかかったと同時に色褪あせて散っていく。それで満足だった。


    



    　　梅の花 立ちよるばかり ありしより 人のとがむる 香にぞしみぬる


    



    　自分は、いま生まれてから最も「歌詠み」という存在に漸ぜん近きんしている。最も「歌詠み」らしい。そんな気がした。


    　吐き気と間違った高揚感が生む錯覚だと、わかっているのだけれど。


    



    　　心あらば 問はましものを 梅が香に たが里よりか にほひ来つらむ


    



    　これ以上ないというほど刹せつ那な的な詠歌。禍歌である意味も、歌である意味すらないのかもしれない。


    　けれど、振根には必要な行動だった。


    　詠むたびに、頭が透明になっていく。


    　三み十そ一ひと文も字じの世界に遊ぶような浮遊感。


    　そうして振根は理解する。


    　気づいてもらいたいと願う気持ちを、ここに自分はいるよという存在証明を、いつのまにか花笑む梅に託していたのだと。だれに、といえば、もちろん椿つば市いちに。ここにはいない彼女に。


    



    　　あるじをば たれとも分かず 春はただ 垣根の梅を 尋ねてぞ見る


    



    「こんにちは」


    　歌と歌の間かん隙げきを縫ぬうように、背後から声をかけられた。


    　振根は驚いて振り返る。


    　そこにいたのは、鶯うぐいす色いろの上品な羽織を纏まとった青年だった。年は二十歳前後だろうか。


    「梅、ですね」


    　見たままの光景を青年は口に出した。


    「これでなにをするのですか？」


    　咎とがめるような調子ではなく、純粋に疑問に思っている訊きき方だった。


    　どうする、と急速に冷えた頭で振ふる根ねは自問する。うまいごまかしなど、まるで思いつかない。


    　帳とばりノの宮みや真ま晴はるを見つけるのは難しい。だから向こうから見つけてもらう。一見、筋が通っている。


    　しかし、このように無関係な人物を呼び寄せてしまうこともあるのだ。いまさらその危険性に気づいても遅い。


    　なぜか、なんの根拠もなく、「一番見つかってはいけない人物に見られてしまった」と振根は思った。


    　結局、振根は質問を聞かなかったことにして、逆に「あなたは？」と問いかけた。先ほどまでの詠歌を聞かれていない可能性に[image: ]かけたのである。


    「桜を元気づかせてくれって頼まれたんだよ」


    　青年は気の良い性格らしく、すぐに答えた。


    「へえ。庭師さん……、ですか？」


    　青年の外見からして、到底そうは見えない。


    「ううん。僕は歌詠みだよ」


    　反射的に納得しかけて、振根は強烈な違和感に襲おそわれる。どうして自分が歌を知っている前提で話しかけてくるのだろう。


    　一般の人々──この国に住む人々の九割九分は三み十そ一ひと文も字じを知らない。


    　そして、残り一部の詠み手と呼ばれる人間は、自分たちが特権階級に属していることに自覚的であるのがほとんどだ。


    　彼らは不特定多数の前で歌を詠むどころか、歌の存在を匂におわせることすらしない。


    　なぜなら、歌の数には限りがあり、詠み手は少なければ少ないほど都合が良いからだ。


    　けれど、目の前の青年はあっさり歌詠みであると告白した。強制もされていないのに、自分から。


    　その意味は──


    「だって、きみも歌詠みでしょう」


    　そうだ。青年が自分を既に同類と認識している。その場合しかあり得ない。彼は、振根が歌を詠んでいるところまで見ているのだ。諦あきらめが心を覆った。


    　しかし、そのとき振根の視界に大きなボストンバッグが目に入った。ほんのわずかな勇気と覚悟を、それを準備した昨日の自分から拝借した。


    「……梅が、桜を倒すんですよ」


    　先ほど聞こえないふりをした青年の質問への答えがこれだった。


    　かつて椿つば市いちの語ったことは、振ふる根ねの記憶に強く刻まれている。


    　──〝花〟といえば桜を指す。それはいつしか常識になっています。しかし、そこには戦いがあったはずです。


    　──梅の下克上だよ、振根。


    　それは振根を巻き込むための方便だったかもしれない。けれど、それを事実にしたいと願った。


    「でも、〝花〟は──」


    「だから、あなたが桜を蘇よみがえらせるというなら、僕はあなたの敵です」


    　青年の言葉を遮さえぎって、一方的に宣言する。意外にも相手は表情を変えず、静かに振根を見つめている。


    　舐なめられているのだ。どうせできはしないと思われているのだ。


    　──そんなふうに思い込むことでしか、振根はその歌を詠む勇気を得られなかった。


    



    　　とはばやな それかと匂にほふ 梅がかに


    



    　振根は自分の声が震えているのがわかった。


    　これはいままでの歌とは違う。きちんと理解した上で詠まれ、機能する禍か歌かだ。倒壊した廃病院を飾っていた梅は、この禍歌によって呼び出されていた。


    　どうしてこれを詠もうと思ったのか、うまく説明はできない。邪魔されないよう梅の毒で青年を気絶させようという目的があったはずだが、それだけではない気もする。


    　ひとつ確かにいえるのは、自暴自棄の感情が混じっていることだけ。


    　詠み終えてしまったときには、その毒で自分も殺してほしいとさえ思った。


    　引き伸ばされる刹せつ那な──


    



    　　ふたたびみえぬ 夢のただぢを


    



    　下の句を詠んだのは振根の声ではなかった。


    　一歩、青年の声が先んじた。


    　自分がいまから口に出そうとしていることを、しかも自分しか知らないと思っている言葉を予測されて言い当てられるのは、すさまじい無力感を刻まれる体験だった。


    　──問いかけたいものだ、あのときを思わせる梅の香りに、あの人に夢の中で再び逢あう道筋を──


    　継つぎ歌うたの[image: ]うわさだけは振ふる根ねも聞いたことがあった。


    　ある詠み手が上の句を詠み、また別の詠み手が下の句を詠むと、その歌は壊れる。詠み手同士の戦いにおいてまず注意しなければならない妨害工作。そして、この継歌という技術の存在こそが三み十そ一ひと文も字じの秘匿性、歌道家の閉鎖的な性格を決定づけているという教科書的な知識も得ていた。


    　だが、実際に継歌を聞くのは初めてだった。


    　しかも、自分が当事者となって。


    　歌が壊れる。禍まが々まがしく張り詰めた空気が、二度と戻らないという予感を伴って緩む。


    　千年以上の昔から幾度となく繰り返し詠まれてきた歌が、実体がない代わりにふわふわと正体を摑つかませず命を保ってきた歌が、ここで朽ちて墓標を刻んだのだった。


    「きみが僕を知らなくてよかった」


    　青年はほっと胸を撫なで下ろした。


    「え？」


    　戸惑う振根。


    「あなたは一体……」


    「いや、名乗るほどのものでもないよ」


    　一瞬名乗ろうかという気配があったものの、白髪の青年はそれ以上説明せず、ただ微笑ほほえむだけだった。禍か歌かで危害を加えられそうになったというのに……、底知れぬ余裕と動じなさが漂っていた。


    　器が違う。そんな言葉を思い浮かべる。一概に敗者の言い訳ともいえないだろう。なにしろ、青年はとっさに継歌を使いこなしてみせたのだ。いずれにせよ有能な歌詠みに違いない。


    （僕が出し抜ける道理なんて、なかったってことか）


    　体中から力が抜けた振根は、草の生えた地面に膝ひざをついた。


    　これで無力な自分が帳とばりノの宮みや真ま晴はるを倒す方法はない。武器は──まともに使える梅の禍歌はもうない。


    　先ほどまで無軌道に詠み散らかした歌のうち、幾つかは不完全ながらまだ梅の花を顕現させていたが、心の折れた詠み手に呼応したのか、それすらぐずぐずと溶けて幽現界カクリヨへ消えていった。


    　敗北と挫ざ折せつの光景だった。


    　それだけではない。


    　目的を達せられなくて、口く惜やしがらなくてはいけないのに。


    　だというのに、禍歌で人を致命的に傷つけずに済んだという安あん[image: ]ど、これ以上戦わなくていいのだという諦あきらめの甘さのほうが、比べものにならないほど大きい。


    　しかし一方で自責の念は消えない。


    　椿つば市いちに申し訳なかった。彼女が「好きだ」と言って信じてくれたほど、自分は自分の歌の価値を信じられなかった。


    　涙は出ず、ただひたすら呼吸が苦しくなるほどの重苦しさを胸に抱えていた。


    　苦痛と後悔は際限なく振ふる根ねの中に溜たまり、出口はどこにもなかった。


    「だいじょうぶ？」


    　振根の頭上から声が降ってくる。顔を上げると、白髪の青年が心配そうに覗のぞき込んでいた。


    　とっさに振根は青年を押し倒し、馬乗りになった。


    「あなたが……」


    　震える声で問いかける。


    「あなたが桜を蘇よみがえらせられるというのは本当ですか」


    「うん」


    　突然の暴力にも動じず、青年はうなずいた。


    「なら……、お願いがあります。やめてください。このまま放ほうっておいてください」


    　青年の胸ぐらのあたりの羽織を摑つかみ、振根は懇願した。


    　自分の梅はやられてしまったが、梅が桜を倒すという構図はうたかたの夢と消えたが、せめて真ま晴はるの、桜の復活だけは阻止せねばならないというように。


    「僕の友達がやったことを、無駄にしたくないんです……。それだけなんです」


    　あるいは、単に握った拳こぶしを振り下ろす相手を求めただけかもしれない。


    「きみの事情はわかった。少しだけだけど」


    　慈しむような口調。自分の身よりも加害者である振根を案じているような表情。


    「けれど、それを決めるのは僕じゃないんだ」


    　どういう意味か振根が問う前に、マイクのハウリング音がした。あ、あ、と声の調子を確かめる男の声。


    　そして、たどたどしい詠歌が、スピーカーに乗って──


    



    　　梅がかを 桜の花に 匂にほはせて 柳が枝に さかせてしがな


    　　　　　　　　　　──梅のかぐわしい香を、桜のうつくしい花に匂におわせて、柳の枝に咲かせたいものだ──


    



    　　○


    



    「おい、あまりこそこそするな。怪しいだろう」


    　真晴が、我慢の限界というように隣を歩く夕ゆう暮ぐれに声をかけた。


    「しょうがないじゃない」と、いかにも周囲の目を気にしながら夕暮が言い返す。「悪いことに加担してるみたいで……」


    「みたい、じゃない。お前は紛れもなく悪党の下っ端なのだ」


    　二人は、当然というべきか、鎮花はなしずめの祭まつりに来ていた。


    　寺の境内ということもあってか鳴り物による演奏はないが、出店も多く立ち並び、賑にぎやかな雰囲気だった。


    　ところどころにこれでもかと置かれた案内板や拡声器を持った関係者は、これから山の中腹で行われる秘仏のお披露目こそが鎮花祭の目玉であると力強く主張しているが、境内で非日常の気分を味わい、本堂に参拝するだけで満足する層も多いと思われた。


    「ねえ、結局いつ地蔵……お地蔵さまを盗むの？」


    「急せいては事を仕損じる」


    　むっつりと答えて、真ま晴はるはたまたま空あいていたベンチの一角に腰を下ろした。隣は家族連れと杖つえを持つ老人で埋まっているので、夕ゆう暮ぐれは真晴の前に立つしかない。


    「下見とか、退路の確保とかしなくていいの？　あなたのことだから、こっそり盗むわけじゃないんでしょう？」


    　夕暮はさすがに声を潜めて訊きいた。


    「そんなものを気にするのは小物だ」


    　返答はにべもない。


    　ふう、と呆あきれの息をついて、夕暮はあたりを見回す。


    　桜の枯死のせいで花見から分離してしまった祭りは、それでも滞りなく進んでいた。どこか盛り上がりに欠ける感はあるものの、主催者側からすれば不測の事態が起きるよりは良い状況かもしれない。参拝客を誘導する警備員を見ながら、夕暮はそんなことを思った。その小太りの警備員は精力的に働いているのだが、気になることに、なぜか顔に土汚れがついている。まるで先ほどまで地面で寝ていたように。


    　同居人に視線を戻す。


    　真晴はなにかを待っているようだった。


    　尋ねてみてもろくな答えは返ってこないはずだ。なにを期待しているか、本人もわかっていないのかもしれない。


    「ねえ、仏像を見にいかなくていいの？」


    　ついに焦じれて、別のことを訊いた。


    　そのとき──ノイズ。


    　思いのほか大きな音に、人々のざわめきが一瞬止まる。きょろきょろと立ち止まり、祭りのために設置されているスピーカーに初めて気づいたという顔も幾つか。


    　続けて、歌が詠まれた。男の声だった。


    「これって……」


    　禍か歌かだった。


    　歌詠みである夕ゆう暮ぐれと真ま晴はるは、すぐさまその気配に気づく。


    　夕暮が真っ先に危き惧ぐしたのは、無差別で大規模な攻撃だった。悪意ある人間が、スピーカーに禍歌を乗せて祭りの客に害を与えようとしたのかもしれない。そうなれば、ここは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄になる。思わず体が硬くこわばる。


    　しかし、様子がおかしい。


    「桜おう梅ばい桃とう李り」


    　真晴がぽつりとつぶやいた。


    「え？　なに」


    「そういうことか……、まったく！」


    　真晴はベンチから立ち上がると、大股で歩き出す。目的地が決まっているような歩き方だった。夕暮はとにかくその後を追おうとするものの、突然の放送に硬直していた人々が折悪あしく一斉に動き始め、行く手を阻はばまれた。


    「なんだったんだ、いまの」「マイクテストじゃねえの」「秘密結社の合言葉みたい」「放送事故ってやつ？」


    　三み十そ一ひと文も字じを知らない市し井せいの人々が口々に感想を漏もらす。どうやら、軽く受け流されて終わりそうだった。


    　雑踏に紛れて、黒いレザージャケットはすぐに見えなくなってしまった。


    「もう！　なんなのっ」


    　夕暮はひとり置いてきぼりをくらった。


    「えー、皆さま突然失礼しました」


    　スピーカーの声が続く。


    「びっくりされた方も多いのではないでしょうか。いまのは、ええと、おまじないのようなもので、どうぞお気になさらぬようお願いいたします。さて、ご案内申し上げます。鎮花はなしずめの祭まつり限定の秘仏の時間が近づいております。広場へお越しの際は、ぜひ便利なロープウエーを御利用ください。繰り返します……」

  


  [image: ]


  
    



    四、花見後はなみのあと


    



    　変化は劇的ではなく、緩やかなものだった。


    　灰色の景色が魔法のように彩られるというものではない。胎動が徐々に大きくなるように、それは少しずつ現れた。


    　時間が止まったように固まっていた桜のつぼみがほどけて開いていく。まず先陣を切ったものがひとつ。それはすぐに隣のつぼみ、隣の樹に伝でん播ぱし、わずかな時間差をもって開花命令が下される。


    　枯れたただの樹が、桜の樹に変へん貌ぼうを遂げた。この季節にふさわしいように。


    　やがて視界に花びらが舞う。


    　童話のように活躍した翁おきながいるわけではないが、それは間違いなく桜の復活だった。


    「鎮花はなしずめの祭まつりという名前なのに、やることは逆になってしまったね」


    　白髪の青年はいつの間にか立ち上がり、微笑ほほえんでいる。鶯うぐいす色いろの羽織が、生まれたばかりの花の色に映えていた。


    「いったい……、なにが？」


    　振ふる根ねは呆ぼう然ぜんと山の変貌を眺めるほかない。白昼夢を見ているのかもしれないと思ったが、そうでないことは彼が一番よくわかっていた。


    「禍か歌かだよ。詠んだのは僕じゃないけれど」


    　青年の説明によると、先ほどスピーカーから流れた声はこの祭りの実行委員のものだという。彼は歌詠みでもなんでもなく、ただ与えられた職務を全うしただけだった。いまごろ、不可解な命令に首をひねっているだろう。読めといわれた文章を、教えられたとおりのリズムで読んだだけだった。


    　通常、それでは禍歌は発動しない。


    「でも、あの歌は特殊なんだ。効果が聞き手に左右される」


    　それが意味するところは、特別勘が鋭くなくても、目の前で起きたことを見ればわかった。


    「ようするに、さっきの歌を聞いた人が……ここに来ている人たちが、桜が見たいと望んだんですね……」


    「うん」


    　そうですか、と振根はうつむく。


    　つまり、最初から勝負はついていたのだ。個人対集団。絶望的な戦力差。いかに椿つば市いちの禍歌が強力であっても、それは所しよ詮せんたったひとりのわがままで、ずっとは聞き入れられない。いつかは是正されてしまう。


    　それが今日このときだったのだ。


    　当然といえば当然の報い。


    「桜が枯れていたのは、きみの友人が？」


    　青年が問いかけた。責めているような調子ではなかったので、振根は素直にうなずく。


    「きみが梅を詠んでいたのも、その友人のためだね？」


    「……そうです」


    「さっき言いかけたことだけど、〝花〟は梅を指していたこともあるんだ」


    　初耳だった。


    「最古の歌集には、桜の三倍、百首以上も詠まれている。時代が降くだると梅の歌は確かに減って、桜が隆盛を極めるけど、その代わり歌人は梅の香りを発見した」


    　──梅の香り。


    　振ふる根ねの胸の重苦しさは、いつの間にか減じていた。


    　梅の歴史を知ったからというより、青年の語り口がやさしく思いやりに満ちていたから。そして、振根を勇気づけ、立ち直らせようとする気持ちが痛いほど伝わってきたから。


    「ありがとう、ございます」


    　振根は心から感謝を述べた。涙は流れなかったが、声は震えていた。


    　青年がこの場を訪れてくれなかったらどんなことになっていたか考える。でたらめに梅の花を詠んだ報いは必ずあるはずだった。たとえ帳とばりノの宮みや真ま晴はるに会えたとしても、それは不幸にしかならなかったに違いない。


    　ようやく、「振根の梅が好き」と言った椿つば市いちの言葉が噓うそでもなんでもないと心から信じることができた。それは間違いのない救いであり、ここ数日間、振根がずっと求めていた確信だった。


    



    　ボストンバッグを担ぎ、振根は山道を下りていく。目印はロープウエー。線路沿いを行くようにそれを基準にしていけば、迷うことはない。


    　足取りは軽い。


    　白髪の青年との別れ際、あることを聞いたからだ。


    「きみの友人にもなにか変化が起きているかもね」


    　桜の時間を止めていたのは椿市だ。それが解除され、歯車が正常にまわりだした以上、確かに納得できる意見だった。


    　一刻も早く椿市の様子を見にいきたい。その一心で振根は足を動かしていた。


    　椿市に置いていかれた気がしてならなかった。しかし、そうではなかった。振根は追いつこうと走り、失敗し転ぶことで、実は椿市は遠くになど行っていないことに気づいたのだった。


    　途中、ひとりの少女とすれ違った。年齢は十三、四というところだろうか。振根のことは目に入っていない様子で、上り道にもかかわらずすいすいと進んでいく。白い胴着と紫し紺こんの袴はかまの組み合わせが目に鮮やかだった。古風な格好をしていたので、思わず先ほどの青年の羽織を連想してしまう。


    「そういえば、名前を聞き忘れたな」


    　鮮やかな白髪。時代がかった、けれどよく似合っている羽織。浮世離れした所作。様々な要素があり、絶対に忘れない個性を感じる反面、とにかくふしぎだったという曖あい昧まいな印象でぼやけてしまうような気もした。


    　まるで──


    「王様。違うな。仙人。ううん」


    　どれもしっくりとこない。


    「まあ、いいか」


    　そこに当てはまる言葉を探すのは、きっと自分の役割ではない。そんな気がした。


    　境内が近づくにつれて、唐突な桜の復活に対する人々の驚き、戸惑い、喜びのざわめきが地響きとなって足下を伝ってきた。


    



    　　○


    



    　少年の背中を見送ってから、完しし道みちはそこにしばし留とどまっていた。


    　自分の成果ではないが、少しずつ変わっていく景色を興味深く眺めていると、すぐに袴はかま姿すがたの少女──藍あい佳かがやってきた。


    「やあ、藍佳。ご苦労さま。異常はなかった？」


    「はい！」


    　万歳のように両手を上げて元気な返答。藍佳が言うのなら、本当に滞りなく進んでいったのだろう。道端の花や標識の見慣れない漢字に気をとられることはあっても、手を抜くような性格ではない。


    　鎮花はなしずめの祭まつりにあたって、藍佳は仏像の護衛、完道は周囲の警戒と役割分担をしていたのである。その相談よりも、一緒にやってきた小こ糸いとを大人しく待つように説得するほうが手間どった。


    「ぶつぞう、おおきかったです」


    　藍佳の報告──というより感想を、完道は微笑ほほえましく聞いた。秘仏の運搬をじっと見守っていたところ、気を利かせた周囲の関係者が近くで見せてくれたという。


    「ししみちのほうはどうでしたか。さっきのうたが、じゅんびだったのですね？」


    「大したことなくてがっかりしたかい」


    　藍佳はふるふると首を振った。そんなことはありません、というように。


    「ししみちは、いいことをしました！」


    「ありがとう」


    　藍佳の感想は素直に喜ばしいが、でも、と言わざるをえない。


    「違う意見の人もいるみたいだ」


    「え？」


    　ほら、と山の斜面のほうを指さす。普段は視力に優れる藍佳が完道に報告することが多いが、今回は反対だった。


    　遠目でも見間違えるはずはない。凛りんとした、鋭い輪郭。黒のレザージャケットに金色に染まった髪という取り合わせ。帳とばりノの宮みや真ま晴はるその人だった。


    



    「姉様……」


    「お前は卑ひ怯きようだ！」


    　ひさしぶりの再会だというのに、細やかな言葉の応酬からは始まらない。


    　それは覚悟していたが、烈火のごとく怒られるとはさすがに想定していなかった。しかも、見たところ演技ではない。真晴は確かに腹を立てている。


    「無責任だ！　他人に丸投げして、自分には関係ありませんという顔をしやがって……。恥を知れ」


    　よく見れば、真晴は息を切らせていた。慌あわててここまで走ってきたのだろう。それはどちらかといえば彼女らしくない行動だった。


    　藍あい佳かがずいと完しし道みちの前に出た。口をへの字にしている。


    「ししみちはおこられるようなことはしてません！」


    「いや、藍佳」


    　完道には一応心当たりがあった。


    　先ほどの歌のことだ。


    　あの歌を完道が詠んではいけない理由はなにもなかった。黄き川かわ田だを通して話をつければ、彼自身がスピーカーに声を乗せることもできただろう。そうしなかったのは、真晴の言うとおり、責任を回避していると見られても仕方ない。


    　しかし、完道の宥なだめる言葉は届かない。真晴は完全に藍佳を標的にしたようで、目に嗜し虐ぎやくの光が宿っている。


    「おや、たぬきつね。いたのか」


    「まはるより早くいます！」


    「花見にとぞろぞろ人の連れ立ってやってくるのだけが桜のたった一つの欠点だ、という三み十そ一ひと文も字じがあるが、全く同感だな。狸たぬきまで寄ってくる」


    「まはるまでよってきます！」


    「真ま似ねするな」


    （こちらもひさしぶりの再会だというのに……相変わらずともいえるかな）


    　二人の間に挟まれる完道が居心地の悪さを感じ始めたころ、言い争いを仲裁するように無個性な着信音が鳴った。


    「あ……。これです」


    　藍佳が袴のふしぎなところから携帯電話を出した。最近、小こ糸いとと一緒に袴を改造したと誇らしげに語っていたが、ポケットのような収納のことをいっていたらしい。


    　その携帯電話は、藍あい佳かが仏像を護衛しているときに唐突に渡されたという。大方、朱あけみ鳥とりの息がかかった人間だろう。


    　仕方なく、完しし道みちは携帯電話を耳に当てる。


    「もしもし」


    「あなたさまの動向は、僭せん越えつながら把握させていただいておりますわ。結局、桜に息を吹き込むことをお選びになったのですね」


    　朱鳥の声だった。


    　その携帯電話は藍佳に託されたのに、完道が電話に出て、朱鳥に動揺は全くない。どこからか監視されているのか、こちらの行動が読み切られているのか。


    「それはそれは。まるで要人になったみたいです」


    「なにをおっしゃいますの。要人そのものですわ。……ところで、まだ取り返しはつきますわ。そこの野蛮人を仕留める、という選択はありませんか？」


    　朱鳥は口調をがらりと変えた。以前対たい峙じしたときの真っ赤な舌を完道は思い出す。


    　野蛮人というのは、どうやら真ま晴はるを指しているらしい。


    「唐突ですね」


    「仕留める、は言いすぎでしたわ。仮にもあなたさまの元婚約者ですものね」


    　元、のところを朱鳥は酷ひどく強調した。


    「よくお考えくださいまし。桜が蘇よみがえったということは、そこは血の海になりますのよ。雅みやびな方の選択として、いかがなものかと思いますわ」


    　はあ、と完道は気のない返事をした。


    　長電話にするつもりはなかった。彼にしては珍しく、人間に対して優先順位をつけていた。


    「自分ではあまりそうは思っていなかったのですけど、僕は普段わがままを言わないらしいのです。……だから、たまにはわがままを並べてみようかと思っています」


    　それだけ言って、完道は電話を切った。


    「義務など知ったことか、というやつです」


    「もう少し切るのが遅かったら、わたしがそれを奪い取って踏み潰つぶしていたぞ」


    　真晴が完道の手から携帯電話を奪い、流れるような動作で斜面に向かってそれを放ほうり投げた。


    　不意の接近。


    「まったく、せっかくの再会なのに……。あちらもこちらも邪魔者だらけだ」


    　そういう意識はあったのか、と完道はやや驚いた。


    「完道、お前は桜を蘇らせたな。わたしは助けてくれとは頼んでないぞ。ここははっきりさせておく」


    　真晴は両手を腰に当て、尊大に言った。


    「まはるはどうなのですか？　もとどおり、ですか？」


    　藍あい佳かが口を挟んだ。


    「なんだ、たぬきつね。気になるのか」


    「まあ、いちおうです」


    「玉虫色の返事を覚えやがって。野生の誇りはどうした。……わたしの禍か歌かなら、知らん」


    「へ？」


    「不確定だ。未確定だ。これぞ玉虫色だ」


    「ええと……」


    　完しし道みちは真ま晴はるの言葉を解釈する。桜の樹を封じ込めていた禍歌は先ほど解除された。しかし、それによって真晴の桜──いつもの禍歌も蘇よみがえったかというと、それは完道にはわからない。否、十中八九蘇っているはずだし、真晴本人がわからないということはあり得ない。


    　つまり──完道は苦笑する。


    　先ほど怒りを買った理由、自分に求められている行動が一挙にわかったからだ。


    　答えは独占欲だった。


    「さて、どうする？　わたしの怒りは相応の供く物もつがないと治まらんぞ」


    　既に心の余裕は取り戻しているだろうに、意地悪そうに言う。


    　それもまた彼女らしかった。


    「まだ間に合いますか」


    「うん？」


    「いまから姉様のためだけに歌を詠めば、機嫌を直していただけますか？」


    　隠しきれない喜びを顔に浮かべた後、真晴は傑作だというように手を叩たたいた。


    「ようやくほかの有象無象とわたしを区別する気になったか！」


    　藍佳もそれでいいかい、と完道が問うと、不服そうな唸うなり声が返ってきた。しかし、藍佳は幾度も完道、真晴の顔を見比べ、やがてやけになったように大きく口を開いた。


    「ながいひしことはなにのことぞ？」


    　それは渋々ながらの許可という、藍佳なりの答えだった。


    「吾われは言ものいはず──ただ歌を詠みつるにこそ」


    　答える青年の声は、普段よりも一段低い。地下を予感させる荘そう厳ごんと、天上を貫く静せい謐ひつとを湛たたえた声が、この場ではないどこかから発せられたようにあたりに響いた。


    



    　　君が代に [image: ]あふべき春の 多ければ 散るとも桜 あくまでぞ見む


    　　　　　　　　　　──あなたの御生涯に[image: ]う春は多いに違いないから、たとえ散っても、桜の花を飽きるほど見ることでしょう──


    



    　それは皇女に捧ささげられた歌で、「君」とは姫君のことを指す。


    　禍か歌かではなかった。


    　幽現界カクリヨから異常を連れてくるわけではない。


    　顕明界ウツシヨで、ただ心に作用する歌だった。


    「お前にしては粋ロマンチツクな演出だ」


    　真ま晴はるが満足気に笑う。


    「合格ということですか」


    「ああ、わたしの桜はお前の手によって蘇よみがえった。わたしがそう決めたのだ」


    　それだけで充分だった。通じ合えたという喜びが、離れていた期間の不安を埋めて余るほど[image: ]あふれる。


    　すれ違うほどの変化は杞き憂ゆうで、変わらない繫つながりが確認できたことが嬉うれしかった。


    　だが、それは帳とばりノの宮みや真晴に祝はふり園ぞの完しし道みちのすべてを捧ささげたということではない。釘くぎを刺しておかなければいけないこと、譲れないものももちろんあった。


    「でも、姉様」


    「ん？」


    「これから血ち腥なまぐさいことをやるというのなら、僕が……、僕と藍あい佳かが止めます」


    　いま、周辺には多くの人々が集まっている。人為的な混乱が引き起こされれば、大惨事になりかねない。


    「これが僕のわがままです」


    　そうすることによって、「選ばない」という完道の選択は完成する。


    「なら、最初からわたしの桜を放ほうっておけばよかったのに」


    　まるでそう思っていない口調で真晴が言う。なにかを完道に言わせたがっているのは明白だった。


    「姉様の助けになることにためらいはないのです。けれど、度が過ぎる暴虐は僕が諫いさめます。これは矛盾していません」


    　完道は律儀に答える。藍佳が目を好戦的に輝かせて、そうです、と合いの手を入れた。


    「これからは、姉様が衝動に従って極端なことをやるのなら、僕が妥協点を探りましょう」


    「退屈ではないか？」


    「いいえ、全く」


    「いつまで？」


    「いつもです」


    「それはけっこうなことだ」


    　上機嫌で真晴は笑った。それは大笑いでも[image: ]ちよう笑しようでもない。晴天を思わせるような、ただの微笑だった。


    「ほんとうに、けっこうなことだ」


    　風が出て、桜の花びらがあたりに舞い始めた。


    



    　いままでずっと迷ってきた。


    　完しし道みちは自分の立ち位置がわからなかった。


    　自分がなにを求めているのかわからなかった。なにをすべきか──力の使い道もわからなかった。そんな自分をどこか劣っているように感じ、不安に思うこともあった。


    　しかし、いまは目指したい場所、立ちたい位置が確かに完道の中にあった。


    　それは未来でも過去でもなく、いま。


    「僕はすべてと合わせます。いまが好きで、満足してますから」


    　主体性がないことだ、と真ま晴はるは呆あきれる。


    「わたしはいまが嫌いだ。欲望と野心はいまを壊す」


    「姉様が欠けさせたところを、僕が埋めましょう」


    「いいのか？　決して交わらぬ道だぞ」


    　この上なく楽しそうに真晴が訊きく。


    「去年から、そうだったでしょう？」


    「最初はわたしがお前を袖そでにした。去年はお前がわたしを拒絶した。さて、三度目はどうかな」


    　答えはない。彼と彼女のどちらにも、いまはない。


    「まあ、わたしにとっても悪い話ではない。だれかが修復の苦労を買って出てくれるというなら、思う存分壊せるというものだ。お前に怒られるのはいい。けれど、軽けい蔑べつされるのは少々応こたえるものでな」


    「アタシは、まはるをけいべつしてます！」


    　いつの間にか完道の背中に隠れていた藍あい佳かがここぞとばかりに言った。


    　真晴は膝ひざをかがめ、少女の丁寧に切り[image: ]そろえられた黒髪を撫なでる。なにか危害を加えられると思って体を硬くしていた藍佳は、驚きに目を見開く。


    「たぬきつね、お前の主人はいま、なかなかご立派なことを言ったのだ。汲くんでやれ。そして、せいぜい見張ってやれ」


    「いわれなくても！」


    　力強い返答に満足したのか、真晴は藍佳から手を離した。


    　そして、歌を詠んだ。いまや彼女の代名詞になった、たったいま活力を取り戻したばかりの、あの歌を。


    　別れの合図だった。


    　あっという間に、あたりは冗談のような桜吹雪に包まれる。


    「お前がわたしの澪みお標つくしになってくれるというなら、まことに重ちよう畳じよう」


    　どこからが真ま晴はるの禍か歌かによるもので、どこまでが蘇よみがえった桜なのか、だれにも──真晴本人にもわからないに違いない。


    　花弁の緞どん帳ちようが完しし道みちと真晴の間を徐々に厚く隔てていく。だというのに、二人とも別れの挨あい拶さつも交わさず、ただそれを眺めていた。


    



    　桜吹雪が収まったとき、真晴の姿は消えていた。


    　桜の匂におい──そうとしか形容できない残り香が、あたりに漂っていた。


    「みおつくし、ってなんですか？」


    「船のための標識、といえばいいかな。僕も見たことはないけど、海にあるんだ」


    　そして、歌では「身を尽くし」とかけて使われる言葉。真晴はもちろんそれも知っているだろう。


    　去年の冬に訪れた海には、果たして澪みお標つくしはあっただろうか。また別の機会に海に行ったら探してみようと完道は思った。


    「さあ藍あい佳か、広場に行こう。小こ糸いとに怒られそうだ」


    　完道は羽織の袂たもとから懐中時計を取り出して眺めた。


    「……藍佳？」


    　返答がないのを不審がって振り返るが、そこに藍佳の姿はない。


    　見通しのよい空間から、少女の姿は消えていた。


    「かくれんぼ、じゃないみたいだね」


    　その証拠に──柔らかそうな草の上に、真っ白な胴着と紫し紺こんの袴はかまだけが慌あわてて脱ぎ捨てられたように置いてあった。


    



    　　○


    



    「雅みやびな方の選択は、いつだってわたくしの理解を超えますわ。そうでなくては、という面もあるのだけれど」


    　朱あけみ鳥とりの屋敷。


    　不自然に──息を潜めているように静かな空間の一角に朱鳥由ゆ良らはいた。彼女がその生活の大半を過ごす自室である。自室といっても、酷ひどく広い。台所も手洗いも浴場も──つまりそこだけで生活が完結できる設備があり、屋敷の中にもう一つ小ぶりな屋敷があるようなものだった。


    　完道に一方的に切られた受話器を尊いもののように眺めながら、朱鳥は恍こう惚こつの息を漏もらした。自室だというのに格好は変わらず、面ヴエ紗ールで顔の口元以外ほとんどを覆っている。


    「由良さま」と襖ふすまの向こうから緊張した声がかかった。


    「今日はだれとも会わない日です」


    　襖ふすまの向こうの人物は怯ひるんだようだったが、なおも「鎮花はなしずめの祭まつりで……」と報告を続けようとする。それだけ緊急を要する事態だと信じているらしかった。


    「わたくしの部屋からの景色を知らないのね」


    「は？」


    「山が見えます」


    　枯れていた桜が息を吹き返すのも、山の中腹で小さな炎と煙が上がるのも見ていた。


    　事前にあらゆる事態を想定していた朱あけみ鳥とりは、そこからなにが起こったのかを把握することもできた。


    「な、なるほど。では、ご指示を……」


    「しかるべく、適当に、祭りに来た皆さんにそれなりに努力している姿勢を示しながら、あまりお金を使わずに済ませなさい。指示は以上です」


    「…………」


    「以上です」


    　わずかに語気を強めて繰り返すと、襖の向こうからようやく気配が去った。最後まで納得していないような雰囲気を残していった。


    　新入りだろうか、と朱鳥は訝いぶかる。いやいや、曲がりなりにも自分の部屋に近づくことを許されているのだからそれなりの月日を経た者だ、と思い直す。


    　そして、次の瞬間には舌打ちしたいほどの後悔に襲おそわれた。そんなことなぞ、心の底からどうでもいい。


    　いまの自分にはもっと考えるべきこと、嚙かみ砕きたいことがあるというのに。


    「これだから予定外に人間と関かかわるのは嫌いやなの」


    　考えたくないのに考えてしまう。不要な部分をうまく切り捨ててバランスをとることができない。思考を制御できない。


    　そこに自分のすべての問題がある、と朱鳥は認識していた。


    　景物や美術品に対してはある程度克服できたが、人間はどうしても無理だった。反応を抑えることができない。どうでもいい人間にも価値のある人間にも同じだけの時間をかけて咀そ嚼しやくしてしまう。


    　世間一般の人々と同じようにふつうに生活することは不可能だった。心が休まる暇がない。


    　対策は、会う人間を選ぶしかなかった。


    　苦肉の策であったはずの人との接触の遮断が、いつしか「どうせ会うのなら雅みやびな人物」というわがままじみた厳選に変わるのに、そう時間はかからなかった。


    「まあ、今日のお相手は必ずしも雅ではありませんけど」


    　朱鳥は座ざ布ぶ団とんの上に正座したまま、湯ゆ呑のみを手にとった。それは彼女自身が淹いれたお茶だった。一口飲んで、戻す。感想はいつもと同じだった。不ま味ずくはないが、使用人が淹いれたほうが美味。同じ茶葉を使っているのにどうしてこんなにも差が出るのか、彼女はいつもふしぎだった。


    「しかも、使用人に噓うそまでついてしまいました。ああ、今日のわたくしはなんて罪深いんでしょう」


    　窓際にもう一人の人間がいた。こちらは朱あけみ鳥とりの対面に用意された座ざ布ぶ団とんを無視して立っている。


    「そいつは悪かったな」


    　剣けん呑のんな口調で言ったのは赤いパーカーの少年──甕みか星ほし明みよう瓦がだった。


    「長話にするつもりはねえよ。だいたい、話が長くなるのは用件から伝えなきゃいけないときだからな。最初からそれがわかってりゃさくさく進むぜ」


    「はて？」


    「とぼけんなよ。鎮花はなしずめの祭まつりの件だ」


    　なんで止めなかった、と明瓦は語気を荒あららげる。いまにも投げナイフを取り出しかねない様子だった。


    「あんただったら！　祭りに一枚も二枚も嚙かんでるあんただったら、あの歌を止めることができただろ。桜の復活を止めることができた。なのに、なんで……？」


    　朱鳥と明瓦は裏で通じていた。


    　唯一残った六ろつ歌か澪れいと、元六歌澪。繫つながりがあるのは当然といえば当然だが、今回はもう少し積極的な協力関係だった。


    　左ひだり間ま、板いた花はな、洞ほら沢さわといった残党をまとめたのは明瓦。


    　そこに朱鳥が椿つば市いち、振ふる根ねという野良の詠み手二人を加えたのである。役に立つだろうから、と説得して。


    　朱鳥はもともと、野良の詠み手の動向を見守る連絡組織を持っていた。代々続く歌道家のような貴族的な歌詠みより、ある種型破りな彼らのほうが興味深かったからである。


    　振根もその連絡組織に引っかかった一人だった。契機は、彼の祖父の死。振根の監視から椿市の存在が明らかになり、彼女が赤あか袂たもとと呼ばれた歌詠みの妹であること、なにか大掛かりな禍か歌かを準備していることが朱鳥の耳に入ったのである。


    　彼女はそれを明瓦の動きの中に組み込んだ。赤袂が帳とばりノの宮みや真ま晴はるに殺されていることを鑑かんがみれば、椿市の目的が復ふく讐しゆうなのだと察することはできたし、それがまるで違っていても構わなかった。


    　朱鳥からすれば、撃った弾が一つ外れるだけの些さ細さいな失敗に過ぎない。彼女は人と接しないがゆえに、そういうかたちでしか捉とらえることができない。


    　よって、当然三日前の夜──真晴と左間たちの衝突も逐一報告を受けていた。病院にいる振ふる根ねに真ま晴はるの動向を知らせ、鎮花祭はなしずめのまつりに行くように仕向けたのも朱あけみ鳥とりの指示である。そのときはまだ正式な犯行予告は真晴から出されていなかったのだが、これも間違ったところで問題はなかった。


    　朱鳥の行動には一貫して計画性がない。


    　あるのは、手当たり次第に食指を伸ばす、本来ならば幼児期に捨てるべき、肥大化した欲望だけ。


    　雅みやびという、彼女にしか通用しない価値観を合言葉にして──


    　湯ゆ呑のみに伸ばしかけた手を止めて、朱鳥は困ったように溜ため息いきをついた。


    　明みよう瓦がと一時的に協力したのは事実である。だが、それが恒久的なものだと勘違いされるのは心外だった。


    「ナイフなんて雅でないものは見たくないので簡単に申し上げると、今日のわたくしは祝はふり園ぞの完しし道みちさまのお味方だったから、です」


    「は？」


    「わたくしはいつだって雅なものの味方なのです。だって、そうしていればわたくしも雅に見えますからね。特定のだれかの味方になった覚えはありません」


    「真ま面じ目めに答えろっつってんだよ。目的はなんだよ、なんなんだよ」


    「質問が変わっていますが、答えましょう。破壊と再生──よりはもう少し穏当ですわ。わたくしは歌を揺らすの。優雅に、典雅に、ね」


    　腑ふに落ちない明瓦の様子を見て、たとえ話をしましょうか、と朱鳥は背筋を伸ばした。


    「あるところに、甲と乙という双子の姉妹がいました。二人とも甘いものが大好き。家はお菓子屋を営んでいたけれど、両親の離婚で甲はそのままお菓子屋、乙は大変厳しい家に引き取られました。甲は大好物の甘いものを食べ放題、乙は買い食いも許されない。さて、数年後に極上のお菓子を甲乙それぞれに与えたとしたら、どちらが喜ぶでしょう？」


    「…………」


    「そう！　乙のほうです。揺り戻し。一度失ったという事実が、再会をより甘美にしますの。歌も同じですわ。当たり前だと思ってはいけません。甘えてはいけません。いまを心から惜おしみ、貪むさぼるのです」


    　歌を大切にする心を養うために──戻ってきたときのより強い感動のために揺らすのだ、と朱鳥は主張した。自身が間違っているとは微み塵じんも考えない、独善的な口調で。


    「逆をいえば、九死に一生を得る体験をしないと命の尊さがわからない、ということでもあります。悲しいことですが、そんなぬるま湯に警鐘を鳴らすのがわたくしです」


    「つまり、平和なところに余計なちょっかいを出してかき乱すってことか」


    　皮肉げに口を曲げて明瓦が言う。


    「雅でない言い方をすればそうです。今回は、揺り戻しの快楽があの野蛮人に効いてしまったようですけれど」


    　残念そうに肩を落とす朱あけみ鳥とり。


    「椿つば市いちさんと振ふる根ねさん……、あの二人には見所がありました。なにかを犠牲にしてでも獲得したいなにかを持っていましたから。大事なのは順序ですの。まず得て、次にそれに見合う代金を手元から払うのではなくて、報われるという保証もないのに[image: ]かけてみせる。それはそれは雅みやびなことですわ」


    　翻ひるがえって──と、朱鳥は明みよう瓦がに視線をやった。ように見えた。面紗ヴエールで隠された目元以外のすべてが、侮ぶ蔑べつの所作を見せていた。


    「明瓦さんは違う。明瓦さんはなにも差し出していない。歌を滅ぼしたい、滅ぼしたいと言いながら、ふと視線を下げればその手に[image: ]け金もなにも持っていない」


    「オレはっ」


    「既に失った、というのはおよしなさい。問題なのは、いまなにを捧ささげられるか、その一点です」


    　朱鳥は明瓦の妹が死んでいることを知っている。それが彼の重大な動機であることも。


    　その上で、容赦なく、ねぶるように追い詰めていく。丁寧な言葉の裏に、相手を刺す毒を潜ませて。


    　明瓦は唇を嚙かみ締めて俯うつむいていた。


    「わたくしの目的はお手軽な幸せ。揺り動かして、なにが出てくるかを見る。その揺り動かしの部分を甕みか星ほし明瓦に任せてみるのもいいかと思ったけれど──」


    　失望を隠さない溜ため息いき。


    「言わなくてもおわかりでしょう？　もう手を借りることはないので、お好きなように行動なさいな」


    「…………」


    　青白い顔をして明瓦は去っていった。


    　少しお灸きゆうを据えすぎたか、と朱鳥は思う。少年の背中には戸惑いと迷いが[image: ]あふれていた。この部屋に入ってきた当初から様子が少しおかしかったような気もする。いま朱鳥に言われたようなことを、既にだれかに指摘されていたのかもしれない。だとしたら、傷口に塩を塗ったことになる。


    　しかし、かわいそうなことをしたとは思わない。


    　雅でないものに対して、朱鳥由ゆ良らはいかなる感想も抱かない。


    「それにしてもあの野蛮人、わたくしが入り込む余地がないではありませんか……。引きこもりだと思って舐なめられているのかしら……。まあ結構。これからもちょっかいを出させていただきますわ」


    　ひとりきりになって、黒くろ子この格好をした野心家が笑う。


    「だって、雅みやびな方がわたくしの言に右往左往しているときだけ生は楽しいものですから」


    　今こ宵よいは、この世で最も歌を知っている青年の声を寝床で思い返そう、と思った。


    　幾度も幾度も、繰り返し咀そ嚼しやくしよう。


    　きっと、ぐっすり眠れることだろう。


    



    　　○


    



    　急いだ甲か斐いはあった。


    　鎮花はなしずめの祭まつりが催されている山から、電車と自転車を駆使して全速力で病院へ戻ってきた振ふる根ねは、椿つば市いちが目を開ける瞬間に立ち会うことができた。


    　そろそろと、植物の生長を数倍速で眺めるように、ベッドの上の椿市がゆっくりと瞼まぶたを開いていく。刺いれ青ずみがかたちを変える。それを邪魔してしまうような気がして、振根は自転車をこいだせいで荒い息を必死に抑えた。


    　椿市の目が、まばたきを繰り返しながら振根の姿を認めた。恐らく朝目覚めるときよりも数倍緩慢な覚かく醒せい。


    「……やあ、振根。ひさしぶり」


    　かすれた声だった。


    「ひさしぶりって、どれくらい経たってるかわかってるの？」


    「んー、一週間ぐらい？」


    「そんなに経ってないよ……」


    　安あん[image: ]どのあまり、泣き笑いのような表情を浮かべながら振根は言う。


    「そっか。振根……、ごめんね。私」


    　そこまで言ったところで咳せき込む。振根はペットボトルの水を彼女に渡してやった。ついでに背中をさする。


    　そのわずかな謝罪の言葉だけで、すべてが許せた。二人はそういう関係だった。


    　椿市は上半身を起こして少しだけ水を飲むと、右腕を持ち上げ蛍光灯に透かすように眺めた。


    　それは老婆のように[image: ]やせ衰え、がさがさとひび割れた腕。


    　健康な少女の体と老い果てた右腕は、椿市をよく知る振根ですらあまりの不ふ憫びんさに目を逸そらしたくなるような怪奇な取り合わせだった。


    「まあ、なかったことにはならない、よねえ」


    「その、椿市……」


    　なんと声をかけていいか振根が言葉を探していると、病室の扉がいささか乱暴に開かれた。初老の、例の医師が入ってくる。


    　振根は、とっさに椿市に寝たふりをするよう促すべきかと思ったが、もう遅い。医師は目覚めた椿つば市いちに驚き、ずかずかと近寄ってきた。


    「おお、意識を取り戻したか！」


    　彼は椿市にここが病院であることを説明し、きみのお友達は非協力的でね、と嫌いや味みな視線を振ふる根ねに向け、彼女の右腕がそうなった経緯を話してほしいと熱心に頼んだ。


    　対する椿市は、ぼんやりした様子で首をかしげた。


    「長い話になるんですけど……」


    「ちょっと待っていろ。書くものをとってくる」


    　来たときと同じように、医師はすばやく病室を出ていく。去り際の表情を見る限り、患者が意識を取り戻した喜びよりも好奇心が勝っているようである。


    　ドアが閉まった。振根と目が合って、椿市は舌を出した。


    「振根、お願いがあるんだ」


    　彼女はベッドから足を下ろし、立ち上がろうとするが、うまく力が入らないらしく膝ひざから崩れ落ちる。振根は慌あわてて彼女に駆け寄った。


    「おんぶしてくれない？」


    　拒否する理由はどこにもなかった。


    　春とはいえ、風は冷たい。薄手の病衣に上着を羽織らせてから、振根は椿市を背中におぶった。


    「これは初めてかもね」


    「え？」


    「振根が私をおんぶするのが。逆はあったけど」


    「ないよ」


    「えぇ？　そうだったかな」


    　医師が戻ってこないうちに逃げなければいけない。厳密には、逃げる必要などないのかもしれない。あの医師も、まさか調査のために椿市を切り刻んだりはしないだろう。けれど、振根も椿市も冷静な思考などしている場合ではないとばかりに、いたずらを企たくらむ子どものようにくすくす笑いながら病室を抜けだした。


    　椿市を背負った振根は、自分でも驚くほど堂々と廊下を歩いていく。途中、すれ違う看護師に怪け訝げんそうな視線を向けられたものの、歌か典てん寮りようから訳ありの患者だと聞かされているのか、呼び止められることはなかった。腫はれ物扱いされているのなら好都合だった。


    　階段はことさら慎重に下り、ロビーを抜けて外へ。


    　わずかに冷たさを含んだ春の空気。


    　さっきまで振根が吸っていた空気のはずだが、別物に感じられた。


    「さて……、どこに行く？」


    「どこでも、振根の好きなように。タクシー乗って、適当に流してってあるでしょ。あんな感じで」


    　難しい要求だったが、つまりは散歩しろということなのだなと振ふる根ねは解釈した。幸い、土地勘はないこともない。とりあえず、医師が追いかけてきた場合を想定してそれなりに遠くへ。そして、起きたばかりの椿つば市いちの体調を考慮して、なるべく陽の当たるところを。そんなことで話がまとまった。


    　そこここで咲き誇る桜を目にしても、花見をしようとはどちらも言い出さなかった。


    　あてはない代わりに不安もない。歩きながら、二人はいろいろな話をした。


    「もう、歌は詠まないよ」


    「一生？」


    　背後でうなずいた気配。


    「じゃあ、僕も」


    「真ま似ねするなよー。なんだか、もう懲こり懲ごりっていうやつ」


    　振根は少し違った。懲り懲りというわけではない。


    「僕は……、なんというか、安心したって感じ」


    「安心？」


    「僕が無理して歌わなくてもいいんだなって」


    　なにそれ、と椿市が吹き出す。


    　振根の頭にあったのは、先ほど出会った青年だった。圧倒的な存在感。ああいう人間こそ歌詠みと呼べるのだろう。


    　やはり自分は紛まがい物だった──口くち惜おしいわけではなく、肩の荷が下りたような解放感があった。知らず知らずのうちに、自分を縛りつけている部分があったのだろう。


    　やや沈黙が降りて、振根の足音だけが規則的になる。眠ってしまったか、と振根が思ったころ、椿市がぽつりと言った。


    「信じてもらえないかもしれないけど……、言い訳に聞こえるかもしれないけど、ね。なんだか満足しちゃったんだ」


    　背中越しの声が骨を伝って響き、浸透する。


    　振根は、それが拙つたない現状肯定の言葉だとは思わなかった。


    　三日前、椿市は兄の死を悼いためないからこそ、代わりに真ま晴はるに挑むのだと説明していた。ならば、満足するのも当然だ。たとえ、老いた右腕という枷かせを生涯背負うことになっても。


    　省略の多い椿市の言葉を、振根はそんなふうに嚙かみ砕いた。


    「そういえば、帳とばりノの宮みや真晴がどうなったか、訊きかないんだね」


    「振根の顔を見ればわかるよ」


    「いや、見えないでしょ」


    「さっき見たの」


    　他た愛あいもない会話の応酬が、いつものやりとりが、嬉うれしかった。


    「そうだ、振ふる根ねに考えてほしいことがあったんだ！」


    「なに？」


    　これこれ、と椿つば市いちは振根に見えるように包帯が巻かれた右手を前に突き出す。そのせいで体重のバランスが変わり、振根は慌あわてて体勢を立て直した。


    「手？」


    　よく見れば、慌てていたせいか、包帯はずいぶん乱雑に巻かれていた。後できれいに巻き直さなければ、と振根は思った。


    「そう！　明日には学校あるわけだから、右手が急に包帯ぐるぐるになってる言い訳、考えなきゃ。怖い人にむりやり、っていうのは刺いれ青ずみのときに使っちゃったから、別のね」


    「ううん……」


    「怪け我がはダメだよ。治らないだろうし。……早く！　可及的速やかに」


    「ちょっと待ってよ」


    　背後で揺れる重みに、振根は苦笑する。


    　いくら急せかされても、すぐには思いつかない。しかし、振根の中に悲観的な思いは生まれなかった。


    　いますぐでなくても構わない。


    　明日には、きっとうまい言い訳を思いつくような気がした。


    　その明日があることを──自分と彼女にあることを尊く感じながら、振根は歩いた。意識するほどゆっくりではなく、焦るような早足ではなく、自然ないつもの歩幅で。


    



    　　○


    



    　その後、寺の鐘しよう楼ろうの近くで真ま晴はるは夕ゆう暮ぐれと合流した。


    　といっても、待ち合わせしていたわけではなく、合流できたのはほとんど偶然だった。ただでさえ混雑している中、唐突な桜の復活のおかげか本来祭りに来るつもりのなかった人々も集まってきている。代表的なのが報道関係者たちだろう。最初から来ていたローカル局以外にも次々にテレビカメラが到着し、あたりの光景を眺め、人々に取材を繰り返した。


    「奇跡だ」という素直な感動の声、「桜が枯れたのもこの日のための仕込みだろ」という冷笑的な意見、ただ無言で近くの桜に向かって拝み続ける姿など、多種多様な反応が入り交じっていた。


    　境内の人口密度はますます上がり、人いきれと春の陽気が合わさって、非日常な祭りの空気の形成に一役買っていた。


    　そんな中を歩くのは、真晴にとっても悪い気分ではない。


    「どこ行ってたのよ！　いきなりどっか行っちゃって……」


    「なに、ちょっと野暮用でな」


    　答える真ま晴はるの表情がずいぶん晴れやかであることに気づいたらしく、夕ゆう暮ぐれは首をかしげた。


    「もしかして、あなた……、桜が」


    「ああ、完全復活だ」


    　夕暮も歌詠みである。禍か歌かの気配と、唐突に息を吹き返した桜という周囲の状況とを合わせて察したようだった。


    「さっきの放送と関係ありそうね。話、じっくり聞かせてもらうわよ」


    「別に構わんが、とりあえずここから離れるぞ」


    　真晴は顔をしかめ、うるさくてかなわん、というように両手で耳を軽く叩たたいた。


    



    　ひとまず境内を横切って丘の上に行こうと決めて、二人は歩き出した。


    「あら、狐きつねがついてきてるわ」


    　ともすれば蘇よみがえった桜を眺めるために視線が上方に向かいがちな中、夕暮が真晴の足元を見ながら言った。


    　ん、と真晴がその視線を追うと確かにいた。


    　つぶらな瞳ひとみと豊かな毛並みを備えた、小こ綺ぎ麗れいな小動物だった。明らかに野良ではない。とことこと歩き、真晴が立ち止まると倣ならうように足を止めた。


    「狸たぬきだぞ、それ」


    「そうなの？　どっちだっていいじゃない、可愛かわいい──じゃなくて愛らしいんだから」


    　恍こう惚こつとした顔でそう言ってしゃがみ、おいでおいで、と手招きする。


    　緊張したようにこわばった手つきは、一般に野生動物の警戒を解くものではないと思われたが、意外なことにその狐のような狸はするすると寄ってきた。甘えるように夕暮の手に鼻先を擦すりつける。


    「ほら、見て！　ほら！」


    　普段、猫に構おうとしても距離を置かれているだけに、夕暮の喜びはひとしおのようだった。


    「人懐っこい！　お腹なかが空すいているのかしら。狐って粉物とか食べるのかしら。ちょっと待ってて！　片っ端から買ってくるから」


    「だから狸だというのに……」


    　真晴の呆あきれた声も聞かずに、夕暮は駆け足で出店のほうに向かっていってしまった。


    「……で、なんのつもりだ、たぬきつね」


    　じろりと見下ろしながら真晴が問いかけても、狸は澄ましたようにそっぽを向いている。明確な無視の態度だった。


    「見張りのつもりか」


    「…………」


    「それとも愛あい玩がん動物の真ま似ねで[image: ]えさを得ることにしたのか。さもしい奴やつだな」


    「…………！」


    　狸たぬきが抗議するように鳴いた。


    　意外にも狸の存在は人目をひかない。周囲の人間は、[image: ]そろいも[image: ]って頭上の桜に目を奪われているからだろう。


    　彼ら自身が無意識のうちに望み、獲得した光景だと、彼らのうち幾人が気づいているだろう。


    　食べ物を両手に抱えた夕ゆう暮ぐれが戻ってきてから、真ま晴はるたちは人目につかない場所に移動することにした。数週間前に下見した、丘の上あたりが良いだろうということになった。


    　毛並みの豊かな狸も後ろをついてくる。


    「それにしても……」


    　歩きながら夕暮が口を開いた。


    「ん？」


    「桜が急に元気になったこと、みんなどう解釈するのかしら。いまは気分が高揚してそんなこと気にしてもしょうがないって思ってるみたいだけど……」


    「知ったことか。奇跡と呼ばれようが、集団幻覚の疑いが持たれようが、現代に蘇よみがえった花咲かじいさんという与太話が生まれようが、捨て置けばよい」


    　真晴は空を見上げた。


    　尽きることを知らない桜の雨が降り注いでいる。


    「いま、この花見を楽しめばよい」


    　そうかもね、と夕暮は微笑した。


    　それから、なにも持っていない真晴の両手を恨みがましく見る。


    「ねえ、それはいいけど、ちょっとはこっちの荷物持ってあげようとか思わないの、あなた……」


    「さっぱり思わんな」


    　二人と一匹は丘の上に到着した。ここでも桜が息を吹き返し、咲き誇っている。薄うす紅べに色を受けて、あたりに生える草も競うように緑を濃くしているようだった。


    　丘の下方、声を張り上げれば届くかもしれないという距離に、広場があった。


    　運ばれてきた秘仏が鎮座している。


    「それにしても意外なんだけど……、あなたもおとなしくしていることがあるのね」


    　夕暮は感慨深そうに言った。狐きつねによく似た狸も、与えられる[image: ]を貪むさぼりながら同意するように真晴を見上げた。


    「見損なってもらっては困る」


    　真晴は不穏な笑顔で応じた。


    「元気のなかった桜が蘇よみがえったな、きれいだね、でも梅も良いところあるよね、なぁんて温ぬるいことをやっている場合ではないのだ！　そんな宗旨替えクラスチエンジなどしてやるものか」


    　そうしている間にも、かわらず桜の雨が降り注いでいる。


    　枯れた姿から立ち直りつつある仲間に、手本を見せるように風に乗って滑っている。


    　件くだんの仏像にも幾つか花びらがついていた。それだけでは不自然な光景ではない。


    　しかし、突如それが発火したとなれば話は別である。


    　まるで手品を見ているようだった。仏像の周りに控えていた寺の関係者も、ぽかんと見上げている。ややあって、彼らはようやく立ち直り、消火しなければと思い至ったようだった。口々に水を求めて叫ぶ。


    　慌あわてたのは人間ばかりではなかった。


    　毛並みの豊かな狸たぬきは毛を逆立たせて真ま晴はるに向かって一声唸うなると、弾はじかれたように広場のほうに飛び出し、人混みに紛れてあっという間に見えなくなった。


    「ああっ」


    　夕ゆう暮ぐれが絶望の声を上げる。いまにも膝ひざから崩れ落ちそうだった。


    「主人の下に帰っていったんだろう。尻しつ尾ぽを巻いてという言葉があるが、あいつには巻くほどの尻尾がないな。なぜなら、狸だから！　尻尾が短いから！　あははははは！」


    　なにが琴線に触れたのか、真晴は腹を抱えて笑い始めた。


    「また会えるかしら……」


    　その隣で、夕暮は狸が消えたほうを名な残ごり惜おしそうに眺めていた。


    　消火活動は遅々として進まなかった。


    　それもそのはずで、真晴が桜を操る手を休めないからだった。皆、目の前の異常事態への対処に手一杯で、遠い丘で扇せん子すを振るう彼女を見み咎とがめる者はいなかった。


    　ついに人々は仏像を諦あきらめ、遠巻きに眺めるだけになった。いま消火しても、もはや原型をとどめていないと判断したらしかった。


    「歌か典てん寮りようの阿あ呆ほうどもはいないようだな。あるいは、わたしに気づいた上で見ないふりをしているのか。そちらのほうが幾らか賢いが……、さて」


    「あなたがまともになったかと思ったけど、個人的な願望込みの愚かな勘違いだったわね……」


    　夕暮が呆あきれたような、責めるような目つきで真晴を見た。


    「だから買いかぶるなと言っただろう。それに、だれも傷つけていない。完しし道みちとの約束も守っている」


    「でも、どうして燃やしたの？」


    　狸に逃げられた衝撃からようやく立ち直った夕暮が尋ねた。


    「わからんか？　そろそろ届くだろう、香りが」


    「香り？」


    　夕ゆう暮ぐれがすんすんとかたちのよい鼻を鳴らす。


    　その顔が訝いぶかしげになり──やがて驚きに染まる。


    　そうだ、と真ま晴はるもその芳ほう醇じゆんな香りを味わいながらうなずく。


    「隠された秘密があると言ったな。あの仏像は香木でできているのだ。しかも極上の、な」


    「そんな……、まさか」


    「噓うそではない。古いにしえの婆ば娑さ羅ら大だい名みようも香道に一心不乱に邁まい進しんし、同じように仏像も構わず焚たき物にしてしまったという話が残っている。わたしはそれに倣ならっただけだ」


    「先例があるからって、あなたの罪が軽くなるわけじゃないのよ……」


    　事情を知らない人々も、あたりを漂う香りに気づいたようだった。ざわめきが大きくなる。


    　寺の関係者は、いまごろ青い顔をしているだろう。恐ろしく貴重な秘仏を焚き木にされてしまったのだ。


    「あなた、最初から燃やすつもりだったのね」


    「そうだ。それなのに、お前が持ち運びだとか退路だとかを気にするから、滑こつ稽けいで仕方なかったぞ」


    「しょうがないじゃない！　奪うって言われたら、ふつうそっちを連想するんだから」


    　鎮花はなしずめの祭まつりは、普段は保管されている秘仏を山の中腹に持ってくる──つまり、唯一仏像だけを燃やせる日なのだ。


    　ほかのものが燃えてしまうと香りの純度はその分低くなる。


    　だから真晴は今日を選んだ。


    「でも、なんだか少しもったいないわね」


    「ねとついた視線で撫なで回すばかりが所有ではあるまい。消費するという行為のなんと贅ぜい沢たくなことか！　この手で火にくべることによって、あれは完全にわたしのものになったのだ」


    　桜は蘇よみがえった。


    　完しし道みちがただ自分のために歌を詠んでくれた。


    　狙ねらった仏像は香気に還元できた。


    　失ったものを取り戻し、与えられたかったものを与えられ、奪いたかったものを奪い──


    　彼女はこの上なく満足だった。


    「ああ、良い香りだ。良い香りは良い記憶を呼び起こすものと相場が決まっている」


    　未いまだ衰えない火勢を眺め、混乱する人々を見下ろしながら、真晴は今日最も安らいだ表情を浮かべた。


    　静かに目を閉じ、欲しかった香りを堪たん能のうする。


    「身を尽くす相手がいる。どんなかたちでも受け止めてくれるあいつがいる。……わたしはどうやら幸せ者だな」


    　隣の夕暮はそれを聞き漏もらさなかった。


    「相手って、祝はふり園ぞののこと？」


    「ひがむな、ひがむな。お前にもそのうち思う存分構ってくれる素敵な愛玩動物ペツトが現れるだろう」


    「別にひがんじゃいないわよ。というか、どうしてペットなのよ。確かにほしいけど……」


    　ひとしきり怒りを表明してから、ふと夕ゆう暮ぐれは真顔に戻った。


    「で、祝園はなんて言ってたの？　会ったんでしょう？」


    　真ま晴はるは、先ほどの邂かい逅こうをごく簡単に説明した。


    「すべてと合わせる──調和するだと」


    「なにそれ」


    　夕暮は、恐らく面倒がった真晴の言葉が足りないせいもあるだろうが、意味が摑つかめないという顔をした。


    「あいつはあれでいいのだよ。海を泳ぐ鯨くじらは自分の図体の大きさを知らない。わたしもわたしの大きさを知らない」


    「自慢なのか身内褒ぼめなのか、はっきりしてもらえる？」


    　髪についた桜の花びらをつまみながら、夕暮が横で呆あきれ顔を見せた。


    「……独り占めできないから口くち惜おしいの？」


    「そうかもな」


    「ううん、でもなにか違うような……。わかった！　すべて、の中にあなたもきちんと入ってるのが嬉うれしいんでしょう」


    　いかにも核心を突いたぞ、という顔をした夕暮を調子づかせるのも癪しやくなので、真晴は努めて無表情を装って、先ほどと同じなおざりな返事をよこした。


    「そうかもな」


    



    　人々の怒号が飛び交い、火の粉が舞い、目玉である秘仏を失って来年以降の開催が危ぶまれる、めちゃくちゃになってしまった祭りを眺めながら、彼女は眼を閉じた。


    「そう──これだ。この香りが花見に合うと思ったのだ」


    　まるで夢見る少女のような顔。


    　自意識の檻おりからふとこぼれ出た、柔らかな微笑。


    「あいつにも、届いたかな」


    　穏やかな春風に乗って、群れになった桜の花びらが祝福するようにあたりを流れていった。

  


  
    　　あとがき


    



    　このあいだ初めて鯨くじらを食べました。


    　こんな話を書いているので、それに関連して、なけなしの薀うん蓄ちくを披露しようと思います。


    　鎌倉時代に行われた歌うた合あわせ（歌の勝負）で、ある人が「鯨とる かしこき海の 底までも 君だにすまば 浪路しのがん」と詠みました。


    　しかし、判者（審判みたいな人）はこの歌を気に入りません。歌は優ゆう艶えんであるべきで、鯨は確かに万葉集に出てくるけど、そうやって人を畏怖させようとする態度が気に食わない、とひたすらこき下ろします。最終的に、歌合のもう一つの歌もそんなに良くないけど、鯨の歌は許しがたいからそちらを勝ちにするとまで言ってます。こんなふうに判断されて、勝ったほうもさぞ嬉しくなかっただろうと思うのですが。


    　それにしても、鯨という一語を不用意に出しただけでこんなにめためたにやっつけられるのだから、歌の世界というのはなかなか気の抜けないところだったようです。


    　落ちはありません。


    　あとがきのネタがないのを鋭く予期してわざわざ鯨を食べにいった計画性を褒ほめてほしいぐらいのものです。


    　ちなみに、残念ながら鯨はそんなに美お味いしく感じられませんでした。きっと体調が悪かったせいだと思います。本来ならもう、それはそれは無類の味なのでしょう。ものすごいポテンシャルを秘めているのでしょう。そうでなければ、予想以上に軽くなった僕の財布が報われません。


    



    　最後になりましたが、本書の出版にあたって大変お世話になった担当さま、もはや説明不要の美麗なイラストを添えてくださったpomodorosaさま、どうもありがとうございました。


    　そしてもちろん読んでくださった皆さまへも最大級の感謝を。またどうぞよろしくお願いします。


    



    
      大おお桑くわ 八や代しろ
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    １９８８年生まれ。普段全くマスクをつけないので、いざつけることになったら違和感がすごそうです。今年も花粉症になりませんように。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    カクリヨの短い歌　３


    



    ２０１４年３月28日　電子書籍版発行


    著　者　大桑八代


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　野村敦司


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１４年３月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸYASHIRO OHKUWA 2014　ISBN978-4-09-451470-4


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/i-0003-0005_01.png





OEBPS/Images/cid-07821.png





OEBPS/Images/cid-07635.png





OEBPS/Images/i-0014-0015_01.png
AEIC LBRIC VETLE HBWMIIERX HoWiE

BaEscra





OEBPS/Images/cid-07766.png





OEBPS/Images/cid-07643.png





OEBPS/Images/cid-07726.png





OEBPS/Images/cid-07642.png





OEBPS/Images/cid-07634.png
it





OEBPS/Images/cid-07722.png





OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		序



		一、春咲花



		二、花散雨



		三、鎮花祭



		四、花見後



		奥付













OEBPS/Images/i-0068-0069_01.png
\
HEHELOBD

=3

AE BN

2ohIhe BANLT HOHR 2REVEHE WICEHYT S





OEBPS/Images/i-000a.png





OEBPS/Images/cid-07728.png





OEBPS/Images/i-0144-0145_01.png
HLERS LIRRICESNEE BAEILIC BAETLEDEL = ~ ﬁ TE %Y\’





OEBPS/Images/i-0002_01.png
® 2

|- R =

AY
P

%

L 5085
[z
F~ 22

[+ o]
«©

nnnnnnn





OEBPS/Images/cid-08003.png





OEBPS/Images/cid-07975.png
i





OEBPS/Images/cid-07753.png
1%





OEBPS/Images/cid-08266.png





OEBPS/Images/cid-07690.png





OEBPS/Images/cid-07744.png





OEBPS/Images/cid-07829.png





OEBPS/Images/cid-07799.png





OEBPS/Images/cid-07756.png





OEBPS/Images/i-0006-0008_01.png





OEBPS/Images/i-0214-0215_01.png
RSB ROKE ALARE AEOLEE bRER)AS W, fE R %

R





OEBPS/Images/cid-07772.png





OEBPS/Images/i-0001_01.png
XENR

452k, pomodorosa






OEBPS/Images/cid-07725.png





OEBPS/Images/i-0009_01.png
RERREATIHH®

R QH HIX"
IR GR~<" M

REEB oA
b O IISERE FEO
RS O R 386 XA

B ORESSPNS ONEERAH®
LI S0l po 2040 O fono
HKrbiEH®

B POk SroX”





